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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　類るい家け暖はるは、幼少期からあまりぞんざいに扱あつかわれた経験がない。

　それは類家本人の容姿や成績のせいなどもあったが、多分に両親や血けつ縁えん者の地位に起因していた。類家の父親は、国内で有数の化け粧しよう品メーカーの代表取とり締しまり役やくであり、母親はその常務取締役に就ついている。元々は戦前に曾そう祖そ父ふが東京の下町に創業した薬局であったが、今や日本人であれば一度は社名を聞いたことのある企き業ぎようとなった。

　類家はその威い光こうを笠かさに着て傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まうような真似まねをしたことはない。容色は母親譲ゆずりで整っていたし、頭の出来もよかったので、類家はいつも自然と人の輪の中心にいた。

　確かに就職活動の時期には親の会社に入ることが決まっていたのでやっかまれたりもしたが、後こう継けいなので仕方ないということもあったし、自分が努力をしてきたことまで否定するつもりはないので、あまりそれを気にしたこともない。けれど、類家の性格や意向はどうあれ、媚こびへつらう者が多いのも事実だ。地位があるほど、その傾けい向こうは顕けん著ちよだった。

　だから、類家を出で迎むかえた上司の二に瓶へい響きよう介すけの第一声は意外だったのだ。

　彼は荷物を持った類家の姿を認め、上から下まで眺ながめた後、半ば呆あきれたように口にした。

「……真に受けたのか」

　その呆れ顔が心底馬ば鹿かにしきった表情に変わった瞬しゆん間かん、類家は己おのれのひどい思い違ちがいを自覚させられた。目の前に鏡などなかったが、きっと己の顔はこれ以上ないほど強こわ張ばっていたと思う。そんな類家を一いち瞥べつして、二瓶は切れ長の目を眇すがめた。

「ああ。悪いな。まさか本気で、面識のなかった部下が居い候そうろうしにくるとは思わなかったもんで」

　憮ぶ然ぜんとした態度の二瓶に、背筋に嫌いやな汗あせが滲にじむ。

　確かに類家は「真に受けていた」のだ。代表取締役である父が用意した居候先だ。だから、どうせ父に対する点数稼かせぎだろうし、喜んで迎むかえられるのだろうと。突とつ然ぜん、新しく配属される社員の身元を預かれと命じられたのだ。

　本気で迷めい惑わくそうな応対に躊ちゆう躇ちよしていると、二瓶は腕うでを組んで斜はすに構えるように首を傾かしげた。

「当人から今日までなんの連れん絡らくもないもんだから、たちの悪い冗じよう談だんかと思ってた」

「あ……」

　傲ごう慢まんにも、指し摘てきされるまで、話が付いていれば連絡などいらないと思っていたのだ。

　焦あせりと混乱で情けなくも棒立ちになった類家に、二瓶は殊こと更さら大きな溜ため息いきを一つ吐つき、ドアを開いた。

「……まあ、来てしまったものは仕方ない。どうぞ？」

　煩わずらわしそうな声こわ音ねに、「だったら結構です」と言いそうになったが、すんでで堪こらえた。ここで踵きびすを返したところで、戻もどるところなど今はないのだ。

　屈くつ辱じよく的な気分を味わいながら、類家は「お世話になります。お邪じや魔まします」と頭を下げた。確かに、こちらの申し出は非常識だった。いくら相手が一人暮らしとはいえ、毎日顔を合わせる部下と会社外まで一いつ緒しよに過ごさなければいけないとしたら、正直面めん倒どうでしかないだろう。

　とはいえ、承しよう諾だくしたからには、そちらにだって多少の打算はあったのだろう。もう少し雇やとい主の息子むすこに対する遠えん慮りよというものを見せてもいいのではないだろうか、と類家は思う。媚びろとまでは言わないが、こうもあからさまな態度に出られると、腹が立つというよりも恥はずかしくいたたまれない気分になる。

　──それに、そんなに迷惑ならはっきりと断ればよかったんだ。自分でＯＫ出した癖くせに、今になって父さんじゃなくて俺に不平を漏もらすなんて、男らしくない。

　反省したのも本当だったが、そんな風に思ってしまう。

　きっとこの生活は上手うまくいかない。

　類家と二瓶の共同生活は、幸さい先さきがいいとは決して言えないものであった。










　事の発ほつ端たんは、先月、同じプロジェクトに関かかわっていた同期から受けた相談にあった。

　相談を受けた、というのは正確には正しくない。同期が悩なやんでいる様子を見かね、類家が状じよう況きようを聞き出したのだ。気のいい男で、つい先日までは随ずい分ぶん恰かつ幅ぷくがよかったのに、プロジェクトが始まってからげっそりと瘦やせていたのが気に掛かかっていた。

　二人が携たずさわっているプロジェクトは、今年リメイクして放映される予定の女児向けアニメとの、タイアップ商品の開発だ。

　コンパクトはアニメのキャラクターの変身グッズを模したもので、玩がん具ぐメーカーが作るそれよりも大人の女性が使用してもちゃちな感じにならないように作りこむ。

　中に入れるファンデーションにも、力が入れられた。外側の添そえ物扱あつかいではなく、製薬会社との共同開発で敏びん感かん肌はだにも刺し激げきが少ない、カバー力のあるものを開発し、メインターゲットであるリアルタイムでアニメを見ていた妙みよう齢れいの女性の肌にも優やさしく、アニメの新規ファンになりうるティーンにも使える、というのが売りである。サイズは既き存そんのコンパクトと同サイズにし、商品としての汎はん用よう性も高めた。最初はセット売りのみの販はん売ばいだが、いずれバラ売りすることになっている。

　その製作過程において、製薬会社の研究開発チームとの間にトラブルが生じた。相手側の責任者に気難しい人物がいたのだ。類家の同期はその中ちゆう継けい役で、その厄やつ介かいな責任者はなにかある度たびに、長々とクレームを入れていたらしい。仕事には慣れていたはずの彼が気に病やむくらいだから、相当なものだったのだろう。類家は同期とは部署が違うので件くだんの人物と会う機会はそれほどなく、それ以上詳くわしいことはわからなかったが、彼は、その責任者と自社の間に挟はさまれて、心が折れてしまったようだった。

　そんな折に、類家は、件の「悩みの種」と邂かい逅こうした。

　──なんなら、土下座してくれてもいいんですよ。

　相手側の責任者が同期へと放った言葉に、類家は目を瞠みはった。聞けば、クレームの理由は報告書や日報の書体がゴシック体なのが気に食わない、というどうでもいいことだった。その場に居合わせた相手方の社員に訊きいてみると、別に指定の書体があるわけではないという。

　たかがその程度の、しかも個人的な好こう悪おの問題で、何故なぜここまで言われる理由があるのだろうか。これでは、ただのサンドバッグだ。けれど同期は青い顔をして、埃ほこりっぽいリノリウムの床ゆかに手をつこうとした。そんな理り不ふ尽じんに居ても立ってもいられなくなり、類家は彼の肩かたを摑んでしまっていたのだ。

　──よせ。そこまでする必要はないだろ。

　類家の科白せりふに、相手は嘲あざけるように鼻を鳴らした。

　──謝罪もできないんですか、おたくの会社は。

　──謝罪すべきミスならば、謝罪はします。それでもうちの会社では、ミスは土下座で贖あがなえなんて下品な指導はされておりませんから。

　類家があからさまにあてこすると、相手が顔色を変えて唇くちびるをわなわなとふるわせた。

　──うちの社員は、あなたのストレス発散の道具じゃないんですよ。仕事なのに、給きゆう与よ貰もらうほかに、必要以上のおべっか使われないと自分の職務を全まつとうできないんですか？

　冷ややかに言い放つと、同期が「類家！」と真っ青な顔で声を上げた。

　相手側の担当者は憤ふん慨がいしてすぐさま離り席せき、共同開発の話を白紙に戻すという話が出るまでに至ったが、彼の行動にはあちら側の開発チームも少し思うところがあったらしく、その執とり成しもあったおかげで大事にならずに済んだ。

　勿もち論ろん、渦か中ちゆうにいたのが御おん曹ぞう司しの類家であった、というのも大きな要因ではあったのだろう。

　結果、あちらの担当者が変わっただけで、他ほかにさしたる変へん更こうはなかったし、問題なく商品も完成した。

　けれど、問題はそれだけでは終わらなかったのだ。商品が市場に流通しはじめた頃ころ、類家は代表取とり締しまり役やくである父親に呼び出しを食くらった。

　なんのことかと思えば先日の問題のことで、改めて事の顚てん末まつを問いただされて、類家は困こん惑わくした。まさか件のいざこざを蒸むし返されるとは思ってもみなかったのだ。

　類家の話を黙だまって聞いていた父親は、社長室のデスクで腕を組みながら、仰ぎよう々ぎようしく息を吐いてみせる。

　──お前が暴言を吐いた理由はわかった。だが、お前には思し慮りよ深さと忍にん耐たい力が足りない。

　でも父さん、と言いさした類家に、父は「社長と言え」と叱しつ責せきする。

　社長、と言い直させた直後に「こんな風に育てた覚えはないのに……」と、矛む盾じゆんした言葉を口にして嘆なげいた。

　父は昔から、手が空いたり気が向いたりしたときにだけ父親ぶる。平日も休日も忙いそがしくしていた両親よりも、類家はベビーシッターに育てられたような気がしているくらいだ。両親の方針に基もとづいて教育や躾しつけをされてはいたようだが、それを「育てた」と言われると少々違い和わ感かんを覚える。

　組んだ両手に顎あごを載のせながら、父は嘆たん息そくした。

　──獅し子しは千せん尋じんの谷に我が子を落とすと言う。

　──……その話、長くなる？　俺、仕事あるんだけど。

　たまりかねて茶々を入れると、父は憤ふん怒ぬの表情になり机を叩たたいた。そうして、一いつ瞬しゆんの間の後、ふっと不敵な笑えみを浮うかべた。

　──忍耐力、という話をお前は聞いていなかったのか。それに、仕事だと？　お前の仕事など、今の部署にはもうないわ！

　──は？　なに言ってんの？

　──馬ば鹿か息むす子こめ。お前は営業一課から企き画かく事業部へ異動だ。

　馬鹿呼ばわりをされて、類家は「はあ？」と首を傾かしげる。

　揉もめはじめていたときから既すでに両部署に打だ診しんはしていたらしく、今までいた部署ではすっかり引き継つぎが済んでいたらしい。元々社の方針で、一人で抱かかえ込む事案は作らないというやり方であったが、それにしたって手が早い。

　企画事業部自体は面おも白しろそうだとは思っていたが、まだ営業部を離はなれるつもりはなかったので、戸と惑まどうしかない。時季外れの異動に、受け入れる部署も訝いぶかしく思っていることだろう。

　──それから。不ふ甲が斐いない話だが、私たちはお前を甘やかしすぎた。お前は人と交わることを覚えたほうがいい。……二十代半ばでは遅おそいかもしれないが、まだ間に合うはずだ。

　──今度はなんの話だよ!?

　──私が見込んだ人物がいるから、彼とルームシェアをして、人と共存することを学べ。異動先の企画事業部は、彼の管かん轄かつする部署だ。公私ともにみっちり指導をしてもらうといい。もうそちらのほうも話はつけてあるから、最低でも一年、実家に足を踏ふみ入れるんじゃないぞ。

　──はあぁ!?

　己おのれの親は、多少親馬鹿のきらいはあるし、家庭を顧かえりみない人たちだが、頭はそれなりにまともなほうだと思っていた。少なくとも、今までこんな無む茶ちやな要求をされたことはない。

　即そく日じつ異動の上に家を追い出されるなど、類家にとってはまさに青天の霹へき靂れきだ。

　──公私ともにって……。

　千尋の谷などと言っていたが、つまりは監かん視しをつけるということなのだろう。

　実家に入れないのなら、ほとぼりが冷めるまでホテルにでも泊とまればいいのだ。そう高を括くくっている類家を見通したように、父は鼻で笑った。

　──当面、カードの利用は停止する。

　──横暴だ！

　一いつ般ぱん的に見て金かね遣づかいは荒あらいほうなので、口座にはあまり金は残っていない。先月分のカードの請せい求きゆうが来たら残金は数十万円。とてもホテル暮らしをするほどの余よ裕ゆうはない。

　呆ぼう然ぜんとしている類家に、父は勝ち誇ほこったように唇で弧こを描えがいた。

　──お前が公私ともに世話になる人物は二瓶響介くんといってな、まだ三十二歳だが、見どころのある優ゆう秀しゆうな男だ。

　どこか浮かれた声を出す父に、そんなことはどうでもいいのだとは言えずに類家は黙り込む。

　社長が一社員に愛息を任せる、というぶっ飛んだ提案を快かい諾だくするような人物なのだ。これを恩に着せて父に取り入ろうとする魂こん胆たんだろう。

　気乗りはしなかったがこれ以上の抵てい抗こうも出来ず、類家はぐったりと項うな垂だれた。










　そんな経緯いきさつがありつつ、相手を警けい戒かいしていた類家の予想は裏切られた。

　阿おもねるどころか、最初から喧けん嘩か腰ごしで来られるのは予想外だ。先制パンチを食らったような気分で、類家は二瓶を見やる。

「君の部屋はこっちだ」

　そう言って、類家が靴くつを脱ぬぐ前に背を向けた男に当とう惑わくする。一応菓か子し折おりなどを持ってきたのだが、唐とう突とつに部屋を案内されるとは思わなかった。どうしたらいいんだと狼狽うろたえながらも、慌あわててあとを追いかける。二瓶は、一番玄げん関かんに近い部屋のドアを開けた。

「ここの部屋を使っていい。……物置にしていたから多少埃ほこりっぽいのは勘かん弁べんしてくれ」

　パチンと電源を入れると、少し狭せまいその部屋には必要最低限の家具があるだけだった。そして、彼の申しん告こく通り埃っぽい。恐おそらく、暫しばらく使っていなかったのだろう。

　──これ、俺が掃そう除じするのかよ。

　来ないと思っていた、というのは、あながち嫌いや味みを言っただけというわけではなかったようだ。ちらりと横目でうかがうと、目が合って気まずい思いをした。

「あの、物置って……」

「ああ、もともと殆ほとんど荷物はなかったから」

　そういうことではなくて、ルームシェアというから、わざわざマンションを一つ借り上げたのだと思っていたのだ。ファミリータイプのマンションのようだし、独身の彼が住むには少し広い気がする。だが続けられた科白に、ここが元々彼の自宅だったのだということを悟さとる。

　──なるほど……道理で、迷めい惑わくそうだったわけだ。

　社長の無茶振ぶりで、身元ははっきりとしているとはいえ自宅の一室を他人に貸す羽目になったのだ。類家の父親である代表取締役への点数稼かせぎ、と思っていたが、彼の迷惑そうな顔を見るに、そう単純な話でもないらしい。

「……すみません。お手数をおかけしました」

　急に申し訳なくなって、類家は頭を下げる。その様子にちょっと意外そうな顔をしたが、本当に迷惑だったらしい二瓶は「気にするな」とは社交辞令でも言ってくれないようだ。

「ちょっと話すこともあるから、荷物置いたら来て」

　そう言って、二瓶は部屋を出ていった。急いで荷物をおろし、類家は菓子折りを持って彼の後を追う。リビングのソファに座っていた二瓶は、類家を手で促うながした。

「座って」

「はい。あの、これつまらないものですが」

　菓子折りを渡わたしながら改めて、よろしくお願いします、と言うと、二瓶は苦く笑しようしつつそれを受け取った。その表情の意図が読めずにいた類家の前に、印字されたＢ５版のコピー用紙が置かれる。

「ええと……、これは」

「さしあたって、同居するにあたってのルールだ。お互たがいにこれは守ること。一いつ緒しよに生活してみてルールの見直しが必要になったら、都度対応していくようにする」

　自分で作ったのだろうか、と思いつつ目を通す。几き帳ちよう面めんな性格のようだ。

　食費や水道光熱費のことに始まり、リビングの使用や、冷蔵庫や洗せん濯たく機きの使い方などが記き載さいされている。家賃はあらかじめ父から受け取っているらしい。

　しかし、続く食事や洗濯についての項こう目もくに目を留めて、類家は固まった。当番制にするか自分のことは自分でするかは相談の上、などと書かれてある。

　なんの自じ慢まんにもならないが、類家は家事など今まで一度もしたことがない。中高生のころに調理実習などで料理をしたことがある程度だ。洗濯機に至っては触さわったことすらないし、掃そう除じ機きも同様だ。整理整せい頓とんくらいは、就職してからオフィスの机やロッカーなどを必要に迫せまられてすることはあったが、それだけである。

　今回も誰だれかが、つまり家主である二瓶が世話をしてくれるのだろうと思い込んでいたのだが、これも心得違ちがいだったようだ。正直、家を出て生活することが、こんなに煩わずらわしいものだと想像していなかった。

「洗濯用の洗せん剤ざいや、シャンプーやら石せつ鹼けんやらについては、うちにあるものを使っても構わない。自分の好きなものがあったら、自費で購こう入にゆう……おい、聞いてるのか」

　食事は買うか外で済ませればいいとして、洗濯はどうしようか……と思案していたところで、二瓶に声をかけられる。

　眉み間けんに皺しわを寄せてプリントを覗のぞき込んでいた類家は、はっとして顔を上げた。

「いや、あの……」

「炊すい事じ洗濯は当番制でもいいぞ。食費の計算は折半でいいし」

「いや、そうじゃなくて……炊事と洗濯って、やっぱり……自分でやるんですよね？」

　おずおずと問うた類家の言葉に、二瓶が怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「自分でって、どういう意味だ？」

「ええと」

「まさかお前、俺におさんどんさせるつもりだったんじゃないだろうな？」

　図星を指されて、類家がぎくりと固まる。

「いや、だって、家では家政婦さんがなんでもやってくれたし……」

　類家の返答に、二瓶は珍ちん獣じゆうでも見るような目で一いち瞥べつをくれた。

「……本当になにも知らないんだな。深窓のご令れい嬢じようでもあるまいし」

　嘲ちよう笑しよう混じりに嫌味を言われ、思わずプリントをぐしゃりと握にぎってしまう。

「し、深窓のご令嬢って」

　出自を知れば、誰でも類家に対して媚こびを売った。同様の陰かげ口ぐちを叩たたかれていることは知っていても、面と向かってこんな風に言われるとは思わなかった。なにより、いくら上司とはいえこんな嫌味で尊大な態度を取られるなんて思いもしなかったのだ。

　ショックを受けていると、二瓶は更さらに追い打ちをかけてくる。

「バカ殿とのって言われないだけマシだろ。ああ、まだお殿との様さまじゃないからバカ坊ぼんか。バカ坊って言われないだけマシだろ」

「ば、ばかぼん!?」　>>>♥

　──いや、もう、二回も言ってるし……！

　皺が寄ってしまった類家の手の中のプリントを、指で示すようにとんとんと叩く。

「本来、一いつ介かいの社員に息子むすこの面めん倒どうを見させるなんて非常識なことだってわかってるか？」

　ずけずけと言われて、類家は唇くちびるを嚙む。つまり、先さき程ほどの「バカ殿」は父への当てこすりでもあったのだ。

　──いいやつって言わなかったか、父さん……。

　正確には「見どころのある優ゆう秀しゆうな男だ」と言っただけだが、それにしたって見る目がない。

「さ、流石さすがにそれくらいはわかっていますけど、それをこちらに言われても困ります！　だったら父から打だ診しんされた時点で断ればいいだけでしょう!?　今いま更さら俺に言われたって」

「あのな、社長命令を一介の社員がどうして断れるんだよ」

　馬ば鹿かじゃないの、とでも言いたげな口調に、類家はカッとする。

「俺だって別に好きでルームシェアしたいわけじゃない！」

「ああそう。いやなら出ていけば？　お好きにどうぞ」

　俺だって別に無理に一緒にいたいわけじゃない、と二瓶が肩かたを竦すくめる。だがその表情は、窮きゆう鼠そをつつく猫ねこがしていそうな笑え顔がおで、類家は歯は嚙がみする。

「……だったら明日あしたにはお暇いとまします。父に頼たのまれた手前約束を反ほ故ごにできないんでしょうから、口裏を合わせましょう。あなたには迷惑かけないようにします」

　カードは止められているので、実際には行くあてなどなかったが、眼前の男と共同生活など出来る気がしなかった。一晩だけ泊とまらせてもらって、身の振ふり方を考えようと、類家は心に決める。

　けれど、二瓶はそんな決意を瞬しゆん時じに一いつ蹴しゆうした。

「残念だけど、それは駄だ目め」

「は!?　なんで──」

「監かん視し役も仰おおせつかってるものでね。お前の素行が悪いとばれる」

「だから大人しくしてるって言っ」

　反はん駁ばくしかけた類家の眼前に、二瓶はずいとなにかを突つき付けてきた。近すぎてよくわからなかったが、少し離はなれるとそれが携けい帯たい電でん話わだということがわかる。

「毎日、お前の写メ送るって約束してるんだよこっちは」

　それも、朝晩の二回、必ず、という指定つきだ。

　そう言って、二瓶がシャッターを切る。突とつ然ぜん写真を撮られて、類家は反射的に男の腕うでを振り払はらった。まともに映っていないのか、元々消すつもりだったのかはわからないが、二瓶は写真を保存せずに消去したようだ。

「どこのホテルを取るか知らないが、毎晩寝ねる間ま際ぎわにここへ来て、毎朝ホテルからここに通うつもりか？」

「……」

　そんな制約があるなら、「いやなら出て行け」なんて言い方をしなくてもいいのではないのだろうか。

　自分のテリトリーに他人が入るのは、類家とて嫌いやだ。それを考えれば、上層部の命令でそれでも一言に収まらない嫌いや味みを言わなければやっていられないということなのかもしれない。

　──だからって、俺が望んだことじゃないのに、俺にあたられても困る。

　そうなる原因を作ったのは自分だが、それにしたって、だ。

「まあ、細かいことは追々相談しよう。……茶でも飲むか」

　腰こしを上げた二瓶に、類家は慌あわてて立ち上がる。

「いえ。荷に解ほどきしたいし、部屋の掃そう除じもしたいので結構です」

「ああ、そう」

　類家が言うと、二瓶は引きとめもせずあっさりと引いた。

「あ、そうだ」

　そそくさと部屋を辞そうとした背中に声をかけられて、類家はびくりと背筋を伸のばす。

「な、なんですか」

「細かいことを打ち合わせる前に、最重要項目。女も男も連れ込むのは厳禁だ」

「は……」

「じゃあそういうことで」

　類家の返事を聞かず、二瓶は話を切り上げるように手を挙げた。だから類家も是ぜ非ひは口にせず、お辞じ儀ぎをしてリビングを出る。

　──言われなくても、こんなところに彼女なんて呼べるわけないし。友達だって、上司と同居してる理由なんて言えないんだから呼べるわけないだろうが。

　類家はあてがわれた部屋に入り、溜ため息いきをつきつつベッドに腰を下ろした。くるりと部屋を見み渡わたして、肩を落とす。

「……狭せまくて質素だな」

　八畳じよう程度の部屋は自室の半分程の広さで、家具はベッドとテーブル、空のラックくらいしかない。がらんとしたものだが、シンプルな家具のセンスは嫌きらいではなかった。

　広さには不満があるが、収納がそれなりに大きめなのが救いだろうか。

　ベッドに身を沈しずめ、息を吐つく。部屋は掃除していないが、シーツは洗ってくれていたらしい。シーツからは、知らない洗剤の匂においがした。

　今日会ったばかりの他人の家の匂いは、類家の気分を落ち着かなくさせる。

　──悔くやしい。

　彼は別に、間ま違ちがったことは言っていない。それがわかっているから、反駁することも出来なかった。なにも言い返せなかったのが、情けなくも悔しい。

　渡わたされたプリントの下部に「同居の事実は他言無用」と記き載さいがあった。

「……言われなくても、こんなこと人に言えねえっつうの」

　くそ、と悪態を吐ついて、類家はプリントを放ほうり投げる。

　共同生活などしたことのない自分が、あのいけすかない男と二人で暮らしていけるなどとは到とう底てい思えない。

　なんとか折を見て一人になろうと心に決めて、苛いら立だちを抑おさえながら類家は就しゆう寝しんした。










　翌日、今までいた営業一課から、二瓶の所属する企き画かく事業部へと回された。所謂いわゆるマーケティングを主たる業務とするところで、花形部署の一つでもある。

　営業と仕事内容が重なる部分も多少はあるので、暫しばらく仕事をしていればそれなりに業務には慣れるだろう。そんな風に楽観視はしていたが、類家の登場に企画事業部はざわつきを見せた。

　二瓶が朝のミーティングの時間に「営業一課から転属になった類家暖くんです」といかにも事務的に紹しよう介かいしたと同時に、どこか値ね踏ぶみするような視線が飛んでくる。

　それに怯ひるんだり反発したりするような可愛かわいげは類家にはない。子供の頃ころからそういった視線には慣れているし、入社した際にもこの手の眼まな差ざしにはいつも晒さらされていた。気づいていない、気にしていないふりをするのはお手の物だ。

　創業者と同じ苗みよう字じだというのもあるが、コネ入社の息子がいるというのは全社員の知るところであったし、隠かくし立てしようもない。それについて、類家も特に親の威い光こうを笠かさに着るつもりもなければ、殊こと更さら申し訳なく思う気持ちもないというのは、子供の頃から変わらぬスタンスだ。

　実際今日から仕事をする同どう僚りようたちがどう思っているのかは知らないが、類家はマイペースに職務を全まつとうするだけだ、とにっこりとする。綺き麗れいと評される部類の顔に笑顔を載のせれば、人間関係はそれなりに円えん滑かつに進むものだ。

「類家暖です。営業一課から参りました。至らない点も多々あるかと思いますので、ご指導よろしくおねがいいたします」

　簡単な自己紹介を終えると、義務的な拍はく手しゆが送られた。

「類家くんは俺のすぐ下に入るが、暫しばらくは主にインフラ業務のシマを担当してもらう」

　二瓶の声に、窓際にいたグループが起立する。男性が二名、女性が一名だ。社内報や、他社と連れん携けいしたウェブサイトの管理をするグループで、それなりに他部署や他社とのつながりが大きい部署だ、と二瓶から簡単な説明が入る。二瓶が構築した新しい通つう販はん主体の販はん売ばいシステムが大きく業績を伸ばすところとなり、社内でも注目されている職務である。

　営業部で書類作りや顧こ客きやく対応に慣れている類家だからこそここに回したのだ、と二瓶が口にした。一見褒ほめているようだが、実際は監視するためなのだろう、と少々やさぐれた気分になる。

「よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げると、今日からの同僚は皆みな一様に頭を下げた。

「福ふく桝ます。隣となりだし、色々と教えてやってくれ」

「はい！　わかりました！」

　敬礼でもしそうな勢いで返事をした男に、類家は目を丸くする。福桝の返事を受けて、二瓶は己おのれの席へと戻もどって行った。

　与あたえられた席に腰を下ろし、隣りん席せきの新しい同僚にもう一度目礼する。よろしく、と返してきた男の首に下がっているＩＤカードで、さりげなく名前を確かく認にんした。

　基本的な仕事内容から、共有システムの使い方や備品のありかまでを福桝に聞き、与えられた作業をし始める。パソコンに向かいながら、類家はそっと二瓶の姿を観察した。

　係長という役職上、二瓶は常に多くの事案を抱かかえているようだ。それでも慌ただしく見えないのは、彼が目め端はしを利きかせ、冷静に処理をしているからだろう。

　──……確かに、仕事は出来るらしいんだよな。実績もあるし。

　類家の配属されたこのグループが運営するウェブサイトは、二瓶がまだ肩かた書がきのなかったころに打ち出し、期待以上の業績を上げることとなったプロジェクトであった。

　本来、化け粧しよう品の販売というのは、直営店や小売店などの実店てん舗ぽで行うというのが常識だった。化粧品は、実際に使ってみないとわからない、というのが最たる理由だが、もっと身近な問題として、インターネットでの通つう信しん販はん売ばいをしてしまうと、美容部員などを含ふくむ実店舗に関かかわる社員の仕事がなくなってしまう、という危き惧ぐがあったからだ。

　実際に、二瓶が「自社でネット販売をする」という企画を打ち出したときには、様々なところから反対が起きた。長期間他部署との折せつ衝しようを続け、二瓶が通した企画は、未いまだ化粧品の直ちよく販はんが主流ではなかった時代に一歩先行く形として大きな成果を出した。

　営業時代に回った実店舗では、未だにそれに対して不平を漏もらすものもいたが、他社がこぞって追つい躡じようしはじめたのを見れば、どちらに理があるのかは明白である。そして、そんな不満を逆手に取るように、対面販売での重要性をも訴うつたえ、美容部員に更さらなるスキル・キャリアアップのための研修制度を設けるように提案したのも二瓶だった。

「──気になる？　二瓶係長のこと」

　隣席の福桝に問われ、慌あわてて背筋を伸のばす。よっぽど凝ぎよう視ししていたのかと、冷や汗あせをかいた。

「マーケティングの若手の星だもんなぁ……憧あこがれるよなぁ……」

　心しん酔すいしている雰ふん囲い気きに、別に、とは言い出せず、類家は曖あい昧まいに頷うなずいて誤ご魔ま化かす。

「やっぱ営業にも二瓶さんの噂うわさって轟とどろいてんの？」

「まあ、そうですね。営業でもこのシステムの話は避さけて通れませんし、それに会社のパンフレットにも載ってますしね」

「そうそう！　俺もそれ聞いたのと内定者説明会で話聞いて、絶対入ってやるって思ったんだよね」

　憧れるわー、と福桝がうっとりと呟つぶやく。そうして、横目で類家を見やった。

「二瓶さんは仕事には厳しいけど、絶対に俺らのこと見放したりしないし、凄すごい人だよ。見た目がちょっと怖こわいから誤解されがちだけど」

　少々フォローめいたことを言う福桝に、おや、と思う。

　──あー……俺あの人のこと怖がってるとか苦手意識持ってるとか思われたかな。いやまあ、苦手だけど。

　それを受けて、対面のデスクの女子社員も参戦してきた。

「女子から見ると、係長は怖いっていうより『出来る男』って感じだけどね。同性からすると力の差を感じて怖く見えるのかな。でも、係長は顔に似合わず面めん倒どう見みがいいから、そんなにビビることないよ、類家くん」

　──家では結構普ふ通つうに性格悪そうだったけどな。

　そんな本音を言えるわけもなく、「ええ、大だい丈じよう夫ぶです」と笑え顔がおで応こたえるも、社内での二瓶の評価の高さに少々面おも白しろくない気持ちになった。










　転属初日は、二瓶は午後外出してから直帰だったので、類家と帰宅時間はかち合わなかった。

　類家が社長の息子むすこだというのは聞き及およんでいるのか、部内が全体的に少し硬かたい雰囲気ではあったが、初日にしてはそれなりのやりとりができたと思われる。

　隣席の福桝という男は同期ではなかったが同い年だということで、それなりに仲良くできるかもしれない、とちょっと前向きな気持ちにもなった。

「ただいまー……」

　ドアを開けたが、室内は真っ暗だ。まだ二瓶は帰って来ていなかったらしい。

　そこに安あん堵どしつつ、リビングの電気をつける。そこではたと、夕飯の問題に気が付いた。

　──あー……そうだ。今日から自分で用意しないといけないんだった……。

　いつもならば、リビングに食事の支し度たくが整っているのだが、ここは二瓶の家だ。

　──今いま更さらコンビニ行くのも面めん倒どうだし……デリバリーでいいかな。

　携けい帯たい電でん話わでデリバリーのサイトを開き、眉まゆを寄せる。

　──この場合、二瓶さんの分も頼たのむべきか……？

　同居をしているのであれば、自分一人だけ頼むというのはどうなのだろうか。しかし、外出先からの直帰で、この時間帯まで帰ってこないということは、どこかで夕飯は済ませている可能性も高い。でも家主をさしおいて、と散々逡しゆん巡じゆんして、結局一人分だけを注文することにした。

　──別に一いつ緒しよに食べなきゃいけないってわけでもないし、うん。

　まだうしろがみ引かれる思いもあったが、とりあえずネットでデリバリーを注文する。

　夕食の時間帯をすぎているからか、商品は四〇分程度で配達された。本当なら自室で食事をしたほうがいいのだろうが、あそこにはテレビがない。二瓶はまだ帰ってこないかもしれないし、とリビングで箸はしを取る。

　ぼんやりとテレビを見ながら食事をしていると、玄げん関かんから人の気配がした。もうなにも頼んでいないので、恐おそらくは家主が帰ってきたのだと察しが付く。おかえりくらいは言ったほうがいいのだろうか、と相手の気配をうかがいつつ息を潜ひそめていると、リビングのドアが開いた。

「……おかえりなさい」

　二瓶は「ああ」とだけ返して上着をソファに放ほうり投げる。ネクタイを緩ゆるめながら振ふり返り、類家の手元を見て顔を顰しかめた。

「早さつ速そく出前か。予想はしてたが、自じ炊すいする気はまったくないんだな」

　早速飛んできたお小言に、類家はげんなりとする。

「……一人のときくらい好きなものを食べてもいいと思うんですけど」

「まあ、それはそうだが」

　だったら言うなよ！　と返したいのをぐっと堪こらえ、類家は箸を運ぶ。二瓶は引き抜ぬいたネクタイをソファへと投げて、シャツの袖そでを捲まくりながら対面式のキッチンへ向かった。

　冷蔵庫を開け、なにかを作る気配に、類家は首を傾かしげる。

「二瓶さん、食事まだだったんですか」

「いや、食った。だけど割と早い時間だったから小腹が空すいた。お前も食うか？」

「いえ、俺はもう食ってるんでいいです」

　今朝、朝食が用意されていたので一緒に食事をする羽目になったのだが、写真は撮とられるし気まずいしで、もう二度とごめんだと思ってしまった。

　そうか、と返して、二瓶は着き替がえもしないまま料理を作りはじめる。飲み物を取りにその背後へ回ると、慣れた手つきで包丁を握にぎっていた。いかにも男性的な二瓶が料理をするのは、時代錯さく誤ごかもしれないがちょっと意外だ。じっと見ている類家に、二瓶は「なんだ」と問うてくる。

「あ、ええと……料理上手なんですね」

「意外か？　でも上手ってほどじゃないぞ。学生時代から自炊してればこのくらい出来るようになる。それに、作れるようになると買うのが結構馬ば鹿からしい」

　意外に堅けん実じつなことを言う二瓶に、類家は目を瞬またたかせる。

　──料理出来る男って、好きな女の人多そうだな。

　そんなやりとりをしながら、あっという間に色々なものが出来てくる。カウンターの上には、既すでにグリーンサラダ、冷ひや奴やつこと常備菜と思おぼしきものが並んでいた。メインに取りかかったのか、手て際ぎわよく野菜が切られていく。その動きをじっと見ていると、類家、と名前を呼ばれた。

「はい？」

「客先で頂いてきた菓か子しがある。ついでに茶も淹いれてやるから、食ってけ」

　そう言われて、二瓶の料理をする手つきに気を取られてずっと立ちっぱなしだったことに気が付いた。羞しゆう恥ちを覚えつつ、何事もなかったようにリビングのテーブルへ戻もどる。

　数分の後、二瓶が皿と茶ちや碗わんを持ってやってきた。根菜がごろごろと入った酢す豚ぶたのようなものは、それなりに食しよく欲よくをそそる匂においがした。

「いただきます」

　やはり着替えないまま食事を始めた二瓶が気になりつつも、対面に座られた圧あつ迫ぱく感かんに類家は俯うつむいた。

　なんだか砂を嚙んでいるような気分で咀そ嚼しやくをしていると、二瓶が「そういえば」と口を開く。

「はい？」

「どうだった。新天地は」

　少々意地の悪い顔をしているように見えるのは、穿うがちすぎだろうか。類家は唇くちびるを曲げて、肩かたを竦すくめた。

「まあ、居い心地ごこちはよくないです」

　仕事自体はその内に慣れるだろう。一番の問題はクリアしているが、同どう僚りようとの空気感だけは一いつ朝ちよう一いつ夕せきではどうなることでもない。

「だろうな。でも王子様よりも、それを迎むかえ入れたうちの部員のほうが居心地はよくないと思うけど」

　そうでしょうね、と賛同しかけて、おかしな固有名詞を聞きとがめる。

「……なんですか、その王子様って」

　類家の問いに、二瓶は片眉をひょいと上げてみせた。

　言われないとわからないのか、とでも言いたげなその表情に、むかっ腹が立つ。言われなくても社長令息である自分のことを揶や揄ゆしているのだということくらいはわかっていた。

「別に、俺……私が」

「うちの中でまで『私』なんて言わなくていいぞ。職場じゃないんだし」

　敢あえて他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方をしたのに、二瓶はにやりとして許可を出す。

「……俺が異動させてほしいってお願いしたわけじゃないですよ」

「知ってる。聞いたぞ。揉もめ事起こして飛ばされたって」

　指し摘てきされて、気まずさに眉を寄せる。飛ばすというのは大たい概がい左さ遷せんなどで使う言葉で、今回はどちらかと言えば花形部署への異動だ。当てこすりかと、眉まゆ根ねを寄せる。

「まあうちとしては人員が減ったわけじゃないのが唯ゆい一いつの救いか」

　類家のことをお荷物とでも言いたいのだろうか。

　──なんなのこの人。すっげえ感じ悪い……。

　父は大層お気に入りのようだが、類家にとっては近年稀まれに見る嫌いやな男だ。

　一生一緒に住むわけでなし、少しの辛しん抱ぼうだと己おのれに言い聞かせる。まだ初日なので、類家の仕事ぶりなどわからないに違ちがいない。その内見せてやるから吠ほえ面づらかくなよ、と心中で二瓶に嚙かみついた。

「ところで王子様」

「……その『王子様』ってやめて貰もらえます？　馬鹿にされてるみたいで気分悪いです」

　みたい、ではなく本気で馬鹿にしていたのだろう。二瓶は面おも白しろげに唇を歪ゆがめた。

「なに？　バカ坊ぼんのほうが気に入ってた？」

　そんなわけないだろうが。

　そう言いたいのを必死に堪えて睨にらみつけると、流石さすがに二瓶が「冗じよう談だんだよ」と引いた。

　絶対にこの男と相いれる日は来ない、と類家は確信する。自分が盤ばん石じやくの地位を築いたらこの男を閑かん職しよくに回してやる、と遠い未来のことを思って気を紛まぎらわせるほかなかった。

「──あ、そうだ」

　唐とう突とつな二瓶の科白せりふに、類家は箸を止める。なんですか、と問う間もなく、類家を写真に収めてしまった。

「ちょ……、なんですか突とつ然ぜん！」

　肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいだと喚わめくと、二瓶はうんざりとした様子で携帯電話を操作する。

「……だから、俺はお前の親父さんに監かん視しを頼たのまれていると言っただろう？　食事の内容もなるべく送って来てくれって、要望があってね」

　朝に引き続き、突然写真を撮られて、類家は箸はしを握って呆ぼう然ぜんとする。

「な、それにしたって……」

　一言断ってくれてもいいのではないだろうか。けれど、不意打ちも嫌なのだが、「はいポーズ」も嫌かもしれない。

　二の句を継つげずにいると、二瓶は父への連れん絡らくを終えたのか、携けい帯たい電でん話わをテーブルの隅すみへと追いやった。

「で？」

「で、って……なんですか」

「明日はどうするんだ。朝食と夕食」

　どうするもこうするも、こんな風に食事時間まで拘こう束そくされるなんてたまったものではない。明日からは外食で済ませてしまうかもしれない。

　それか、二瓶が帰宅する前に食事を終えてしまうか、だ。

「明日は外食でもしようかなーと……」

「外食？　っていうか、もしかして自炊する気ないのか」

「自炊？」

　そんなもの、するわけがない。

　思わず怪け訝げんな顔をしてしまった類家に、二瓶が大おお仰ぎような溜ため息いきを吐つく。

「若いからまだいいかもしれないけどな、その食生活は確実にやばいことになるぞ」

「って言われましても……。出来ないものは出来ないんだからしょうがないじゃないですか」

　類家は食事の残りを搔かきこんで、空容器を袋ふくろに入れる。

「あ、おい」

「甘いものは結構です。じゃあ俺、新しい仕事で色々とチェックしたいこともあるので、これで失礼します」

　そう言い置いて、類家は逃にげるように自室に飛び込んだ。

　ゴミの入った袋を適当に放ほうり投げて、ベッドにもぐり込む。シャワーは明日の朝にしよう、と思いつつ、朝食という問題に思い至って、類家は身み悶もだえた。










　一週間も経たてば、徐じよ々じよに色々なことに慣れてくる。

　仕事のほうも、業務は滞とどこおりなく進んでいると言えるだろう。隣りん席せきの福桝が社交的な性格だったということもあってか、同僚とも思いのほか早く馴な染じむことができた。社長令息への遠えん慮りよが感じられることもあったが、支障が出るほどではない。

　この一週間、仕事をしてみて、二瓶は「社長が見込んだ男」というだけあって、仕事も出来れば同僚からの信しん頼らいも得ているということを改めて認にん識しきさせられた。ただし、同居生活での鬱うつ憤ぷんを溜ため込んでいる類家にとっては、職場でのエリート然とした二瓶の態度は嫌味にしか感じられない。もちろんそんな不満な態度を職場で出すほど愚おろかではない。二瓶自身はどう感じているかは類家も知るよしはないのだが──。

「──遅おそい」

　書類を渡わたした瞬しゆん間かんにそう断じられ、類家は固まる。

　精神的に堪こたえるのは、家にもまして厳しい口調で告げられる、二瓶の職場での応対だ。

　今まで仕事が出来ないつもりはなかったが、経営者の血けつ縁えんという立場への配はい慮りよか、今までこんな風にあからさまな叱しつ責せきを受けることはなかった。

「……申し訳ありません」

　特に期日を切られていた仕事ではなかったのだが、確かに少々後回しにしたという自覚はあるので素す直なおに謝った。二瓶がこの指導にどんな意味を込めているかは知らないが、言い訳は、たとえ己に咎とががなくても一番してはいけないことである。

「これだけ時間をかけて、この出で来きか」

「……やり直します」

「指摘を受ける前に気づかないと駄だ目めだろ。使えないわけじゃないから構わないが、もう少しわかりやすい日本語で書くように。書類の出来で、仕事の出来がわかる」

「はい、気を付けます」

　だったらそれを具体的に言ってくれよ、と言い返したい気持ちを飲みこみ、首しゆ肯こうする。

　二瓶の席を離はなれてから、類家はこっそりと息を吐いた。叱責を受けるのは、今日はこれで二度目だ。

　叱しかり咎められる度たびに、反発心からムキになって仕事を片付けるので、仕事の効率は上がっているような気はする。それにしても嫌がらせかと思うくらいの連日のダメ出しに、正直なところ不満が爆ばく発はつしてしまいそうだった。

　仕事面と生活面での両方の指導が父親からの課題だが、なにしろ息を抜ぬく暇ひまもない。

　本当は単に俺をいじめて鬱憤を晴らしてるだけじゃないだろうな、と二瓶に猜さい疑ぎの視線を向けていると、隣となりの席の福桝がお疲つかれ、と声をかけてくれる。　>>>♥

「……疲れたよ、ほんとに」

　パソコンに向かいながらぼやくと、福桝は「まあまあ」と宥なだめてくる。

　二瓶から叱される度に同どう僚りようたちにも気まずげな空気が流れたものだが、それが一週間、ほぼ毎日続けば類家も勿もち論ろんだが皆みんなもその状じよう況きように慣れる。今となっては「またか」という感じだ。

「なんか係長って、類家にやったら厳しいよな」

「……いや、皆同じようなもんだろ」

「あー？　いや、俺のときはあんなに厳しくなかった気がするけど。でもさ、最初は次期社長様なんて近寄りがたいって思ってたけど、俺らと同じように叱られることもあるんだってわかって、ちょっと安心したわ。だからかな、俺たまに類家がお偉えらい系ってこと忘れそうになるわ」

　だはは、と笑う同僚に苦く笑しようしつつも、実際にそれで同僚との距きよ離り感かんがなくなったことも自覚している。

　二瓶が厳しいことには色々と言いたいことがあるが、一つだけ感謝をするならこれだ。鼻っ柱の強い御おん曹ぞう司しが来る、ということで、部内は初日から少々居い心地ごこちの悪い空気に満ちていた。

　それが、二瓶が遠慮なく叱責したことで同情を買ったのだ。

　二瓶がそこまで狙ねらっていたのかはわからない。単に誰だれにでも平等に叱責しているだけという気もする。己おのれの仕事ぶりで受け入れられたわけではない、というのが納なつ得とくのいかないところではあるが、大きな失敗をしていない類家への厳しい態度に、同僚たちは多分に同情的になり、親近感も覚えてくれたようだ。

「類家って今インフラ系じゃなくてスキルアッププロジェクトのサポートしてんだろ？」

「ああ、まあそうだけど」

　頷うなずいた類家に、福桝は「そういうとこがなぁ」と、ぼやく。

「今期のうちの部の目玉のプロジェクトだし。二瓶さん一人じゃ忙いそがしくて対応しきれないってのもあるだろうけど、配属されてすぐサポートを任されるなんて期待されてるってことだろ？」

「七光りかもよ？」

　嘯うそぶいた類家に、福桝はふんと鼻を鳴らす。

「俺が七光れるなら、もっと簡単なプロジェクトで給料いっぱい貰もらう道を選ぶわ」

　スキルアッププロジェクトは、福桝の言う通り、部署を挙げての大型プロジェクトの一つだ。概がい要ようは、彼の出世作ともいえるネット通つう販はん事業で不満の出た美容部員へのフォローアップとも思えるものだが──つまり、美容部員のスキル向上のためのプログラムである。よりアーティスティックな技術を体得させ、理論を学ばせる。管理職への出世だけではなく、技術職としての出世の道を作るのが目的だ。

　まだ追従するだけのレベルではあるが、プロジェクトの成り立ちを目で追えることは、今後のためのいい経験とは言える。

　憎にくらしい二瓶がそこまで考えて類家に任せているかは甚はなはだ疑問だが、実際間近で見る二瓶の仕事ぶりは、父親から聞いていたとおり、ずば抜けて優ゆう秀しゆうであることも認めざるを得ない。

　──同居さえしていなければ、優秀だって素直に認められた気がする……。

　仕事とプライベートは切り離すべきだとわかってはいるが、日々の生活の中で苛いら々いらを募つのらせている類家には、どうにも抵てい抗こう感があって素直に認めることができない。

　再び二瓶への反骨心を奮い立たせた類家は、家での腹立たしいやりとりを思い出して、ひたすらキーボードを叩たたき始めた。










　それは、同居を始めて二度目の日曜日の朝、二瓶が唐とう突とつに類家の部屋のドアを叩いたことで始まった。

「──起きてるか？」

　実際は起きて携けい帯たい電でん話わを弄いじっていたが、寝ねたふりをしていれば入ってこないだろうと、布ふ団とんを被かぶって背を向ける。けれど二瓶は予想を裏切って「入るぞ」と言い置き、勝手にドアを開けてきた。

「おい、いつまで寝てるつもりだ」

「ちょ……なに勝手に入って……」

「ああ、悪いな」

　ちっとも悪びれずに嘯いた二瓶は室内を見み渡わたし、ベッド脇わきのビニール袋ぶくろを見て舌打ちした。

「おい、もう二週間経たつぞ」

　不意に顔を顰しかめて唐突な叱責をした二瓶に、類家は目を瞬またたかせる。

「なにがですか？　っていうか、勝手に入ってこないでくださいよ！」

　いくら元々二瓶が借り上げている部屋だからといって、今は類家の部屋として使っているのだ。無断で入られては困ると言い立てると、二瓶は右目を眇すがめる。二瓶は、もはや類家の言うことなど耳に入っていないかのように、ずかずかと部屋へと乗り込んできた。

「ちょ……！」

　咎めようとした類家を黙もく殺さつし、二瓶はビニール袋を拾い上げる。

「これはなんだ？」

「……なにって、洗せん濯たく物ものですけど」

　中に入っているのは下着類や、ワイシャツの類たぐいだ。二瓶はそれを見下ろし、不快そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「お前、一度も洗濯してないだろ」

　二瓶が指し摘てきした通り、類家はこの部屋に来てから一度も洗濯をしていない。だがそれがなんだと言うのか。

　訝いぶかって返答をしなかった類家に、二瓶は、軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてくる。

「お前が洗せん濯たく機きを使ってる気配はないし、まさかとは思ってたんだ。お前は部屋で菌きんの繁はん殖しよくでもさせる気か」

　二瓶の言い様に流石さすがにカチンときて、類家は歯を剝く。

「確かに洗濯はしてませんけど、二日連続で同じものは着用してません」

　汚きたないなどと言われる筋合いはない。そう反はん駁ばくするも、二瓶は類家の不満げな顔など意に介かいしもせず、ベッドの脇に脱ぬぎ散らかしていた服も拾い上げる。

「当たり前のことを胸を張って言うな。おかしなやつだな。洗濯機の使い方は教えてやるから、とっとと洗濯しろ」

「ちょっと……人のもの勝手に触さわらないでください！」

　二瓶から慌あわてて衣服とビニール袋を取り返し、類家は不ふ機き嫌げんに言い募る。

「俺は洗濯機なんて使わないからいいんです」

「は？　そこに放ほうり投げられてるスーツはそれでいいかもしれないけど、シャツとか下着とか靴くつ下したはどうするつもりなんだ？　まさか洗わないのか？」

「そんな汚いことしませんよ。クリーニングに出すに決まってるでしょう」

　いくら汚よごれ物を溜ためこんだからといって、自分をどんな汚お物ぶつだと思っているのだ、と憤ふん慨がいすると、二瓶はますます困こん惑わくした様子で顔を近づけてくる。

「クリーニングって、まさか全部出すつもりか？」

「全部って、汚れ物は全部ですよ」

　類家は、自宅からスーツを六着持ちだした。平日に着用したそれらは土曜日にまとめてクリーニングに出す。一着はクリーニングが間に合わなかったときの予備だ。そのときに、シャツから下着からハンカチからタオルから、なにからなにまで全部クリーニングに出す。

　そう言うと、二瓶は心底呆あきれた顔をした。

「不経済すぎるだろう。下着類は仕方がないとして、一度しか着ていないスーツをクリーニングに出すのか？」

「え、出さないんですか？」

「出す出さないの話じゃなくて、いくらかかるか考えろと言ってるんだ。スーツ上下で二千円近くかかっただろ。毎週六着で一万二千円。一ひと月つきで約五万だ」

　実際の金額を提示されて、流石に類家も黙もつ考こうする。

「その考えを改めろ王子様。庶しよ民みんの生活に慣れろ。ちょっと普ふ通つうの金銭感覚じゃないぞそれ」

　痛いところを突つかれて、類家は口を噤つぐむ。二瓶の言い分はもっともだ。カードを取り上げられた類家の口座には、僅わずかな金しか残っていない。既すでにこの数週間、食費だけで結構な金額を使っている。さらに出費が増えるのは危険だ。金銭的な余よ裕ゆうのない今、今までのように金で解決というわけにはいかないのだ。

「シャツやら下着やらは洗濯機で十分だろう？　洗濯機貸してやるから、やれ」

　しぶしぶと体を起こしかけたところに、二瓶が更さらに言い募る。

「それから言っておくけどな、ゴミもゴミ箱に入れれば勝手に捨ててくれると思うなよ。お前が捨てた分はまとめてビニールに入れてある。後で一から分別しなおせ」

「分別？」

　鸚おう鵡む返がえしに問うと、二瓶は切れ長の目を瞠どう目もくさせた。

「ゴミの分別もわからないのか……今までどういう生活をしてたんだ？」

「どういうって……こういうのは家政婦さんが」

　心底呆れた、とでも言いたげに、二瓶がわざとらしい溜ため息いきを吐つく。

「燃えるゴミとプラスチックとペットボトルは、それぞれ回収日は別だ。後で詳くわしく教えてやるから、さっさと服を着き替がえろ」

「あ、だからそれ返してくださ……っ」

　そう言って、二瓶が再び汚れ物を取り上げようとするので、類家は慌てて取り戻もどそうと手を伸のばした。その瞬しゆん間かん、足元に放置していたネクタイを踏ふみ、足を滑すべらせてしまう。

「おい……っ」

　転びかけたところを、二瓶が咄とつ嗟さに手を出して支えてくれる。その胸に突っ込んでしまい、間ま抜ぬけにもしがみついてしまった。

「お前な……」

「す、すいません……」

　不意の事態に、心臓がばくばくと言っている。

　そうしてみて、二瓶の体格が思ったよりもよいことに気が付く。着やせするタイプなのかもしれない。類家は男性の平均身長くらいはあるものの、骨格が華きや奢しやなので細くて薄うすい。支えてくれた二瓶の腕うでに、すっぽりと収まってしまっていた。

　俺もこれくらいあればな、と二瓶の胸むな元もとを凝ぎよう視ししていると、肩かたを押し返された。

「……不注意だ」

「すいませんでした」

　体を離はなすのと同時に、類家の胸に洗濯物を押しつけて、二瓶は背を向けた。

「今から教えてやるから、それ持って脱だつ衣い所に来い」

　命令口調なのにむっとしたが、居い候そうろうの身である以上感謝こそすれ逆らうことはできない。

　だが洗濯を始めてからも二瓶の小言はやまなかった。

　色や素材で分けろだとか、ウールはぬるま湯で洗えとか、ネットに入れるときは汚れの部分が外側になるように畳たたんで入れろだとか、やたらに細かく、うるさい。

　──あんた俺の母親かよ！　……絶対出て行ってやる！

　そんな決意を新たにしながら、類家は洗濯のルールを覚えたのだった。

　スーツに至っては、一度袖そでを通したらクリーニングに出すのではなく、クローゼットに入れて手入れをすること、その手入れの仕方まで伝授された。面めん倒どう見みがいいのかもしれないが、正直自分がやらなくてよかったことを覚えるのは面めん倒どう以外のなにものでもない。

　洗濯機が回るのを見つめながら、この同居が解消されるのはいつだろうと類家は大きく溜息を吐いた。










「二瓶くんとは、うまくやってるようだな」

　二瓶が外出するということを知っていたのか、直接の連れん絡らくをしていなかった父親に食事に誘さそわれた。久しぶりの値の張る中ちゆう華かに舌した鼓つづみを打ちながら、父の放った科白せりふに首を傾かしげる。だがテーブルの上の料理を見渡して、類家は思わず眉まゆを寄せた。

　いつも二瓶から口すっぱく「バランスよく食べろ」と言われるせいもあってか、外食だというのに好きなものではなくバランスなぞに気を遣つかったオーダーをしてしまったことに気が付いたのだ。最近は高級な食事に縁えんがなかったのだから、好きなものを思うさま食くらえばよかったのだが、いざ頼たのもうとすると二瓶の顔がちらつく。

　満足げな父の様子と、飼い慣らされたような自分に、類家は複雑な気持ちになった。

「うまく……やってるんですかね？」

「なんだ、当事者の癖くせに」

　ふかひれの姿すがた煮にを口に運びながら、同居してから今までのことを思い返す。今でこそ慣れたが、仕事を覚えることより、同どう僚りようと仲良くすることより、二瓶の「おさんどん特訓」のほうが類家には辛つらかった。

　姑しゆうとめか！　と言いたくなるほど二瓶の指導は細かい。

　ゴミの分別や、洗せん濯たく、掃そう除じに始まり、最近では類家は二瓶によって料理も覚えさせられた。料理と言っても、類家に与あたえられたミッションは米を炊たくことくらいであったが。

　最初に入れた水はすぐに捨てる。米は砕くだけやすいので研とぐというよりは搔かき混ぜる程度に。そして、透とう明めいになるまでしつこく洗わない。このポイントを押さえて炊くようにと言われてから、類家はそれを忠実に守っている。

　米だけあっても仕方がないので、成り行きで、二瓶の作っているものの相しよう伴ばんに与あずかることになった。つまり現在、料理は分担制で、類家が炊すい飯はん担当、二瓶がおかず担当となっている。

　そしてあちらには写真を送らなければならないという都合があるので、必然的に一いつ緒しよに食事をするようになった。無言のままでいるのも不自然なので、気が進まないながらも、二瓶とは会話をするようにもなってしまった。今は以前程苦手ではなくなっているのも否めない。

　──二瓶さんって、うちの親父おやじとなんで知り合いに？

　そんな流れで、常々気になっていたことを、訊たずねたことがある。

　二瓶は社内でも注目株の優ゆう秀しゆうな社員であることはわかったが、一係長が直接社長と接せつ触しよくする機会はそれほど多くはない。息子むすこを預けるほど信しん頼らいするに至った経けい緯いが不明だったのだ。

　類家の疑問に、二瓶はああ、と相あい槌づちを打つ。

　──うちの会社に俺を引っ張ってくれたのが、社長本人なんだ。

　──え？　マジですか？

　最近では仕事以外のことや、他愛たわいのない話をするようになったので、会話も自然とため口が混じるレベルまで落ちている。初めは「生意気な」と睨にらまれたが、強きよう硬こうに改めさせるわけでもなく、最近ではそれをおかしそうに聞き流すので改めずにいた。

　──学生の頃ころからずっと、俺は我が社のコールセンターでバイトをしてたんだ。大学を卒業する頃にはその主任レベルになってて、就職をどうしようかと思っていたときに、社長が査察に来たんだよ。

　若くして自社商品に精通している二瓶にいたく感動して、父は新卒採用として社員に登用したいとその場でスカウトしたそうだ。

　覚えもめでたいまま迎むかえた新入社員と社長との懇こん親しん会で、同郷であることが発覚し、ますます気に入られてしまい、仕事外でちょくちょく飲みに誘われるようになったそうだ。

　──ああ、うちの親父、郷土愛がハンパないですからね。正月は雑ぞう煮にのことになると口うるさくて。アゴダシ、丸もちに鰤ぶりじゃないと食った気がしないって。

　──まあそんな感じでよく君の話は聞かされていたんだが、営業部の一件はさすがに社長も困っていたみたいだから、是ぜ非ひにと頭を下げられてしまってお引き受けしたわけだ。

　──……あんまり蒸むし返さないでください。その話。

　──生意気な御おん曹ぞう司し様一人くらいは面倒見られるかと高を括くくっていたが──まさか私生活まで監かん督とくすることになって、しかもこんなに世間知らずのバカ坊ぼんが来るのは誤算だった。

　二瓶から意地悪な笑えみを向けられて、いたたまれずに料理を口に運んだのを覚えている。彼は類家をつつくとき、本当に楽しそうな顔をするのだ。類家はそれに負けずにずけずけと言い返すタイプなので、家の中ではちょっとした小こ競ぜり合いが度たび々たび起こる。

　最近の喧けん嘩かの内容は、納なつ豆とうごはんだ。

　炊飯を覚えた類家の朝食のマイブームは、納豆ごはん、もしくはたまごかけごはんで、子供の頃に食べて以来だったのだが、存外美味おいしいことに気づいたのだ。

　納豆は二瓶と意見の分かれるところで、類家はあまり搔き混ぜずに付属のたれで食すのが好きなのだが、二瓶は白い糸で納豆が二倍の量くらいに増えるまで紡つむぎあげる。そしてたれは使わずに醬しよう油ゆで食べるのだ。

　類家はたれ以外のものはあまり混ぜないのだが、一方の二瓶はなんでも入れる。葱ねぎ、ごま、たまご、ニラ、キムチ、いかそうめんなど、あらゆるものをぶちこむのだ。

　不純物だ、と言ったらたれ派が不純物とは笑しよう止し、と反論されてギスギスした朝を迎えた。

　その一方で、たまごかけごはんでの好みは一いつ致ちする。

　たまごは二瓶がよいものを用意してくれている。普ふ段だんは「値段を見て得なものを」という二瓶も、たまごは別らしい。

　先日類家は、近所のスーパーで「たまごかけごはん用の醬油」を見つけたのでうっかり買ってしまった。二瓶に「無む駄だ遣づかい」と怒おこられるかと思ったが、そうでもなかったので安あん堵どした。使ってもいいですよ、と鷹おう揚ようぶって言ってあげたので、時折二瓶も使っている。

　たまごかけごはんの朝は歩み寄ったような気持ちになるのだが、納豆ごはんの朝はこの男とは分かり合える気がしない、というムードになる。

　日々、そんなくだらない喧嘩や和解を繰くり返しながら、次し第だいに他人と共存していく術すべを学びつつある今日この頃ごろだ。

「……でも、お前もそれなりに楽しんでるんだろ？」

　息子の顔を覗のぞくように観察して、面おも白しろがるように父が告げる。

「はあ？　なんで」

　やけにムキになったような響きで返った言葉に、父の笑えみが深くなる。

　未だに口では勝てないことも多くて歯は嚙がみしたりもするが、兄弟がいたらこんな風だったのかとも思っていた。そんな慣れ合った気持ちを見み透すかされたようで、類家は唇を引き結ぶ。

「──そういえば、父さんは納豆になに入れる派？」

「納豆？　……醬しよう油ゆと辛から子しだな」

　二瓶のことを気に入っているだけあってか、やはり父親とも分かり合えない気がして溜ため息いきを吐ついた。










「忌いま々いましい……」

　帰宅後、自室で吐はいた科白せりふは思ったよりも冗じよう談だんのような響ひびきで落ちた。

　部屋着に着き替がえて、スーツをクローゼットに吊つるす。鬼おにの居ぬ間に適当にすることも出来たが、最近、だらしのないことをすると頭の中の二瓶が叱しつ責せきをしてくるようになった。

　──……ああもう、絶対飼い慣らされてる気がする……。

　面白くはなかったが、片付ける習慣がつくことは悪いことではないはずだと思い直した。

　脱ぬいだシャツとタオルを持って、バスルームへと向かう。洗せん濯たく機きに洗い物を放ほうり投げながら、類家はバスルームに入った。浴よく槽そうは面めん倒どうなので、滅めつ多たに使わない。シャワーを出しっぱなしにするなとよく叱責されるので、やっぱり使うときは遠えん慮りよしてしまう。そんな小さなことを気にする自分に小さく舌打ちをした。

「……ていうか、あの人だって結構アレなところあるよな」

　二瓶は「監かん視し役」という名の通り、類家の生活に色々口を出してくるが、なかなかものぐさなところがある。

「洗い物が増える」という理由で、平日は帰宅後も部屋着に着替えようとしない。類家はこうして、リラックスしたくてすぐに着替えるのだが、彼は違った。部屋着はないわけではないらしいが、前述の理由で、面倒だと言って風ふ呂ろ上あがりに下着一枚でいるのだ。

　いくら同性とはいえ、目のやり場に少々困ってやめてほしいと訴うつたえたところ、

「女子か」

　と鼻で笑われたので、それ以上は言わなかった。

　だがよくよく考えたら、部下の前で下着一枚は相当だらしない気がする。

「……そういうときばっかりただの同居人ぶるの、狡ずるいよなあ」

　それに、床ゆかの汚よごれを靴くつ下したで拭ぬぐったりするのだ。どうせ洗うから、という理由らしいが、衣服を意図的に汚す行こう為いというのが類家には信じがたい。

　──ていうか、せっかくあの人がいないってのに、なんであの人のことばっか考えてるんだ、俺。

　羽を伸のばすチャンス、とすら思っていたのに、自分は先さき程ほどから二瓶のことばかり考えている気がする。それほど、類家に彼が干かん渉しようしてきている、ということだ。

　他人にここまで立ち入られた経験は類家にはない。歴代の彼女でさえ、こんな風に類家の私生活に入り込んでは来なかった。もっとも、二瓶も本来ならばそんな面倒な真似まねはしたくないに決まっている。

　──彼女か……。

　最初に言いつけられた同居のルールの中に、「女は連れ込まない」という条じよう項こうがあった。

　もっとも今は恋こい人びとがいないのでそういう状じよう況きようにはならない。よくよく考えてみれば、元は自分だけの部屋だったというのに、恋人が連れ込めない二瓶のほうが辛つらい気がする。

　──そういうの、どうしてるんだろ。あの人。

　そんなのは訊きかなくても、逢おう瀬せをするなら外だろう。思い当たる節はある。

　彼は週末、午前中から出かけていることが多い。最初の頃ころは二瓶と話す気がなかったので訊かなかったし、現在は今いま更さらそれを訊くのもなにかな、と思ってしまっているのだが、恐おそらくそういうことなのだろう。自分に相手がいないせいか、もやっとした気分になる。

　互たがいの部屋には立ち寄らないが、二瓶はどんなタイプの女性が好きなのだろうかとふと疑問に思った。いつもしかめっ面つらで、姑しゆうとめのような口うるささでいる男が、どんなふうに女性を口説くのか、想像もつかない。

　まして、どんなふうに恋をして、その相手にどんなふうに触ふれるのか。

　──俺より全然いい体してるんだよなぁ……。

　以前、転びそうになったところを支えてくれたときのことを思い出す。同性に抱だきつくことなど滅多にないし、細身に見えるのに厚い胸むな板いたを羨うらやんだりした。あのとき、洗せん剤ざいの匂においのするシャツにどきりとしたが、今は自分も同じ匂いがするのだろうか。

　──こんな風に、楽に俺を支えて……。

　回された腕うでは、やはりがっしりとしていた気がする。あの腕うでがどんな風に恋こい人びとを抱くのか。

「……？」

　上司で疚やましい想像をしていると、下か肢しに違い和わ感かんを覚えたので視線を落とした。いつの間にか兆きざしていた己おのれのものに、類家は動どう揺ようして頰ほおを赤らめる。

　──なっ……なんだこれ!?

　最近、清く正しく生活をしすぎたかもしれない。考えてみれば、同居をしてから己を慰なぐさめたことなどなかった。同居人がいると思うと、風ふ呂ろ場ばであってもなかなか出来ることではない。

　それにしたって、よりによってそりの合わない上司で。欲よつ求きゆう不満にもほどがある。

　それでも放っておいてもどうしようもないので、類家は自分でも表現しがたい感情を抑おさえて、唇くちびるを戦慄わななかせつつ手を伸ばした。触れる間ま際ぎわ、妙みように罪悪感を覚えてこくりと喉のどを鳴らす。

「ん……」

　あまりに久しぶりだったせいか、酒のせいか、シャワーを浴びながらで血行がよくなったせいか、すぐに類家のものは熱を持った。お湯とは違うもので濡ぬれたものを、類家はもどかしい気分で擦こする。

「……っ、……ん……！」

　びくん、と手の中のものが跳はね、白い体液が掌てのひらに零こぼれる。

　荒あらい呼吸をしながら、シャワーで流れていくそれを眺ながめた。一度抜ぬいたが、まだ熱を持っている下肢に類家は気づいて、再びのろのろと手を這はわせる。

　──たまってるなぁ……。中ちゆう坊ぼうか。

　バスルームの床に腰こしを下ろし、もう一度擡もたげたものを撫なでさする。その上部にある下生えに、類家は顔を顰しかめた。

　類家は己の下肢にコンプレックスがある。全体的に薄うすめの色素のせいか、ものが薄うす色いろなのも嫌いやだったし、体毛が薄いのも気になっていた。昔は特に気にしていなかったが、恋人が出来て、肌はだを合わせるようになってから気になるようになったのだ。恋人が、類家の薄さを見て、己のものを気にしだすようになったせいだ。

　類家は自分が薄いことの反動で、相手の毛深さを羨ましいと思うことすらあったが、女性にとってはそうではないのだろう。僻ひがむような口調で「薄くていいね。私よりよっぽど女らしい体だよ」と言われたりもした。だから、類家はこんな風に煌こう々こうと電気の点ついた場所で人前に己の体を晒したことはあまりない。

　──こんなの見られたら、絶対笑われるだろうな。

　見たことはないが、きっと体格に見合ったものを持っているだろう二瓶は、自分と比べて類家の下半身を嘲あざ笑わらって──と被ひ害がい妄もう想そうに襲おそわれる。手だって類家のものより大きいし、きっと器用に動かすのだろう。

「あ……っ」

　羨ましいのかなんなのか複雑な気分になりながら、類家は己のものを擦り上げる。

　──ていうか、俺なんであの人のこと考えながら弄いじってんの……。

　これでは、まるで彼の意地悪顔や、声や、体を想像して自じ慰いに耽ふけっているようだ。

　そんなのはおかしい。そんなのは、ありえない。

　そんな風に狼ろう狽ばいし、動揺しているのも確かなのに、手の中のものは一向に萎なえる気配を見せない。

　──なに、これ……。

　それでも手は止まらなくて、類家は息を震わせた。

　つるりとした、作り物のような己のものが、ぴくりと震ふるえる。追い上げて、二度目の絶頂を迎むかえそうになった。

「……っ、あ、ぁ」

「──おい、水だしっぱなしにするなっていつも」

　唐とう突とつに開かれたドアに、類家は硬こう直ちよくする。二瓶もそれは同様で、類家を見下ろしてぽかんとしていた。きっと、類家がここでなにをしていたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんであろう。

　というより、いくら男同士とはいえ、家族でも友人でもないのだから、突とつ然ぜん浴室のドアを開くなんて言語道断ではないだろうか。

　そう訴えたいのに、類家の口からはなにも出てこない。

　ただ、とんでもないことをしているところを見られた、そうして、恋人にもまともに見せたことのない体を見せてしまった、という事実に呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「わ……わーっ！」

　自分でもわかるほど悲鳴じみた声が出た。

　二瓶の視線の先がこちらを向いている気がして、類家は慌あわてて下肢を隠かくした。先程まで興奮して立ち上がっていたものは、もはや情けないくらい縮んでいる。

「な、なに見てるんですか！　出てってください！」　>>>♥

「あ……すまん」

　類家の科白せりふに、二瓶は承しよう諾だくしたような相あい槌づちを打ちながらも、まじまじとこちらを見ているばかりで離はなれる気配がない。視線を外さないまま、二瓶がふと口を開く。

「なあ、お前のそれ……天然？」

「はい？　天然って、一体なんの話……」

　それ、と指さしているのは、類家が隠している場所だ。

「それ、色が薄いだけじゃなくて、実際毛が薄いんだよな？」

「な、な……！」

　頭をがつんと殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚え、類家はぱくぱくと口を開閉する。かーっと頭に血が上り、頭痛さえしてきた。隠したつもりが、しっかりと見られていたらしい。慌てて膝ひざを抱かかえたが、もうとっくに手て遅おくれだ。

「あと、色も子供みたいに綺き麗れいで、意外っていうか……」

「……！」

　自分の一番言い立てられたくないコンプレックスをずけずけとあげつらわれて、類家の背筋が震える。それは怒いかりのようでもあったし、羞しゆう恥ちのようでもあった。でも一番は、絶望していたのかもしれない。

　普ふ段だん下着一枚でいる男はきっと、裸はだかを見られても気にしないのだろう。でも類家は違ちがう。

　きっと類家が気にするほどには、二瓶は気にしてはいない。だから、人の体にコンプレックスがあるというのも思いつかないのかもしれない。もしくは、わかっていても「自分が気にしないからお前が気にすることはない」という考えなのだろうか。だとしたら、それはちょっと無神経だ。

　他人にとって些さ末まつな問題だというのは、類家だってわかっている。それでも、己の嫌きらいな部分を嗤わらわれるのは屈くつ辱じよくだった。

「うるさい馬鹿！　早く出てけよ！」

　いつまでもドアを閉めない男に、カッとなってタオルを投げつける。不意を突つかれたのか、二瓶は避よけることも出来ずに濡れたタオルを顔面に食くらった。

　いくら生活に慣れ合ってきたとはいえ、直属の上司で同居人と諍いさかいを起こすとまずい。

　そういう自覚はあったけれど、腹が立ってしょうがなかった。なにより、恥はずかしくて恥ずかしくて、どうしようもなかった。

「なにすんだ、おい」

　これ以上無神経な二瓶の言葉を聞いていたら泣いてしまいそうな気がして、類家は顔を伏ふせて立ちあがる。

　こんなところにはもう一秒たりとも居たくない。入り口を塞ふさいでいる二瓶を突き飛ばして、体も拭ふかず浴室を出ようとした。

「類家……ちょっと、待てって！」

　すれ違いざま、二瓶が引き留めるように類家の腕うでを摑む。振ふり返ったら、込みあげてきた涙なみだが零れてしまいそうだった。

　そんな惨みじめな姿は絶対に見せたくないから、全力で振り払はらおうと、腕を振る。

「離はな、せよ……！」

　だが、二瓶は手を離さない。動きを封ふうじるように両の二の腕を押さえつけられて、やっぱり嫌なやつだ、と類家は戦慄わななく唇くちびるを嚙みしめる。

　類家の表情を見た二瓶が、ひどく狼ろう狽ばいしているのがわかった。肩かたを、不意に柔やわらかなものが包む。二瓶が、頭の上からバスタオルで体を包んでくれたのだ。

「……悪かった、急に入って」

　その声こわ音ねに、眼前の男が本当にすまないという気持ちを持っているのだと知る。別に信じていないわけではなかったが、あの二瓶の口から謝罪の言葉が飛び出したのは、少し意外だった。

　だからこそ、類家も少し強気に出られたのかもしれない。

「……そう思うなら、出て行ってくれませんか」

　冷たい声でそう言うと、二瓶が少し遠ざかる気配がする。

「ああ、すまん」

　そうして、静かに脱だつ衣い所を出ていくのがわかった。類家はそこでやっと、顔を上げる。

　いつもは偉えらそうにすっと伸のびた背中が、幾いく分ぶん肩を落としているように見えて、類家の溜りゆう飲いんも少しだけ下がった。同時に、一糸まとわぬ姿を見られた事実に再び心が折れる。

　のろのろと着き替がえて脱衣所を出ると、リビングのソファに腰こし掛かけていた二瓶が神しん妙みような表情で顔を上げた。ばつの悪さに、つい睨にらむような目で見てしまう。

「悪かった」

　本気で反省したような素そ振ぶぶりに、類家もそれ以上責め立てる気にはなれない。

　その顔を見ながら、類家は対角線上に腰こしを下ろす。

「……あなたから見たらおかしい体かもしれませんけど、面おも白しろがられたり、笑われたりすると傷つきます。だから俺、自分の体を見られるの、嫌いやなんです」

　責める言葉より、ただ自分の気持ちだけを言うと、二瓶はもう一度悪かったと頭を下げた。

「そういうつもりじゃなかった」

「どこが」

　目上の人間相手にどうかとも思ったが、あれだけ茶ちや化かしておいて、と鼻で笑ってしまう。

　だが二瓶は言い訳ではなく違うのだと否定した。

「本当に、そういうつもりじゃなかった」

「だったらどういうつもりだって言うんですか」

　類家の追及に二瓶は少し視線を彷徨さまよわせた後、口元を掌てのひらで覆おおって俯うつむいて唸うなる。

「……単純に、綺麗だと思ったから、口に出してしまったんだ。悪かった」

「……はあ？」

　二瓶の口からまさかの称しよう賛さんが飛び出して、類家は面めん喰くらう。

　確かにその形容詞を口にしていた気はするが、これは遠まわしの揶や揄ゆなのかと、疑わしげに睥へい睨げいした。そんな類家の視線に気づき、二瓶は気まずげな顔をしてすっと頭を下げた。

「本当に申し訳なかった。あれじゃ痴ち漢かんみたいなもんだ。すまん」

　二瓶の頭頂部を見ながら、この男のこんな姿を見たことがあるのは自分だけではないだろうか、というどうでもいいことに意識が行く。

　いつもは見ることのできない旋毛つむじが無防備に自分に向けられている光景に、なにに対してかわからないが優ゆう越えつ感を覚えて、類家は立ち上がった。

　そうして、類家のために下げられた頭にある旋毛を、ぐりっと押す。

「……類家？」

　なにしてんだ、と頭を下げたまま問われて、類家はしゃがみこんだ。

「二瓶さん。俺、烏う骨こつ鶏けいのたまごが食べたいです」

　類家の科白せりふに、二瓶が顔を上げる。

　食費は基本的に折半だ。だが、烏骨鶏のたまごを二瓶の小こ遣づかいで用意してくれたら、不問に処そう、ということだ。にっこりと笑いかけると、二瓶が目を丸くした。

「……わかった」

「あと、藁わらに入った納なつ豆とうも食べたい」

「……安いな」

「安くないでしょ？」

　どちらも結構値が張るのだ。確かに昔の類家なら高いと思わなかっただろうが、一いつ般ぱん的なエンゲル係数を知った今ならそれが平素の食しよく卓たくに出るものではないことを知っている。

　二瓶はうかがうような視線を向け、わかった、と首しゆ肯こうした。そして、一いつ瞬しゆん類家の頭へと手を伸ばしかけて、引っ込めた。










　口約通りに用意された烏骨鶏のたまごと納豆は文句なしにうまかった。だが、その発ほつ端たんとなった出来事には、お互たがいに触ふれないようにしたまま日常は過ぎていく。二瓶はあのとき謝ってくれたので、信用していないわけではなかったが、類家は心底ほっとした。ただ、自分ばかり弱味を晒さらしたというのが類家を落ち着かなくさせてはいたが。

　仕事に関しては以前に比べて叱しつ責せきされる回数は少なくなった。マーケティングという仕事内容にも興味が出てきたので、知りたいことは素す直なおに訊たずねて吸収するようにしている。仕事の優先順位なども、徐じよ々じよに覚え出した。

　二瓶が立ち上がり、ホワイトボードに午後の予定を書きこむ。

「営業部に呼ばれたから席を外す。今日はこのまま戻もどらないから、なにかあれば携けい帯たいに連れん絡らくをするように」

　はい、と周囲の声が返るのを確かく認にんしてから、二瓶は類家を見やる。

「──類家」

「はい」

「会食は午後七時から。ずれるときは連絡する」

「わかりました」

　いってらっしゃい、とほうぼうから声が飛ぶのに、二瓶は目で応じて部を出て行った。

　ドアが閉まるのを見届けてから、福桝が口を開く。

「ていうか今日、類家も接待すんの？」

「ん。ほら、例のプロジェクト、社内スクールみたいなもんだから、他ほかから講師を引っ張ってくることになってて。その担当俺がするからっていうんで……まあ、接待っていうか顔合わせを兼ねた食事会だな」

「へー。なんだかんだ言って、類家ってすごいな」

　贔屓ひいきだ、と言わない福桝こそ素直だろうに、と類家は思う。

「でも、二瓶さんとじゃ緊きん張ちようするよな。客相手より緊張しそう」

「ん……緊張っていうか……」

　浴室での一件があって以降、殆ほとんど変わらない日常が続いた。それでも自分だけが恥ち部ぶを晒さらした、という汚お点てんはやはり類家の中で引っかかっていて、どうにも分が悪い気がしてしまう。

　上司であるうえに、仕事は優ゆう秀しゆう、生活態度も基本は模も範はん的。見た目は非の打ちどころがないあの男は、性格が少々難がある以外は、割かし完全無欠なのだ。

「……なあ」

「うん？」

「二瓶さんって、なんか弱よわ味みってあると思う？」

　類家の問いかけに、福桝は普ふ段だんから丸い目を更さらにまん丸くして類家を見やった。

「いくら気に食わない上司だからって脅きよう迫はくはまずいぞ、類家」

「いや、そういうんじゃなくて、疑問。あの人ってなんか弱点あるのかな」

「……そんなもんあったら俺が知りたい」

　そう言って、数時間前に二瓶に叱責を受けていた福桝は、書類をまとめながら項うな垂だれた。







「では、お疲つかれ様でした」

　それほどがちがちの接待というわけではないが、取引先との会食というのはそれなりに緊張する。前の部署もそうだが、物慣れない振ふる舞まいをしてしまうのがいやでますますしゃちほこばってしまうのかもしれない、と己おのれを分ぶん析せきする。

　傍かたわらにいた二瓶は、グラスビールを飲みながら類家を見やり、意地悪げに目を細めた。

「なんだ、類家。緊張してるのか？」

　どうしてそういうことを人前で言うのか、と思いつつ、類家は平静を装って一いち瞥べつする。そうして、対面の男に目礼した。

「すみません、実はあまりこういうところは慣れてなくて」

「あれ、類家さんて、御おん社しやの取とり締しまり役やくの息子むすこさんじゃなかったんでしたっけ？　こんなのよりもっとすごい会合とか出てるでしょうに」

　取引先の松まつ島しまは、二瓶と同年代くらいの男だった。二瓶とはまた違ちがったタイプのいい男で、黒くろ縁ぶちの眼鏡の奥の垂れ気味の目が印象的だ。スキルアッププロジェクトの講師陣じんを紹しよう介かいしてくれた人物でもあり、本人もリーダーシップ研修の講師を担になう。

　二人に共通しているのは、自信ありげな、しかしそれを裏打ちする実績のある大人の男、というところだろうか。

「いえ、そういった集まりと、こうして仕事として社外の方と、というのはまた違うものでして……」

「こちらが言うのもなんですけど、接待してるのは私たちのほうですので、そんなに構えることないんですよ。ゲスト側は偉えらそうにしてていいもんなんですから」

　こちらが言うことではないですが無礼講で、と言う松島に、類家はぎこちなく笑えみを返す。

　力関係的にはわからないが、それでも「仕事」として食事をするからには、どちらがホストであろうと粗そ相そうがあってはいけない、と気張ってしまう。

　かちこちに固まっている類家に、松島は「可愛かわいいなあ」と零こぼした。

「か、かわ……？」

「ああ、すいません。初うい々ういしくてって意味ですよ」

「はあ……」

　どう答えたものかと曖あい昧まいに笑っていると、傍らの二瓶が「セクハラはやめろ」と唸うなる。

　松島は目を丸くし、肩かたを竦すくめた。

「セクハラじゃないって。ていうか、やめろよ俺の立場が悪くなったらどうしてくれんだ」

　唐とう突とつに砕くだけた口調で話し始めた松島に、二瓶が顔を顰しかめる。一体どういうことなのかと二人の顔を見ていると、二瓶のほうから種明かしをしてくれた。

「この男とは、高校・大学と一いつ緒しよなんだ」

「そう。でも今回の仕事は友達だから斡あつ旋せんされたとかじゃないですけどね」

「……そうだったんですか」

　二人の仕事中の様子を見ても、プライベートでも付き合いがあるような知ち己きの仲には見えなかったので、少々驚おどろいた。疑っているわけではなかったが、類家のリアクションに松島がにやりとする。

「信じてない？　結構仲良かったんですよ。今でも続いてるし」

「あ、いえ。信じてないわけでは……」

「アルバムもまだ普ふ通つうに残ってますよ。見ます？　この男は昔っから人を食ったような顔をしてますけど」

「おい、松島」

　ちょっと見たい、と返すより先に、二瓶が咎とがめるような声を出す。自分が叱責されたわけではないのに、今までの反射で背筋を伸のばしてしまった。

「高校大学と、馬ば鹿かやった間あいだ柄がらなんですよ」

「……松島。部下の前で余計なことを言うな」

　その馬鹿なことってなんだろうと興味をそそられたが、二瓶の手前言い出せなかった。よっぽど期待した顔をしてしまったのか、二瓶にじろりと睨にらまれる。

　だが松島は気にした様子もなく、それでねえ、と吞のん気きに口を開いた。

「──失礼」

　松島の話の途と中ちゆうで、二瓶は携けい帯たい電でん話わを取って席を外す。

「悪い、一いつ旦たん社に戻ることになった」

「あ、じゃあ私も一緒に」

　腰こしを上げた類家に軽く顎あごを引き、二瓶は松島に視線を向ける。

「すまん松島。今日はこれでお開きに」

「え～？　まだ飲み始めたばかりなのに？　類家さんはいいんだろ？　もう少しおしゃべりさせろよ」

　ねえ、と笑顔を向けられて、類家は二瓶と松島を見比べる。二瓶は顔を顰めて松島を睥へい睨げいした。

「我が儘まま言うなよ。大人なんだから。っていうかなに企たくらんでんだ」

「企んでるだなんて人聞きの悪い。別に過か剰じよう接待しようってんじゃないんだからいいだろ。ね、類家さん」

　今日は金曜日で、特に予定もないし、断る理由もない。確かに先さき程ほどまでは緊張していたが、二瓶の友人という部分に多分に好こう奇き心しんをくすぐられていた。

　二瓶がいなければ、彼の口からは聞けないような、学生時代の恥はずかしい話の一つや二つは聞き出せるかもしれない。これは、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスというやつだろうか。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。よろしければこのままお供させてください」

　さっきまで緊張で硬かたくなっていた類家が急に目を輝かがやかせ始めたのに、二瓶が訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「……なんかよからぬことを考えてないか、類家」

　目め敏ざとい。そう思いつつも、類家はわざとらしいくらいの笑みを浮うかべる。

「そんなことありませんよ！　こちらは俺に任せて、行ってきてください！」

「後は類家さんと俺でよろしくやっとくから、気にしないで帰れって」

　ねー、と肩を抱だき寄せられて、類家はうんうんと頷うなずく。二瓶はじろりと二人を一瞥し、それから改めて類家を見み据すえる。

「類家。粗相がなかったか、後で詳くわしく話を聞くからな」

「は、はーい……」

　最後にもう一度松島を見やり、二瓶は不ふ審しんを露あらわにしつつも大人しく個室を出ていく。

　その背を見送って、松島が、くくくと喉のどを震ふるわせた。笑い上戸なのだろうか。

　足音が遠のくのを聞き、これで邪じや魔ま者ものはいなくなったとばかりに類家は身を乗り出した。

「松島さん！」

「ん？」

「二瓶さんのお友達ということを見込んで、お訊ききしたいことが……！」

　前のめりになって手を合わせた類家に、松島は眼鏡の奥の細い目をきょとんと丸くする。

「俺で答えられることだったら、どうぞどうぞ」

　手て酌じやくで酒を飲みながら笑った松島を、類家はありがとうございますと拝む。

「二瓶さんのおもしろエピソードというか、なんか若わか気げの至り的なのでいいんですけど、恥ずかしい話とかないですか？」

　これを相手の友人に訊いてしまうのもどうかとは思ったが、欲よつ求きゆうに負けて問うてしまう。

　松島はしばし虚きよを衝つかれたような顔をしたあと、にやりと笑ってみせた。

「……そういえば、同居してるんでしたっけ？」

「ご存知なんですか？」

　二瓶から聞いてます、と言い添そえられたことで、二人の親密度合がわかるような気がする。付き合いのある友人、というよりは、結構仲のいいお友達、という関係なのだろう。

　松島は顎に手を当て、したり顔でうんうんと頭を振ふる。

「二瓶はねー、いいやつなんですよ。いいやつなんだけど、癖くせがあるっていうか」

「癖って」

「顔がよくて、運動もできて、成績もよくて。超ちよう然ぜんとしてるけど努力家で。だからかもしれないけど、自分にも他人にも厳しくて。割と悪気なく、自分と同じレベルを求めたりしちゃうんですよね。で、根本的に面めん倒どう見みがいいから、面倒を見られた方はいつもフルスイングしなきゃいけなくて疲ひ弊へい」

「あはは」

　確かに就業中、気が抜ぬけることはない。ピリピリとしているわけではないが、二瓶の姿があると緊きん張ちよう感かんのある職場になっている。

「それで煙けむたがられたり恨うらまれたりすることも勿もち論ろんあるんだけど、同じだけ好きになるやつもいて」

　松島の科白せりふに、合が点てんがいく。流石さすがに大人になった彼が部下に対して己おのれと同じレベルを求めることはない。だが、妥だ協きようを許さない人だ。

「……それは、今もですね」

「口調が結構きついでしょ。だから誤解されやすい。でもあいつは陰いん湿しつなことはしないし、弱いもの虐いじめもしない。偉えらぶりたいやつには煙たい存在だろうけど、味方になるとこれ以上ないくらい頼たのもしいやつだよ」

　そうですね、と相あい槌づちを打ちそうになって我に返る。

　彼の「いい話」はもういいのだ。彼が仕事ができて、存外悪くない人だというのはもう知っている。欲しいのは「まさかあの二瓶が」と驚くような、意外性のある話である。

「って、そうじゃなくて、なんっでもいいんです！　なんか笑える話ないですかね!?　なんとか一いつ矢し報むくいてやりたいんですけど、そんなこと上司だしできるわけないじゃないですか。だから人知れず溜りゆう飲いんくらい下げたっていいと思いません？」

　類家の勢いに、松島は不審げな表情を浮かべる。

「……なにされたの君」

　思わず素すに戻もどったらしい松島に、「企き業ぎよう秘密です」とだけ返して迫せまる。松島は怪け訝げんそうなまま、ふうん、と顎を引いた。

　溜飲を下げるのも大切だが、ここぞというときのために洒落しやれにならない程度の弱よわ味みくらいは握にぎっておきたいのだ。思いもよらぬ協力者を得てテンションを上げたものの、松島は思案するような素そ振ぶりを見せて、肩かたを竦すくめる。

「んー……なんか情報提供してあげたいのはやまやまなんですけどね。これっていう弱味がないんですよね、あいつ」

「えー!?　なにかないんですか？　高校生とか、一番アホな時期じゃないですか」

　水泳の授業で鼻水垂らしたとか、いっそもうそんなレベルでも構わないのだ。修学旅行で見た下半身の話でもなんでもいい。

　そう縋すがってはみたものの、松島は首を傾かしげて苦く笑しようするばかりだ。

「いやあ、だからねえ、そういうところもあの男は可愛かわいくないんですよ。基本的に、今も昔もあのまんまっていうか」

　松島はちびりと酒を舐なめて、嘆たん息そくする。

「出来ないこととか、悩なやみでもあれば、親身になって相談に乗ってやれるのに……多分、なくはないんですよ。でも付け入る隙すきを見せないっていうかね……。付き合い長いけど、あいつから相談とか受けたことないしなぁ。あ、ちょっと言ってて寂さみしくなってきちゃった」

「可愛かわいくない……」

　勿論空耳だが、耳じ殻かくに二瓶の高笑いが谺こだました気がする。相手の弱味を握るなど、十年早いといったところか。がっくりと項うな垂だれると、松島がそうだなあ、と首を捻ひねる。

「強しいて言えば……付き合う相手と長続きしないことかな？」

「なんだ、あるじゃないですか！」

　がばっと顔を上げると、松島が苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をした。

「これ弱味かなあ？　ある意味モテエピソードですよ？　長続きしないけど、モテるから相手にはあんまり事欠かないみたいですし」

「……でもほら、そこまで女性と長続きしないってのはなにかあるってことじゃないですか」

「うーん……そう、女性ね……うーん」

　ネタを提供した割に、松島は歯切れ悪く首を傾げる。友人を陥おとしいれる相談をしているからかもしれない。

「まあ、さっきの話と繫つながりますけど、寂しくなっちゃうんじゃないですか。二瓶といると」

「さっきのって？」

「腹割ってくんないから。あんまり踏ふみ込むと目の前で線引かれるでしょ」

　多分ね、と付け足した松島の、含ふくむような声こわ音ねの意図を探さぐろうとするが、よくわからない。

　二瓶に問題があるのかもしれないし、相手に問題があるのかもしれない。女を見る目がない、というのも十分に弱味のような気もするのだが、本人が気にしてないのならやはりそれはただのモテエピソードなのかもしれない。

　どうにか意地悪く受け止めてみようと思うのだが、なんだかただ僻ひがんでいるだけのような気がする、と我に返って虚むなしくなる。ジョッキを摑み、類家は眉まゆ根ねを寄せた。

「ていうか、二瓶よっぽど恨み買ってるんですね。あなたに」

「え!?　いや、そりゃ……そういうわけじゃ」

　自分でもわかるほど歯切れが悪く言い訳してしまう。

「そんなに仕事厳しいですか？」

「あ、いえ。厳しいのは、仕事だから当たり前ですし、そんなことで恨んだりしないです。いやほんとに」

　それでも類家は、どうしてこんなにきついことを言われなければならないのか、と己の未熟さを棚たなに上げて腹を立てたこともある。だがそれはひとえに、己の至らなさによるところであった。周囲が出来ないから自分が出来なくてもいい、というわけではない。

「まあ、同居なんかしてたら、色々あるか。二瓶きっちりしてそうだから、一いつ緒しよに住んだら大変でしょう？」

「そうなんですよ！　会社だけじゃなくて、家でも母親みたいにガミガミ言われて……」

「でも俺からしたら、あいつが同居なんて、ちょっと驚おどろいたんですけどね。あいつ、昔からモテてたけど、一いつ切さい同どう棲せいとかしたことなかったから」

「そう……なんですか？」

　あまり詳くわしく訊きいたことはなかったけれど、彼の生活感は実家で培つちかわれたものなのだろうか。

「……それは多分社長命令だからっていうか、断れなかっただけかと」

「そうだろうね」

　にっこりとしながら言われて、類家は一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。なんだかそこに、微び量りようの棘とげが含まれているような気がしたからだ。だが松島は先さき程ほどと変わらぬ様子だったので、気のせいだったかと頭を搔かく。

「あーでも、ちょっと興味あるな。あいつと生活するって。それこそ類家さんのほうが珍めずらしいもの見てるんじゃないですか？」

「え？　あー……ああ見えて意外とけち……倹けん約やく家とかですかね？　すごく無む駄だ遣づかいに厳しくて、外食もすっごい少ないし。だからいつも二瓶さんが料理作ってます」

「へー……」

「でも結構ズボラなところがあって、風ふ呂ろ上あがりパンイチだったりとか……」

「ふうん……」

　なにやら意味深な笑えみを浮うかべて、松島は類家を覗のぞき込んでくる。

「まあ、もう少ししたら、類家さんにもわかるんじゃないですかね。恋こい人びとと長続きしない理由。こればっかりは、俺の口からベラベラ話すようなことじゃないから」

「はあ」

　日本酒の残りをグラスに入れて、松島は微笑ほほえむ。

「俺ね、その程度の事情なら知ってるんです」

「……はあ」

　結局、弱味らしい弱味は握れないまま、接待はお開きとなった。松島との対談は、成果があったようななかったような、微び妙みようなところだ。

　帰宅したら二瓶になにを訊かれるのかと少々びくつきながら、類家は帰路に就ついたのだった。







　すっかりと汚よごれたウエスをゴミ袋ぶくろに放ほうり投げ、類家は共用のリビングを見回す。

　心なしか明るくなっている室内に、にんまりと口元を綻ほころばせた。

　二瓶は毎週土曜日は、朝からほぼ必ず出で払はらっている。いつも夕食間ま際ぎわには帰ってくるが、どこにいっているのかは知らない。恐おそらく恋こい人びととでも会っているのだろう。無意識に表情が曇くもる。

　先日の接待の日に、松島からなにを聞いたと後から問い詰つめられたが、恋人と続かないという話題を取り上げたところ二瓶はあっさりと引いてしまった。松島の言っていた「理由」も聞きそびれた。

　以前は金曜日の夜や土曜日は必ず遊びに出かけていたが、今は自じ粛しゆくしているのだ。なにしろ、自由になる金がそれほどないので、以前のような付き合い方は難しい。誘さそい自体はあるのだが、しばらくは断り続けていた。インドアでの趣しゆ味みもあまりないので、類家は黙もく々もくと掃そう除じをして時間を潰している。

　朝から本格的に掃除を始めたのですっかり綺き麗れいになっていた。

　二瓶と同居するようになって覚えた家事のうち、類家がもっとも得意になったのは「掃除」だ。料理はまだまだ苦手だったが、掃除は随ずい分ぶん上達したと自負している。

「やっぱ掃除には重じゆう曹そうと酢す水みずだよなー。最高」

　この二つがあれば、掃除用洗せん剤ざいなどなくても、大たい概がいのものは綺麗に出来る。それと一緒に、ネットで調べた身近な便利道具を使って掃除をするのに類家ははまっていた。特に熱中している趣味がなかったというのもあるが、最近は暇ひまさえあれば掃除をするようになったのだ。家事をこなす度たびにいちいち胸を張るせいか、二瓶に苦く笑しようしつつも褒ほめられた。

　先日はサッシの周辺や換かん気き扇せんなどを掃除した。大掃除のときでいいのに、と言った二瓶に「毎日少しずつやっていったほうが手間がないですよ」としたり顔でアドバイスしてしまった。

　そのドヤ顔腹立つ、と笑いながら言われたが、本気ではないのがわかっているので類家も笑い返したが。

　酢水は二瓶が「臭くさい」と言ったので、ここ最近クエン酸に変えた。料理に使用する穀こく物もつ酢すが安くていいのに、と言ったら「それくらいは俺が出すから」と言われて入れ替かえたのだ。

　どうも、二瓶は酢が苦手らしい。それはきっと食べ物もそうで、あまり酸すっぱいものは得意ではないようだ。

「……掃除するとこ、なくなった」

　自室も、水回りも、共用部分も一通り掃除をし終えてしまったので手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった。ならば滅めつ多たに覗かないところを、と自室に戻もどり、クローゼットの天窓部分を覗く。見えないので手を伸のばすと、指先に当たったものが床ゆかに落ちた。

「……なにこれ、絵本？」

　乳幼児向けの小さな絵本が、束になって落ちてきた。二瓶が子供の頃ころのものかと思ったが、それにしては絵え柄がらが新しいものも多い。

　裏を見ると『しめい』と書かれた部分に『にへい　つむぎ』と名前があった。

「二瓶……つむぎ？」

　一体誰のものだろう。

　素す直なおに考えれば彼の妹か弟、親しん戚せきの子だが、もしかしたら彼の子供、という可能性もある。

　だが、二瓶からそんな話を聞いたことはない。疑問に思いつつも深くは考えず、類家は元の場所に絵本を戻した。

　再びすることがなくなった類家は、バケツを片付けにドアを開ける。ベランダに足を向け、ふとリビングに面した二瓶の部屋の前で足を止めた。

「……たまには、してやってもいいかな」

　誰に聞かせるでもなく善意を主張してみたが、実のところ、なにか秘密でも見つかるかもという下心が疼うずいた。

　家主のプライベートな空間に入るのはどうかと思ったが、二瓶は割と類家がいるところに踏ふみ込んで来たりするのでおあいこだろう。勝手にそう勘かん定じようして、類家は二瓶の部屋のドアを開ける。

　汚していたら揶や揄ゆしてやろうと思っていたが、二瓶の部屋は綺麗に整せい頓とんされていた。

「……可愛かわいくねえ」

　結局あの男はやることなすことそつがないのだ。少々いじけた気分になりながらも、類家は足を踏み入れた。二瓶の部屋は、ごくシンプルな家具と、ベッドがある。ベッドは少々寝ね乱みだれているが、これは普ふ通つうだろう。きょろきょろと見み渡わたしてみても、特につっこみどころはないので、面おも白しろくない。

「さっさと掃そう除じ機きかけて退散しよ」

　もしかしたら、見つけてはいけない趣味とかが出てくるかも、と思いながら部屋の隅すみから掃除機をかけて行く。ベッドの反対側に移動して、ふと不ふ審しんなダンボール箱があることに気が付いた。

「なにこれ？」

　綺麗に整頓されている部屋だけに、ダンボールが無造作に置いてあるのが異質に見えた。

「……荷に解ほどきしてないとか……？」

　送られてきたものをそのままにしている、ということだろうか。

「……失礼しまーす」

　なんとなく興味が湧わき、類家はダンボールを開く。

　しかし、そこに放り込まれていたもののえげつなさに、思わず固まってしまった。

　──なにこれ……いや、なにっていうか、なにかはわかるんだけど……。なんでこんなものをあの人が持ってるんだ？

　実際に今まで見たことはないが、それは所謂いわゆるＳＭと呼ばれるプレイの際に使用する小道具のように類家には見えた。大人の玩具おもちやや、拘こう束そく具、麻あさ縄なわ、猿さる轡ぐつわなどが押しこまれている。その一つを手に取ってみるが、使用感の有う無むはよくわからない。混乱したまま案外とちゃちな作りなんだな、としげしげ眺ながめてしまう。

　──えええ……？　なに、二瓶さんてそういう趣味の人なの？

　弱よわ味みと言えば弱味ではあるし、類家が晒さらした恥はじと同様、性的なものでもある。だが、これをネタにはしづらい。

　──これはちょっと……範はん疇ちゆう外だ。いじっていいのかどうかもわかんないし。なんか、どんな顔で指し摘てきしていいのかもわかんないし。

　それよりなにより、若じやつ干かん怖こわいというのが正直な感想だ。見てはいけないものを見てしまった……。これは早々にこの部屋から退散して、なかったことにするべき案件だろう。

「──おい」

　背後から降ってきた声に、類家は自分でも驚おどろくほど飛び上がった。

　一いつ瞬しゆん、変な声も出してしまったかもしれない。

「……なにをしてる？」

　ホラー映画の、開始早々に殺される雑魚ざこキャラになった気分だ。心臓が耳元でどきどきとなっているのがわかる。振ふり返ると、すぐ後ろに二瓶が立っていた。

「……っ」

　絶ぜつ叫きようしたつもりが、あまりの恐きよう怖ふに声にならなかった。二瓶がいつも通りの無表情なのが、ますます恐怖を煽あおる。

「に、二瓶さん……出かけてたんじゃ」

「予定が早く終わったんだ。それより」

　二瓶の視線が、箱に移り、類家が手にしている拘束具に移る。

　類家は「ひえっ」と間の抜ぬけた声を上げて、手の中のものを箱へ戻した。だが、今いま更さら隠かくしたところで、二瓶の目には既すでに見つかってしまっている。

「あ、の」

「……ここは俺の部屋だが？」

　類家が見つけたものには触ふれずに、二瓶が質ただす。その声こわ音ねが、いつもと変わらないところが怖い。ばくばくと荒あらぶる心臓を抑おさえながら、類家は口を開いた。

「あの、い、いつもお世話になってるので掃除機くらいかけようかな、と、思って……」

　情けないことに、どんどん声が尻しりすぼみになっていく。下心はそれなりにあったが親切心もあった。けれど、余計なお世話と言われればそれまでだし、なにより動機が少々卑ひ怯きようであったので、完全な善意とは言い難がたいのが余計に引っかかるポイントなのかもしれない。

「それで勝手に入ったのか？」

「すみま、せん」

「荷物を勝手に漁あさったのも、『掃そう除じ』か？」

　それについては弁解のしようもなくて、類家はただ俯うつむく。

「すみません、なに入ってるのかなって、あんまり深く考えてなくて……だってまさか二瓶さんがそういう趣しゆ味みだって知らなくて！」

　知っていたら、こんなもの開けたりしなかった。本当に、こんなものを見るつもりはなかったのだ。

「ご、ごめんなさい！」

　ここは早く退散すべきかと立ちあがった瞬しゆん間かん、がしっと二の腕うでを摑まれた。反射的に身を竦すくめると、二瓶がずいと近づいてくる。

「ほう……類家は俺がそういう趣味の人間だと思ったわけか」

「え、だって……」

　じりじりと後ずさりすると、ベッドの端はしに脚あしが当たり、そのまま尻をついてしまった。

　真顔で顔を覗のぞきこまれ、類家は硬こう直ちよくする。

「あの」

「じゃあ、口止めしとかないといけないな」

　二瓶は目を細め、ダンボールの中から玩具のような手て錠じようを取り出した。

「言わない、言わないですから……ちょっと……！」

　嫌いやな予感がして脇わきから逃にげようと身をよじると、後ろ手に腕を取られて、簡単に手錠を嵌はめられてしまった。

「ちょっと……なにこれ！　外せよ！」

　がしがしと腕を揺ゆらすが、ちゃちにみえた手錠は意外に頑がん丈じようで、簡単に外せそうにない。

　暴れる類家を押さえつけて、二瓶が上から問う。

「俺の弱味なんて摑んでどうするつもりだった？」

「よ、弱味なんて」

「しらばっくれんなって。松島に訊きいたんだろ？　……よかったなあ、弱味が見つかって」

　弱味を教えてくれ、と訊いたのは確かだが、そのくだりを本人にバラすのはひどいのではないだろうか。友達に加担するのは当たり前といえば当たり前だが、ちょっとあんまりだ。

　でもきっと松島も、二瓶がこれほど憤いきどおるとは思っていなかったのだろう。

　肩かた越ごしに振り返ると、二瓶は怖い笑えみを浮うかべて類家を見下ろしていた。脅おびえる類家の顔色を楽しんでいるように見える。

　──な、なにが「弱味」だよ……！　ドＳ！　人をいじめて楽しむ変態さんなんじゃないか！

　そう本人に言えたらいいのだが、類家は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるよろしく固まってしまう。二瓶はにやりと笑って、目め隠かくしを取り出してみせた。

「ちょっ……なにするつもりだよ！」

「俺の秘密を知りたいんだろ？　折角だからもっと教えてやるよ」

「やめ、やだ、変態！」

　必死でもがくが、抵てい抗こう虚むなしく目隠しをつけられ、ベッドの上に転がされる。

　視界を遮さえぎられ、音と気配だけしか感じられない状じよう況きように、類家は身の危険を感じて慄おののいた。

「に、二瓶さんこれ洒落しやれになんないって……。謝りますから、二度と入ったりしないですから、やめてくださいよ」

　声が震ふるえそうになるのを必死で堪こらえて、どこにいるかわからない二瓶に呼び掛かける。

　少し遠くでふっと笑うような音がして、ベッドが軋きしんだ音を立てる。

　その気配にびくりと肩かたを震わせると、体のすぐ脇に二瓶が乗り上げた気配がした。

「駄だ目めだな。こういうのは体で覚えたほうがわかりやすい」

　そう言いのけ、二瓶は類家のシャツを上まで捲まくりあげた。無防備な肌はだが外気に晒され、肌が粟あわ立だつ。

「なっ……なに」

「へえ。この間も思ったけど、お前肌白いな。腹とか真っ白」

　臍へそから胸を指先で辿たどられて、緊きん張ちように腹筋が波打つ。視界を塞ふさがれて、なにをされるのかわからない不安が、普ふ段だんよりも感覚を鋭えい敏びんにさせているようだ。

「緊張してるな。……怖いか？」

　楽しんでいるような声音に、この変態め、と歯は嚙がみする。

「いい加減にしろよ！　これ以上やったらセクハラで訴うつたえるぞ！」

「へえ、なんて？　男に触さわられましたって？」

　本気にしていない口調で言い放ち、二瓶の指が類家の反応を揶揄からかうように、腹の上をゆっくりと滑すべった。

「に、二瓶さん、そういう趣しゆ味みの人だったんですか……」

　毎週会っている相手も、男だったのだろうか。思い至って、相手が女性だと思っていたときよりもひどく複雑な気分になる。

「性別にこだわりはないな」

　その返答に、心臓がどくんと大きな音を立てて跳はねる。

　胸の鼓こ動どうが速くなったのを悟さとられるのを危き惧ぐして体をよじると、二瓶がくすりと笑って首くび筋すじに触れた。

「こんなんじゃ物足りないか？」

「誰だれがそんな……！」

　類家が食くって掛かるのと同時に体が離はなれたかと思うと、がさがさとダンボールを探さぐる音がした。

　──な、なに……？　今度はなんだよ……！

　緊張に身を固めていると、ぽこんとなにか蓋ふたのようなものが外れる音がした。

「な……なんだよ。今度はなにするつもり……」

　慌あわてて後あと退ずさるが、今度はすぐに壁かべに背中がぶつかった。肩に二瓶の手がかかり、同時に肌にぬめったものが触れる。

「っ……！」

　得体のしれない感触に、ぞわりと鳥とり肌はだが立った。一体なにかと惑わく乱らんしたが、その動きに、ぬるりとしたものが二瓶の手指だということに気づく。胸むな元もとに、水よりも粘ねん度どのある液体が落ち、それを広げるように伸のばされる。

「や……気持ち悪い……っ」

　二瓶の手は試ためすように胸の周りをゆっくり辿り、尖とがった部分を引っ搔かく。

「っ……あっ」

　電流が走るような感覚に、体を跳はね上げる。反応を返してしまったからか、二瓶は類家の胸の突とつ起きを、捏こねたり引っ張ったりと弄もてあそぶ。

「あっ……あ、あ……やっ……っ」

　男なのになんでそんなところで、ひどく動どう揺ようするのか。背中の下になった繫つながれた手首に手錠が食い込んで、かちゃかちゃと音を立てた。

「ん……っぅ」

　喉のどを逸そらして、唇くちびるを嚙みしめる。ふ、と二瓶が息を吐つくのが聞こえた。

　こんな姿を見て嗤わらっているのだと思うと、頭が沸ふつ騰とうしそうになる。

「……やばいな」

「なにが……、っあ！」

　固くなった乳ち首くびを指の腹で嬲なぶられ、おかしくなりそうな快感に類家は頭を振ふった。

「や、やめ」

「お前……ここも綺き麗れいな色してるんだな。舐なめたら美味うまそう」

「なに、馬ば鹿かなこと」

　ふっと胸に息がかかって、次の瞬間、指よりも柔やわらかな感触が先せん端たんを這はった。

「やっ……やだ……っ」

　二瓶に乳首を舐められている。

　訳のわからない状況に頭が混乱して、体が熱くなった。足あし腰こしも震えだし、己おのれの体のままならなさに目め尻じりに涙なみだが滲にじむ。目隠しをされているので二瓶には見えないだろうが、屈くつ辱じよくだった。

　胸を嬲る責め苦はその後も止まらず、類家は男の手に翻ほん弄ろうされる。

「っふ、ぅ……」

　そんなつもりはないのに、頭では嫌だと思っているはずなのに、下か肢しに熱が集まっていく。これ以上続けられたらそっちの方が暴発しそうで、類家は焦あせって二瓶を振りきるように体を捩よじった。けれど目め敏ざとい男はそれを見み咎とがめて、揶揄うように部屋着のボトムのウエスト部分に指をかける。

「どうした？　随ずい分ぶんきつそうだな」

「う、うるさ……」

「汚よごれる前に脱ぬがしてやろうか」

「な……やめ、洒落しやれになりませんから！」

　暴れる類家を簡単にいなし、二瓶は類家のボトムを剝はぎ取る。間ま抜ぬけで屈辱的な格好に、類家は逃のがれるように体を丸めた。息が震える。

　──ひどい、ひどい……！

　見られるのが嫌だと、コンプレックスだと言ったのに。それを詫わびてくれたはずだったのに、と裏切られたような気分で、胸が潰つぶれそうになる。

「……隠かくすなよ、綺麗なんだから」

　詰なじって罵ば倒とうしてやりたいのに、口を開けば声が震えてしまいそうで類家は歯嚙みした。

「毛も薄うす色いろで柔らかそうだし、ものも綺麗でうまそうな色してる」

「う、うま……っ？」

　どういう表現だ、と動揺しつつも、薄うすい下生えを撫なでられて、顔がこれ以上ないほど熱くなる。絶対に嫌いやだと思っていたのに、何故なぜかその感触に下肢が熱を持ってくる。

「類家」

　二瓶の手が顔に触ふれてきた。見えないので、不意の接せつ触しよくにびくんとしてしまう。

　なにをされるのかと怯おびえていると、そっと目隠しが取り外された。ずっと塞がれていたせいか、視界が少々目ま映ばゆい。

　ぼんやりとしながら少々目を瞬またたかせると、見下ろしていた類家がじっとこちらを見下ろしていた。その指が、一いつ瞬しゆん躊躇ためらって類家の目尻に触れる。

「……俺の弱よわ味みじゃなくて、類家の弱味になったかもな？」

　妙みように優やさしい声こわ音ねで言われて、今まで酷ひどい目にあっていたせいか戸と惑まどってしまう。

　相手の顔が見えていなかったせいか、急に目の前の男が自分に触れていたのだという実感が湧わいてきて、羞しゆう恥ちに襲おそわれる。

「……なんで、こんな」

　自分も男で相手も男だからこその、仕打ちなのかもしれない。

「……ちょっと揶揄うつもりだった」

　戻もどってきた答えに、何故か胸がずきりとした。わかっていたはずなのに、どうしてこんなに傷つくのか理由が知れず、類家は狼ろう狽ばいする。

　だったらもう満足でしょう、と言いかけた類家の腰こしを、二瓶の手が撫でた。

「ちょ、二瓶さん？」

「……そのつもりだったんだぞ。最初は」

「え、わぁっ」

　ぬるん、とあらぬ場所に二瓶の指が触れる。つつくように触れながら、不意を衝ついて中に差し込まれた。

「や……！」

「そんな不安そうな声出すなよ。大だい丈じよう夫ぶだ。痛いことはしない」

　なにをされているのかもわからないし、他人に見せたこともないような場所を触られているのがわかって、泣きそうになった。どこか浮うかされたような、けれど熱を孕はらんだ二瓶の声音にも、怯ひるんでしまう。

「ひ……ぁっ」

「大丈夫」

　平素つんけんとした男の出す優しげな声が、殊こと更さらに類家の恐きよう怖ふを煽あおった。困こん惑わくしつつ震ふるえていると、二瓶の指が抜ぬけていく。ほっとしつつ、二瓶を見やると、その手には見慣れぬものを握にぎっていた。

「……な、んですか。それ」

　Ｔ字に似た形の、なにかのグリップのような形をしたものだ。それがなにか判然とせず、瞬きを繰くり返す。

「これだけは、結構前に松島が寄よ越こしたんだが……使い方がいまいち」

　説明書と思おぼしきものを見ながら、二瓶がそれにジェルを塗ぬり込めている。使い方がわからないものでなにを、と戦せん慄りつしつつ、アダルトグッズと思しきものを、どうして松島が二瓶へ贈おくるのかと惑乱した。

　説明書を一通り読んで理解したのか、二瓶は類家の奥に更さらにジェルを足して、そこに先さき程ほどのものをあてがった。

「え？　え!?　あ、あ……っ」

　自分が力を入れているのか抜いているのかもわからないのに、シリコン製らしいそれがゆっくりと体の中に入っていくのがわかった。

　そんな場所に意識をして力を入れたことなどなく、類家は動転する。

「や、嫌だ……っ！」

　ベッドの上でもじもじと身を捩って嫌がるが、二瓶は面おも白しろそうにその様を眺ながめているだけだ。己の状じよう況きようが情けないことはわかっていたが、体の中に異物を入れられる大事に、そんなことを構っている余よ裕ゆうはない。

　異物を咥くわえる場所にストッパーのようなものが当たる感かん触しよくがして、それ以上そのものが進まないのだと悟さとってほっと息を吐ついた。その瞬しゆん間かん、男なら覚えのある感覚がして無意識に胸を反らせる。

「あ……？」

　強きよう烈れつな快感が体に走ったが、それは本当に一瞬のことで、自分でもよくわからない。今のが実際に起こったことなのかもわからず、目を瞬かせた。今のはなんだったのか、と二瓶をうかがうが、彼はただ楽しげに類家を見下ろしているだけだ。

　類家も身み動じろぎはしていないし、二瓶も指一本触れていないのに、体の中のものが蠕ぜん動どうしている気配がする。

「な、え……？　……ひぅっ」

　誤ご魔ま化かすこともできないほど兆きざしている己のものに、類家は何度も瞬きをする。

　どこにも触さわっていないのに、セックスをしているときのような、あるいはそれ以上の快感を覚えて身み悶もだえた。

「や、あ、あ、っ……な、にこれっ」

　引きつるように痙けい攣れんする内うち腿ももを押さえようと足を閉じれば、更に鈍にぶく重い快感が下肢を包む。

　かといって、開かい脚きやくすれば無防備な姿を二瓶に晒さらすことになるのは必至だ。それに、その処置でこの表現しがたい熱から逃れられるかはわからない。

「濡ぬれて来たぞ、類家」

「う、そ……！　そんなの」

　噓うそだ、と反はん駁ばくしたいのに、指し摘てき通り類家のものからはとろとろと白いものが溢あふれている。

　そんな光景を目まの当たりにしてつい体に力を入れてしまうと、中に入ったものが類家の欲よくを押しだそうと動いてしまう。

「う……──」

　唇くちびるを嚙み、ぎゅっと目を瞑つむって必死に耐たえてみるものの、今まで味わったことのないような強い快楽に涙なみだが零こぼれる。出してしまいたい気もするし、別に今も堪こらえているわけではないのに、ただ刺し激げきばかりを受けて快楽が蓄ちく積せきしていく。

「やだ、も、やだ」

「そうか？　結構楽しんでるように見えるけどな」

「あっ！」

　二瓶の指が、類家の尻しりに伸のび、埋うめ込まれたものを指で弾はじく。その瞬間、決けつ壊かいするように類家は達した。

「……っ……！」

　断続的に力が入るせいか、中のものが不規則にうねる。その度たびに類家の敏びん感かんな粘ねん膜まくに触れて、強制的に吐と精せいさせられるような感覚に襲われた。

　──頭、おかしくなる……！

　悲鳴を上げたつもりが、息すらうまくできずにいた類家は無言で体を震わせた。震える下か肢しを持て余しながら、ついに二瓶に懇こん願がんする。

「おねが、……します。とって、これ、とって……っ」

　泣きながら請こうた類家に、二瓶は愉ゆ快かいそうに唇を歪ゆがませて類家の目元をぬぐった。

「お前が知りたいって言うから教えてやったんだぞ？」

　優しい口調でそう言って、二瓶は類家の頼たのみを聞こうとはしてくれない。類家を仰あお向むけに転がし、二瓶に向けて脚あしを開かせられた。

　胡坐あぐらをかいた二瓶の膝ひざに、下肢を預けるような恰かつ好こうをさせられる。反射的に閉じようとしたが、その瞬間体の中から強い快感がせりあがってきて慌あわててやめる。

　脚を閉じたり力を入れたりすると、この強ごう引いんに与あたえられるものは色いろ濃こくなるらしい。

　──くそ、なんでこんな目に……。

　丸見えの状態にさせられて、あまりの羞恥に、ぼろぼろと涙が零れた。

　腕うでが塞ふさがっていて、泣き顔を晒す羽目になったのもひどい屈くつ辱じよくだった。

「……すごいことになってるぞ、類家」

　そう嘯うそぶきながら、二瓶が類家の脚の付け根に触ふれた。類家の体液で既すでに濡れていたそこをするりと撫なでて、二瓶が笑う。

「濡れてる」

　一番見られたら恥ずかしいと思っていた淡あわい叢（くさむら）に、男の指が這はう。しっとりと濡れたそれを　梳すくように撫でる感触に、類家は腰を浮かせた。

「やめ」

「こんなに薄うすいならいっそ剃そったほうがいいんじゃないか？　欧おう米べいだと清潔にするために剃るらしいから」

　ただでさえ薄いのに、この年で無毛状態にするなんて冗じよう談だんではない。頭の薄い中年男性のごとく、類家はそこに関しては増やそうと努力をしているのだ。

「ひっぅ」

　つんと摘つまんで引っ張られて、類家は怯おびえを隠かくすことも出来ずに二瓶を見やる。まさか毟むしるのかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、二瓶は唇を歪めてそこを撫でさすった。

　追い詰つめられていた類家は、ただただ二瓶に縋すがる。

　毛並を整えるような仕し種ぐさで下腹を撫でながら、二瓶は類家のものに指をかけた。そうして、中に入ったままのシリコンの頭を、指で押し始める。

「あああ……っ！」　>>>♥

　両方同時にされて、類家は逃にげを打ったが、あっけなく体は熱を放出した。だがやはり中に入りっぱなしのものが、まるで追い打ちをかけるように快感の波を畳たたみ掛かけてくる。

「もうやだ、これやだ……っ、ごめんなさい、とってください……！」

　恥はじも外聞もなく哀あい願がんしたが、二瓶は微かすかに首しゆ肯こうしたくらいで責めるのをやめてはくれなかった。はひ、と嗚お咽えつなのか呼吸なのかわからないものを繰り返す。

　陰いん囊のうの部分を掌てのひらで包まれて揉もみしだかれた瞬間に、爆ばく発はつするように達した。

「……ん、ぁっ」

　二瓶の手によって、それはぬるんと抜ぬけて行った。

　受け入れていた場所が、まだむずむずとして落ち着かない。

　ようやく我に返った類家は、羞しゆう恥ちと憤いきどおりと気まずさに、二瓶を睨にらみつけた。二瓶はなにを言うでもなく、類家を抱だき起こす。

　それから、まるで抱っこするような体勢で類家の背後にまわった。一体なにを、と警けい戒かいしていると、類家の身動きを制限していた手て錠じようを外した。暫しばらく無理な体勢をして、力を入れていたせいか、痺しびれた腕や肩かたが痛んでうまく動かせない。

「……っ！」

　二瓶は類家を胸に寄りかからせて、まだ萎なえきっていなかった濡れた下肢に触れてくる。

「や……ぁ」

「じっとしてろ」

　くにくにと弄いじられて、類家は手の甲こうで口を押さえる。背後の二瓶の息が、熱を持っている気がしてどきりとした。類家の体も十分体温が上がっているはずなのに、二瓶の手も、背に触れた体も、熱く感じる。耳元でくそ、と悪あく態たいを吐つくのが聞こえた。

　──噓、なんで。

　尻に、固いものが当たっている気も、する。

　それを察した瞬間に、二瓶の手の中のものがびくりと跳はねた。

　──なんで、あの二瓶さんが……俺の触って、固くして。

　冷静に自分を見下ろしながら、いたぶって嬲なぶって遊んでいるのだと思っていた。そっと振ふり返ると、二瓶の熱っぽい目とぶつかって慌てて視線を逸そらす。

　いっぱいいっぱいで気付かなかったけれど、ずっと自分をこんな目で見ていたのだろうか。

「ん、……っぁ」

　ぶわっと体の中からなにかが湧わきあがってきて、類家は二瓶の掌に二度目の熱を吐はき出す。

「あっ……あっ……」

　ゆるゆると、最後まで絞しぼり出すように愛あい撫ぶされて、類家は二瓶の体に寄りかかりながら荒あらい呼吸を繰くり返す。厚い胸むな板いたが、ぴくりと強こわ張ばった気がした。

　ほっと息を吐ついて、自分の体を見つめる。つるりとした体は、どれだけ興奮したのか、ほんのりと染まっていた。

　その体を、二瓶がシーツを捲まくって拭ぬぐう。やっぱりちょっとズボラだ、とくすりと笑ってしまった。二瓶の手が一いつ瞬しゆん動きを止め、再び優やさしく拭ふきはじめる。

　まだ痺れる腕を撫でながら、類家は息を吐いた。

　クールダウンし始めると、先さき程ほどまでの自分の反応が信じられずに冷や汗あせをかく。

「……う、訴うつたえてやる」

　あまりに決まりが悪くて、そう口にする。散々喘あえいだせいで、声は掠かすれていた。

　誰だれを？　なにで？　などと飄ひよう々ひようと返して来そうだと予想していたが、背後の二瓶は黙だまったままなにも言わない。怪け訝げんに思って振り返ると、二瓶は口を噤つぐんでいた。

　──え、そこはなんかもっと嫌いや味みったらしく返すところじゃないのかよ……なんで黙ってるんだよ、なんか言えよ！　あんたがなんか言ってくれないと困るんだけど！

　そんな風に言えるはずもなくて、類家は顔を真っ赤にしてしまう。その表情を見て、二瓶が微かに目を瞠みはった。

　類家は唇を引き結び、前に向き直る。そうして、上うわ掛がけを拾って体に巻きつけた。

「……二瓶さんの変態」

　思ったよりも気き丈じような声が出て、ほっとする。先程のように真しん剣けんなトーンになったら、なんだか洒落しやれにならなそうだった。よたよたとベッドを降り、類家は二瓶を睨み下ろす。

「……お前も喜んでたみたいだけどな」

「馬ば鹿か！　変態！」

　類家は、枕まくらを摑んで思い切り二瓶に投げつける。いつもの、余よ裕ゆう綽しやく々しやくという雰ふん囲い気きで返してきた二瓶に腹を立てる場面のはずなのに、ほっとしている自分にどきりとする。

　枕はかわされてしまったので、ティッシュ箱や手錠なども投げつけてやる。一個くらい受けるサービス精神は、彼にはないらしい。

　投げるものがなくなったので、類家はシーツを引きずってドアへと向かう。その背中に、二瓶が声をかけてきた。

「類家、お前……」

　なにを言うつもりかと身構えていると、二瓶はふと目を逸そらした。

「これに懲こりたら、俺の部屋に勝手に入るなよ」

「言われなくても二度と入るか！」

　思い切りドアを閉めて、類家はほっと息を吐く。

　掃そう除じ機きを置いてきてしまったことに気づき、あれも投げつけてやればよかった、と心中で悪態を吐ついた。










　二瓶と疚やましい接触をしてから数日、表面上、類家はいつも通りすごしているつもりだった。

　二瓶ともあのときのことを話題に出したことはないし、それを指し摘てきしあったことはない。

「類家。なんかあったのか？」

　そう問うてきたのは福桝で、類家はその指摘にぎくりとしてしまった。いかにも仲たがいをしている雰囲気を出してしまっていたのだろうか。それとも、他ほかに同どう僚りように迷めい惑わくをかけるような真似まねをしているだろうか。不安になってしまったが、笑え顔がおを載のせて首を傾かしげる。

「なんだよ突とつ然ぜん。いつも通りだろ？」

「どこが。ここ最近なんか元気なくねえか？　具合悪いのか？」

　問いかけに、類家は用もないのにファイルを捲って視線から逃のがれた。

「……そうかな」

　自分としては、いつも通りに仕事をしているつもりだ。実際に、仕事が滞とどこおっているということはないし、ペース配分はいつもと変わらない。

　ただ、確かに笑ったり普ふ通つうに仕事をしているときでも、心が別の場所にあるような落ち着かなさを感じている。気を抜くとつい先日の行こう為いのことが頭に浮うかんできて、自分の痴ち態たいを思い出して、恥はずかしくて死にそうになるのだ。

　さらに、視界の端はしに当事者の二瓶が入ってしまうのも手に負えない。心を乱されないように、目を合わせたり、側そばに近づいたりしないように、必死で注意しているのだが、ふと気がつくと、二瓶と視線がぶつかってしまう。慌あわてて顔を背そむけ、類家は福桝に笑いかけた。

「俺だって、たまには大人しくしているときがあるんだよ」

「そうかぁ？」

　まだ疑わしげな福桝に、向かいのデスクの馬ま堀ほりが「そうそう」と声をかける。

「毎日同じテンションでいるやつだっていないだろ。俺だって今日落ち込んでてさぁ」

「また夫ふう婦ふ喧げん嘩かですか」

　類家の科白せりふに、馬堀は「ぐああ」と言いながら、袈け裟さ懸がけに斬きりつけられたようなリアクションを取る。ふざけている元気があるならきっと大だい丈じよう夫ぶだろう。

　机に倒たおれ伏ふした馬堀は、顔を上げて歯を剝いた。

「またって言うなよ！」

「いつもしてるじゃないですか」

　思ったことを口にする類家に、馬堀は「元気じゃねえかよ」と唇くちびるを尖とがらせる。

　大方の予想通り、馬堀は共働きの細君と大喧嘩をしたらしい。それも今日から出張だというのに、謝る機会を逸いつしたまま、仲直りをしないままに朝出て来てしまったのだそうだ。

「……奥さんが出張ってとこ以外は、割といつも通りじゃないですか？」

「類家……いつも通りだ。その飾かざらない言葉……」

　そうは言っても、皆みな口にしないだけで思っていることは一いつ緒しよだ。福桝も横でうんうんと頷うなずいている。

　結局のところ、馬堀家の夫婦は喧嘩をすることでコミュニケーションを取っているようなので、他人が心を砕くだくようなことではない。

「言いたいこと言えるだけ、仲がいい証しよう拠こですよ」

　ぽつりと落とした言葉は、馬堀の耳には届かなかったようだ。だからこそ余計、自分自身にそれが跳ねかえってきてちくちくと胸を刺さす。ずけずけとものを言うのは類家の習い性しようだが、ことこの間のことに関しては、口を噤んでしまう。

　だって、なにを言えばいいというのか。「この間のあれはどういう意味ですか」と訊たずねればいいのだろうか。それとも「気にしてないから、お互たがいに忘れましょう」とでもいうのか。

　それより、何日も前のことをいまだにずるずると引きずっていること自体を、二瓶に知られたくなかった。

　メーリングリストで業務メールが届くのを見るだけでも、鼓こ動どうが跳はね上がってしまう。思ったよりその症しよう状じようは重傷で、類家は唇を嚙んだ。

　──……どうして、いつも通りに出来ないんだよ。馬鹿か。

　内心で己おのれを叱しつ咤たしつつ、黙もく々もくと仕事をする。

　ペースは落とさないどころか、寧むしろ類家の仕事は進んでいると言ってもいい。残業をしてもいい日は特に仕事が詰つまっていなくても残るし、どうしても残れる仕事がないときには、無む駄だに買い物などをしに行って時間を潰つぶしている。それはひとえに、二瓶と一緒にいるのが気まずいからだ。外で食事を済ませてしまえばリビングで顔を合わせることもないし、時には風ふ呂ろも済ませて帰ることもある。

　──あーどうしよう。帰りたくない……。

　敗北感を覚えるのは、二瓶の方はあれから別段変化がないせいでもある。ポーカーフェイスで仕事も家事もこなし、類家をおかしな風に気に留める素そ振ぶりもない。意識しているのが自分ばかりというのも馬ば鹿かみたいだし、いたたまれなかった。

　うだうだと書類に目を通していると、馬堀が「えっ！」と大声を上げる。フロアに残っている人数は少なかったが、それでも唐とう突とつな声に静まり返った。

「あ、す、すみません」

　馬堀は携けい帯たい電でん話わから目を離はなさないまま謝罪した。

　じっと見つめたまま固まっている馬堀のただならぬ空気に、類家と福桝は「どうしたんですか」と声をかける。馬堀は動どう揺ようを露あらわにした顔をして、二人に縋すがりついた。

「……保育園に預けてる娘むすめが、熱出したっていうんだ。今メールが来て……」

「え？　奥さん今出張中ですよね」

　時間を見ると、丁度飛行機に搭とう乗じようし終わる時間帯だった。

「そうなんだよ！　だからあっちに迎むかえ頼たのむなんて絶対無理だし、でも俺まだ仕事が……」

　どうしよう、と頭を抱かかえた馬堀に、類家と福桝は視線を交かわす。

　福桝は、もはや帰り支じ度たくに入っており、どうもこれから用事がある様子であった。

「……じゃあ、俺が代わりにやりましょうか」

「……え？」

　申し出た類家に、馬堀が目を剝く。よくよく見ると、福桝も、まるで珍ちん獣じゆうを見るような目でこちらを凝ぎよう視ししていた。

「なんですか」

　二人の視線の意味が分からず、つい及および腰ごしになる。

「だってお前、そういうことしないタイプだったじゃん」

　口火を切ったのは福桝のほうで、けれどその指摘の意味が判然とせずに類家は眉まゆを寄せる。

「そういうことって」

「今まで個人主義っていうか……まあ、仕事だからある程度それは当たり前なんだけど」

「基本的に手伝わない手伝わせないってスタンスだったろ」

　福桝の言葉を馬堀が継つぐ。

「唯ゆい我が独どく尊そんタイプっていうか、まあそれは二瓶さんもそうだけど──」

「別に俺はこのまま帰ってもいいんですけど」

　引き合いに出された名前に、反射的に言い返すと、馬堀はごめんなさい！　と取りすがった。

「じゃあ、残りは共有ファイルの俺のフォルダの一番上に入ってるから。あとよろしくお願いします！」

「わかりました。焦あせりすぎて事故らないでくださいよ」

　わかってるって、と馬堀が慌あわただしく荷物をまとめる。出口ドア付近に近づくまで、馬堀は何度も何度も類家に礼を言いながら慌ただしくフロアを後にした。

　それに追つい随ずいして、福桝も退社していく。その目が少々にやけているのが気になったが、なにも指し摘てきはせずに黙もく殺さつした。

　パソコンを立ち上げて座り、起動するまでの間に馬堀の科白を反はん芻すうする。

　──基本的に手伝わない手伝わせないってスタンスだったろ。

　類家は、基本的に人を使ったり、人に使われたりするのが得意ではなかった。他者と会話をするのに気き後おくれするわけではなかったが、人と会話をしてなにかをするくらいなら自分でやってしまったほうが早い、と思っているせいだ。

　自分の能力値は、それほど低いほうではないという自負が類家にはある。誰だれかに頼たよるのをよしとしない、というと聞こえはいいが、反面、情報共有が出来ていないというケースも往々にしてあった。

　──確かに、今までだったらこんなこと申し出なかったかもな。

　帰りたくないような状じよう況きようだったとしても、今までの類家ならば、どこかで時間を潰して帰っていたに違ちがいない。自分のことは自分で。できないなら給きゆう与よを貰もらう資格なんてない。たとえ目の前で同どう僚りようが困っていたとしてもだ。

　どうしてそんな風に思えるようになったのか。

　──まあいいや……ん？

　類家は馬堀に伝言されたとおり、共有ファイルを開く。そこに現れた仕事の内容を見て、一いつ瞬しゆん意識が飛びそうになる。

　──ちょ……これ今日中に終わるのかよ!?

　内心絶ぜつ叫きようした言葉は、いうなれば反語だ。朝から任されていたのならなんとかなったかもしれないが、今から始めて終電の時間までに間に合うかどうか、微び妙みような案件である。

「やられた……」

　恐おそらく、馬堀は朝からこの案件を抱えてはいたが、夫ふう婦ふ喧げん嘩かに気を取られて気もそぞろになっていたのだろう。殆ほとんど手を付けた形けい跡せきがない。三時間、せめて二時間早く言ってくれたら、と思わないではないが、引き受けてしまったものはしょうがないので、やるしかない。

　諦あきらめて、類家はパソコンに向かってキーを打った。










「……あと少しかな……」

　ある程度アウトラインは出来た。

　完成とまでは言えないが、ひとまず今日やるべきところまでの目星を付け、類家は椅い子すに寄りかかった。

　パソコンのデスクトップに示された時計は、既すでに午後十一時を回っている。やればやるほどきりがないし、いいところで終わらせておかないといつまでたっても帰宅できない。

　息を吐ついてふと周囲を見回すと、オフィスには殆ど人ひと影かげがなかった。もう誰もいないフロアは、電気も消えてしまっている。集中しすぎていたのか、人がこれほど減っていたことにすら気づいていなかった。退勤する同僚に声をかけられて返してはいたが。

　もしかして一人か、と首をめぐらせた瞬しゆん間かん、自分が一番顔を合わせづらいと思っていた二瓶だけが残っていることに気づいて固まる。

　──うわあ、早く帰ってくれよ……なんでこんな遅おそい時間まで仕事してんの、あの人。

　自分のことは棚たなに上げてそう思っていると、不意に目が合った。

　逸そらすより先に、二瓶が口を開く。

「終わったのか？」

「え？」

「馬堀から引き受けた仕事があったろ。終わったのか」

「や、あの……」

　しどろもどろになってまごついていると、二瓶が顔を顰しかめて立ち上がった。

　ぎゃあ、と悲鳴を上げなかった自分を褒ほめてやりたい。彼が近づくたびに、心臓がばくばくと音を立てた。こんなに静かなフロアなのだ。もしかしたら聞こえてしまうかもしれない、と危き惧ぐするほど、自分の胸の音がうるさい。

「見せてみろ」

「……はあ」

　いやです、と言ったところで見るのだろうから許可なんて取らなくていいのに。

　そんなやさぐれた気分で迎え入れると、二瓶が顔を顰めた。

「なんだこれは。終わらせられないなら早く手伝いの要よう請せいくらいしろよ」

「す、すみません」

　硬かたい声でとんだ叱しつ責せきに、類家は項うな垂だれる。まさか、家に帰るのが嫌いやで敢あえて仕事をひっぱっていましたなどと、言えるはずがない。

　萎しおれた類家に、二瓶が少々慌あわてた様子で「そういうことじゃない」と言った。

「お前じゃなくて、馬堀のことだ」

　一瞬意味がわからなくて、類家は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべる。首を傾かしげていると、二瓶が気まずげに訂てい正せいしてきた。

「類家がこんなに手こずるなら、あいつならもっとかかるに決まってる、という意味だ。類家は貧びん乏ぼうくじを引いたな」

「……えっと」

　わかりにくかったが、これはもしかして褒めてくれているのだろうか？

「え、今の。仕事ができるって褒めてくれたんですか」

「……調子に乗るな。あくまで『馬堀と比べて』だからな」

　すぐさま否定されて、苦く笑しようする。たまには大おお袈げ裟さに褒めてくれてもバチはあたらないのに、と少々拗すねた気分になる。それを口にしたわけでもないのに、二瓶が言葉を継いできた。

「……でもまあ、お前は吞のみ込みが早いほうだ。一回言えば学習してくるし、同じミスはしない。営業経験があるから、現場の声を知ってるし、多角的な視点も持ってる。だからたまに痛いとこついてくるしな。うちの部の奴やつらはいい刺し激げきになってるんじゃないか？」

　あくまで無表情に告げられた言葉だったが、類家は驚おどろきのあまり、一瞬手を止めてまじまじと二瓶を見つめてしまった。

「……なんだ？」

「いいえ」

　怪け訝げんな顔で見返され、冷静な風を装って俯うつむく。

　もしかして、二瓶に仕事を褒められるのは初めてではないだろうか。普ふ段だん叱しかられたり、嫌みを言われたりするばかりだったので、その威い力りよくは大きかった。

　鞭むちが多いほど飴あめの効果が高いとはよく聞くが、今のはまさにそれではないだろうか。

　明日あしたもし空から槍やりが降ってきたら、それは間ま違ちがいなく眼前の男の振ふる舞まいによるものだろう。

　こんな状況下だというのに、口元が緩ゆるむのを自覚した。

　──嬉うれしいなんて、思ってないし。

　心の中で否定してみるものの、顔が勝手に笑ってしまう。

　気持ちが軽くなったのもあって、二瓶の方を気にする余よ裕ゆうが出てきた。

　二瓶もずっと作業に没ぼつ頭とうしていたようだが、ここ最近の彼の帰宅時間を鑑かんがみるに、そんなに切せつ羽ぱ詰つまっている時期ではないはずだ。

　──もしかして、仕事を引き受けた俺に付き合ってくれてたのか？

　今いま頃ごろ気付いて、なんとなくそわそわした気分になる。実際、一人でも作業は進められただろうが、誰だれかが同じように仕事をしている、という状況は、心理的に類家に落ち着きを与あたえていた。

　先日会った彼の同級生の松島も言っていたが、基本的に悪い人ではないのだと思う。隙すきがなくて偉えらそうで、一いつ緒しよにいるとむかつくことの方が多いし、この間はおかしな目にあったけれど、本当に困っているときにはさりげなく手を差し伸のべてくれるのだ。

「……二瓶さんは」

「あ？」

　無言が耐たえ切れずに声をかけてしまったが、忙いそがしかっただろうか。

「やっぱりなんでもないです」

「なんだよ。途と中ちゆうでやめられると気持ち悪い」

　別に仕事を邪じや魔まするつもりはないのだが、と思いつつも、二瓶も仕事の手を止めているわけではないようなので、類家は口を開いた。

「二瓶さんは、今まで同居とかするタイプじゃなかったって、松島さんが言ってました。……なんで、俺と同居するのＯＫしたんですか？」

　社長命令、と言われればそれまでだが、本気で嫌なら二瓶ならうまく躱かわしたりできたのではないだろうか。以前に訊きいたときから、なんとなく引っかかっていた。

「まあ、こんな大変になるってわかってたら、いくら社長のお願いでも引き受けなかったけどな」

　溜ため息いきとともに二瓶が返す。それはそうだろう。類家だって二瓶がこんな口うるさい男だと知っていたら、父に泣きついてでも阻そ止ししていたかもしれない。

「ただ、お前の親父おやじさんの頼たのみ、っていうのもちょっとあったかもな」

「父の……？　同郷がどうこうっていうやつですか？」

　実際のところ、東京にいれば父と同郷などごろごろといる。だが、父は何故なぜか「同郷はいいやつ神話」を頑かたくなに信じているのだ。

「そうだな。親父さんから故郷のこととか、家族の話とか聞いてると、ちょっと他人と思えないとこもあってな。子供の頃ころは東京じゃなくて地方に住んでたんだって？　生まれはこっちなんだよな？」

「らしいですよ。会社は祖父の代からあるんですけど……色々あって母親、俺から見ると祖母ですね、母子二人で九州にいたらしいです」

　当時内部でいざこざがあったのと、九州事業所を設立するという事情があり、一時居を構えていたらしい。

　慣れぬ地方暮らしでいじめられたりすることもあったようだが、今でもその頃の友人とは交流があるらしい。寧むしろ東京に戻もどってからの方が苦労をしたようで、思い出補正で幼少期が輝かがやいているのかもしれない。

「同郷に悪いやつはいないって思ってますし、それに釣つり好きで仕事も出来る、なんて言ったら気に入らないわけがないって話ですよね」

　まあ、たったそれだけのことでホームステイを受け入れろなどと言われたら、たまったものではないのかもしれないが。

　はは、と笑った類家に、二瓶が何故か複雑な表情をしている。

「故郷の話とか方言とか聞くと、なんか他人とは思えなくなるんだよな。お前の親父さん、地位のわりに気さくだし、涙なみだもろいし」

「基本ただのおじさんですから。同郷ってことは、ご両親はまだ地方に住んでいらっしゃるんですか？」

　不自然にあいた一いつ瞬しゆんの間のあと、二瓶は首を傾げる。

「いや、両親はもういないから」

　げ、と類家は内心で悲鳴を上げる。なんとなく会話が穏おだやかに進んでいたものだから、油断してしまった。これは紛まぎれもなく地じ雷らいであろう。

　もしかして、家事ができるのも家族をなくして必要に迫せまられたからだったのだろうか。

　今まで完全無欠に思えていた二瓶に微かすかな隙すき間まを見て、心もとない気持ちになる。

　よほど狼狽うろたえた顔をしてしまっていたのか、二瓶が苦笑する。

「いや、そんな顔しなくてもいい。親は先に死ぬものだから」

　先に死ぬと言ったって、まだ二瓶の年では早過ぎるだろう。不用意な己おのれの発言に、類家は唇くちびるを嚙む。二瓶は怒おこっていない。それはわかっているが、なんだかひどく自責の念に駆かられた。

　──俺、全然この人のこと知らない。

　一緒に住んでいるのに。朝から晩まで一緒にいて、飯の世話にまでなっているのに。

　与えられるものを当然のように享きよう受じゆして、甘えて文句を言うばかりの類家は、二瓶の目にどんな風に映っていたのだろう。自分がひどく子供のように感じられて、類家は視線を落として黙だまりこくった。

「どうした？」

「いえ」

　その問いの意味は分からなかったが、どうしたかなんて、類家が知りたい。

　今まで知っていた二瓶が全然違ちがう人間のように感じられて、落ち着かなかった。

　もっと早くに話してくれればいいのにと思う気持ちもあれば、自分が子供だから話さなかったのだろうかとも思えてしまう。もしかしたら、それ以前に関心すら持たれていなかったかもしれないが、二瓶の発言のせいで類家の心は乱れた。

　なに不自由なく育ち、望まなくても勝手に人が集まってきた類家には、誰だれかのことでこんなに頭がぐるぐるした経験はない。

　──なんだよ、これ。

　経験のないもやもやを収める術すべもわからなくて、類家はひたすら仕事へと向かった。


















　ところどころ雑談を挟はさみながらではあったが、仕事は終電に十分間に合う時間に片付いた。二瓶も同時に仕事を切り上げる。

　プライベートのことはともかくとして、切せつ羽ぱ詰つまった案件をここまで放置した馬堀への恨うらみ言を、二瓶と一緒に連ねた。

「普ふ段だんからこんなんだったら絶対許さないが、一度くらいは大目に」

「見てあげちゃうんですか？」

「──大目に見て、説教で済ませてやる」

　結局叱しつ責せきされるらしい馬堀に、同情の余地はなかったが類家は手を合わせる。

　パソコンを閉じながら、類家は立ち上がって二瓶に頭を下げた。

「すみません。付き合わせました」

「別に俺はなにもしていない」

　二瓶を避さけるつもりで被こうむった残業だったが、二瓶と話す機会ができた。避け続けていたらずっと気まずいままだったけれど、二瓶と言葉を交かわしたことで、いくらか自然な感じに戻れた気がしたのだ。そのせいで新たな事実を知らされて、二瓶との接し方に戸と惑まどっているけれど、顔を背そむけていたときのような気まずさよりは、気は楽だった。

「馬堀になにか奢おごってもらえ」

「あーいいですね。なにがいいかな。昼飯一回じゃ割に合わない気がする」

　満漢全席にしろ、と冗じよう談だんを言う二瓶に類家は笑う。

「お前から俺へのお礼はないのか？」

「え!?　さっきなにもしてないって言ったじゃないですか！　俺からも搾さく取しゆするんですか!?」

　礼を言ったのはお前だぞ、と二瓶がにやりとする。

「えー……わかりましたよ。じゃあ俺が大事に取っておいた冷蔵庫のプリン、食べてもいいですよ」

「プリンより、別のものがいい」

「別の……？」

　なにを言い出すんだろうと訝いぶかしげに振ふり仰あおぐと、二瓶は口の端はしを上げた。なんだかその意地悪な表情を久々に見たな、とぼんやりしていると、二瓶が自身の唇の横を指した。

「キスとか？」

「は？」

　──今、この人なんて言った？

　一いつ瞬しゆん聞き間ま違ちがいをしたかと思い、類家はじっと男を見つめる。二瓶はしれっとした顔をして、自分の唇を示した。

「だから、キスしろって言ったんだよ」

「へ……？　あ？」

　突とつ然ぜん、終わったと思っていた問題を蒸むし返してきた二瓶に、類家は固まる。

　何故、今さら二瓶が類家のキスを欲しがるのか。先日のあれこれは互たがいの悪ふざけがエスカレートしただけの気の迷いだと結論づけようとしていたのに、どうしてそんなことを言いだすのか。単に先日のあれがお気に召めして、類家で遊んでやろうという魂こん胆たんなのだろうか。

　頰が熱くなり、まごついていると、二瓶が距きよ離りを詰つめてくる。

　──でも、ここ会社だぞ……？　家ならともかく職場でこういうのは……。

　戸惑っている間にも二瓶が立ち上がり、目前に迫ってくる。

　ここで機き嫌げんを損そこねると、また振り出しに戻もどってしまう。先日はもっとすごいことまでされているのだ。今いま更さらキスぐらい、減るものじゃないし、と覚かく悟ごを決めて顔を近づける。

　類家は、今まで男にキスをしたことなどほとんどない。ないことはないが、それは学生の時分に罰ばつゲームとしてしたことがあっただけで、特別な気持ちはなかった。

　それなのに、二瓶を前にして、まるで生き娘むすめのように緊きん張ちようしてしまう。

「ん……」

　ファーストキスですら、もう少し思い切りよく行ったかもしれない。少なくとも、こんな風に唇を震ふるわせたりはしなかった。

　息がかからないよう、触ふれるだけのキスをする。離はなれようとした瞬しゆん間かんに、腰こしを抱だかれた。

「……っ」

　抱き寄せられて、類家は二瓶の胸に縋すがってしまう。　>>>♥

「は、っ……」

　二瓶の胸元に置いた手が、震える。押し返そうか、しがみつこうか迷っているように、自分でも見えた。息いき継つぎで微かすかに開いた口の中に、二瓶の舌が滑すべり込んでくる。歯列をなぞり、口こう蓋がいを撫なでられると、支えられた腰が震えた。

「っ……、ん……」

　舌を絡からめながら、二瓶が項うなじを撫でてくる。指が肌はだをくすぐる度たびに、びくんと跳はねる体が恥はずかしい。

　どれくらいそうしていたのか、不意に二瓶の顔が離れて行った。

　浅い呼吸を繰くり返す類家の濡ぬれた唇くちびるを、二瓶の指が拭ぬぐう。そうして、もう一度触れるだけのキスをした。

　──終わ、り……？

　酸欠にでもなったか、酩めい酊ていしたような頭をなんとか上げて、類家はのろのろと男から離れる。その手を、二瓶が摑んだ。

「……あ、の」

　指を絡め、親指が肌を撫でる。その微び妙みような接せつ触しよくに、類家はその場にしゃがみこみそうになってしまった。二瓶はそんな類家の様子を、観察するようにうかがう。

「本当にすると思わなかった」

「……え？」

　そう言いながら、首から下げていたＩＤカードを二瓶が引っ張る。それほど強い力ではなかったが、類家は微かに前ぜん傾けい姿勢になった。さきほどよりも近づいた二瓶の顔が、覗のぞき込んでくる。

　──なにそれ、揶揄からかわれただけ……？　しろって言ったの、あんたじゃないか。

　一いつ瞬しゆん胸を高まらせてしまった自分の反応が、急に恥ずかしくなる。

　彼の意図が知りたくて二瓶の瞳ひとみを見つめ返すのに、その色は鈍にぶく光ってはっきりした答えを教えてくれない。

「な、なんなんですか？　俺のこと揶揄ってるなら、もう止やめてください」

　詰つまりそうになりながら言い捨て、類家は二瓶からＩＤカードを取り上げる。

「あ、あのときだって……」

「あのときって？」

　先さき程ほどまで黙だまっていたくせに、言いたくなくてぼかした部分を取り上げる二瓶を、類家は睨にらみつける。

「……あのときだって、俺別に荷物漁あさろうとかそんなこと思って入ったんじゃなかったんです」

　それはちょっと噓うそだ。でもあれほどパンチのある秘密を暴あばく気はなかった。それに、本当に不ふ可か抗こう力りよくで見てしまったのだ。

「部屋に勝手に入ったのはすいません。でも、俺はただ、掃そう除じしようと思っただけで」

　本当にまだそのつもりでしかなかったのに、うっかり開いた箱にあれが入っていただけだ。

「な、中まで見たのは申し訳なかった、ですけど」

　その後にされた仕打ちを思い出して、類家は唇を嚙む。

　痛いことをされたわけではない。そういう意味で言ったら、類家は確かに感じていた。

　けれど、それをなんでもないことのように受け流されるのは困るのだ。

　類家は物や動物じゃない。触さわられればそれにどんな意味があるのか考えてしまうし、一方的に感情を嬲なぶられて、黙っていられるほど従順でも図太くもないのだ。

　俯うつむいていると、対面から嘆たん息そくする気配があった。

「……類家」

　名を呼ばれて、顔を上げる。

　やはりいつもと変わらぬ、特に表情のない顔がそこにはあった。

「お前、本当にわからないのか？」

　脈みやく絡らくのない言葉に、類家は首を捻ひねる。

「……まさかお前、俺が嫌がらせかなにかでこんなことしたと思ってるわけか？」

「嫌がらせっていうか……ペナルティみたいな」

　二瓶こそ、そう思ってやっているのではないのだろうか。

　こうして、感じたり恥ずかしがったりする類家を見て、その滑こつ稽けいさを笑っているのだと──。

「馬ば鹿か」

　なんでここで罵ののしられなければいけないのか本気でわからない。

　二瓶は息を吐つき、類家の体を抱きすくめた。唐とう突とつに男の胸に抱かれて、類家は目を白黒とさせる。

「そんなことするために、体張るわけないだろ」

「え？」

「お前のほうこそ、俺のこと……」

　言いかけて二瓶は体を離し、類家のＩＤカードを取り上げ、そこに唇を寄せた。

「！　な、にして」

「自分で考えてみろよ」

　ぱっと指を離して、二瓶が立ち上がる。

「俺はこの後も仕事があるから、先に帰ってろ」

　ほら、と背を押されて、類家はよろよろと歩みを進める。二瓶はもう何事もなかったかのようにデスクへ戻っていた。

「……お、先に失礼します……」

　類家の方へ一いち瞥べつもくれず、二瓶は「おう」と手を上げる。

　企画事業部を退室し、類家は首に下げたままのＩＤカードを手に取った。そこに先程彼の唇が触れた理由なんて、類家にわかるはずもない。その場所に触れて、指先から全身に痺しびれるような熱が回る。きっと今、自分は物もの凄すごく赤い顔をしているに違ちがいない。静まり返った廊ろう下かは誰だれの気配もないけれど、類家は逃にげるようにその場から立ち去った。

　鼓こ動どうが速いのは、走っているからだ。息が切れるのもそうだ。顔がほてっているのも、同じ理由だ。頭を悩なやますだけ悩ませても、やっぱり結論は一つしかでない。

「……嫌いやがらせだ」

　難問をぶん投げておいて放置だなんて、ひどいじゃないかと類家は唸うなった。










「類家。おい、類家」

　隣りん席せきの福桝に肩かたを叩たたかれ、類家ははっと視線を上げる。

　寝ねていたわけではないが、完全に周囲の喧けん騒そうをシャットアウトしてしまっていたようだ。傍かたわらに立った女子社員が、「すごい集中力だね」と苦く笑しようする。

「あ、ごめん。なに？」

「経費の件なんだけどね。この領収書、日付が入ってなくて……」

「本当だ」

　店名を確かく認にんし、類家は手帳を開く。日付と取引先の相手の名前を言うと、女子社員は礼を言って立ち去った。その背中を見送りながら、福桝は苦笑する。

「何度か話し掛かけても聞こえてないから、困ってたぞ」

「悪い。ちょっとぼーっとしてた」

「ぼーっとしつつも仕事の手が緩ゆるまないところが可愛かわいげがないよな、お前は」

　それは褒ほめられるべき点ではなかろうかとも思うが、人の話を聞いていないのでポイントは相そう殺さいかもしれないと口を噤つぐむ。

　福桝は山と積まれた書類をかき分けつつ、横目で類家をうかがった。

「どうしたんだよ」

「……どうしたって、なにが？」

　特に誤ご魔ま化かしたわけではなかったが、福桝が肩を竦すくめる。

　先日のキスの一件から、ますます類家と二瓶は目を合わせられなくなった。それでも、何事もなかったようなふりをして、共同生活は送っている。

「自分で考えろ」などと言われたけれど、単純に考えると怖こわい答えが出てきそうで、結局考えても考えても答えは「嫌がらせ」「揶揄からかったんだ」というところに帰結してしまう。

　それに、二度も二瓶に触ふれられて、類家は気づいてしまったのだ。

　どちらも優やさしい接せつ触しよくではなかったのに、二瓶に触れられると自分が自分ではなくなるくらいに胸が高鳴ってしまっていたことに。

　──俺って、Ｍだったのかな……。

　傷ついたことも確かなのに、それでも二瓶を見てしまうし、離はなれようという気が起きない。

　願望の表れかもしれないが、二瓶が時折、優しい目でこちらを見てくれているような気もするのだ。

　福桝は片付けているのか散らかしているのかよくわからない整理の手を止め、椅い子すの背せ凭もたれに身を預けた。

「よっし、そろそろ飯でも行く？」

「……なに、突とつ然ぜん」

　時間的には確かに昼食の時間帯ではあるのだが、滅めつ多たに昼食に誘さそわれない類家は戸と惑まどいを見せる。

「なんで俺が」

「あ、じゃあ私も行きたいです」

「俺もー」

　対面から、馬堀とこの島では唯ゆい一いつの女性社員である井い口ぐちが挙手をする。なんとなく断れない雰ふん囲い気きになってしまい、福桝をうかがうと、彼はにっこりと笑って席を立った。

「よしじゃあ、行きますか」

「俺は行くって言ってない」

「いいからいいからー。行きますよ類家くん」

「そうだぞ類家。協調性を持て！」

　馬堀にもそんなことを言われて、類家は眉まゆ根ねを寄せる。

「そういえばこの間、馬堀さんの業務助けたお礼してもらってませんね。奢おごってください。なら行きます」

　しれっと条件を出すと、馬堀はぎょっとした顔をした。

「お、お前……所帯持ちにたかるなよ！　お坊ぼつちゃんだろ！」

「それとこれとは関係ありません。昼食代で手を打つなんて安いものでしょう」

「馬堀さん、それをケチるなんていくないっす」

　福桝にもそうつっこまれて、馬堀はしぶしぶ奢ることにしたらしい。両りよう腕うでと背中に同どう僚りようにしがみつかれたまま、類家は出口へ向かう。

「お昼行ってきまーす」

　井口が言うのにフロアを見ると、二瓶と目が合った。なんだか睨にらまれたような気がして、慌あわてて視線を逸そらした。

　時間に余よ裕ゆうがあったので、社員食堂ではなく外の定食屋へと向かう。夜は居酒屋になるというその店は魚料理がメインで、安くて品数も多いので類家も時折足を運ぶことがあった。せっかく馬堀のおごりだというので、一番高い特上海かい鮮せん丼どんにしようと心に決める。

　特上と言っても一二〇〇円という良心的な価格だが、馬堀は「俺も頼たのんだことないのに！」と悲鳴を上げていた。

　そういえば、昔は湯水のように金を使っていたが、最近はあまり贅ぜい沢たくと思われるようなことはしていないな、と思い返す。

　ピークを過ぎていたらしく、店内にはサラリーマンの姿がちらほらと見える程度だ。

　それぞれが注文し、出されたお茶になんとなく口を付けたところで、井口が口を開いた。

「……で、どうしたの？　類家くん」

　唐とう突とつに話しだした彼女に、類家は口に含ふくんでいたお茶をごくりと飲みこむ。その傍らで、福桝が「いきなり訊きくか」と苦笑していた。

「どうしたのって、なにがですか」

「前にも一回あったけど、なんかここ最近うすらぼけーっとしてない？」

「うすらぼけーっと、って……」

　確かにしている。だが。

「別に誰にも迷めい惑わくはかけてないからいいじゃないですか」

　業務に支障が出るようなことはしていないし、今日だって滞とどこおりなく仕事は進んでいる。

　自分がぼんやりしていようといまいと、支障はないはずだ。

　そう言った類家に、井口は鼻の頭に皺しわを寄せる。

「あ、そういうの可愛くない」

　別に元から可愛いところなどない。それに、年上とはいえ女性に「可愛くない」と言われると複雑な気分だ。

「可愛くないって……男ですから」

「いや可愛いよ。っていうか、そういうことじゃないよ。わかんないかなぁ」

　鈍にぶい、とでも言いたげな口調に、類家は首を傾かしげる。

「あのな、皆みんな心配してるんだよ。お前に元気がないから」

　答えを言ったのは福桝で、その科白せりふの意外さに類家は眉まゆを寄せた。

「心配って」

「同僚の心配くらい、するだろそりゃ。でも、毎日毎日ご機き嫌げんでいるのなんて無理だろ。俺だって無理だもん。だから誰だれも言わないだけでさ。でも落ち込んでるなら相談くらい乗るぞ、って話だ」

　福桝の科白に、馬堀が「そうそう」と首しゆ肯こうする。

　そうして、珍めずらしく大人数の昼食に誘われた意図を遅おくればせながら察した。つまり、三人とも自分から事情を聴きくなり慰なぐさめるなりしようとしてくれていたということらしい。

「あー……それは、その、すいません。ありがとうございます。心配には及およびませんよ。大したことじゃないんです」

「そうそう、変わり者のわがままプリンスの元気がないって、うちの課じゃちょっとざわ……ってしてるんだよ」

「……ふうん。俺のこと陰かげでそういう渾あだ名なで呼んでたんですね」

　迂う闊かつな馬堀の科白に冷ややかな目で見つめると、三人とも曖あい昧まいに笑った。

「いや、いい意味でだ、いい意味で！」

「いい意味でわがままプリンス……？」

「うぐぐ」

　だが、実際にわがままだからと嫌きらわれていたら、こんな風に食事になんて誘われないだろう。気き遣づかわれているというより、ここの人たちはどちらかというと放任だが。馬堀がどんどん墓ぼ穴けつを掘ほるのが面おも白しろくて突つっ込んでいると、福桝がこれこれ、と仲ちゆう裁さいに入った。

「基本的に王子様だから強気外交じゃん、お前」

　それは一体どういう意味だと首を捻ひねる。

「客でも内部のときでもそうだけど、うちの管かん轄かつって、ちょっと強気に出られないところがあるんだよ」

「……そうなのか？」

　上司と部下ならばともかく、社内で部署間に上下はないはずだ。

　意味がわからずに首を傾げると、今度は井口が答えを提示してくれる。

「そうなの。今類家くんがやってるプロジェクトは別ね。うちのメインのほう。システム開発ってのは保守運用含めてそういうものなのよ。システムって基本的に不完全な状態のリリースが多いでしょ？　だから強気に出られないところがあって」

　類家の場合は、性格的なところもあるが、最高責任者の血けつ縁えん、というところがあって周囲も強く出られないのだ。だから、類家と同じように振ふる舞まっていいわけではないのだけれど、「やっぱり、自分の不満は間ま違ちがってないんだ」という安心感があるのだという。

「それに、ごり押ししたい案件は類家くんに回るようになってるしね」

「そうなんですか？」

　やけに他部署と折せつ衝しようすることが多いと思っていたが、それは部署特有のものというだけではなかったらしい。言われてみると、確かに窓口的な業務はそれほど回って来ていない。

「まあ、それを見み越こして仕事回してるのは二瓶さんだけどね」

　不意に登場した二瓶の名前に、心臓がどかんと跳はねる。だが三人は類家の動どう揺ように気づいていないらしく、ほっとした。

「二瓶さんも、特とく殊しゆっちゃあ特殊な人だよな。類家みたいな後ろ盾だてがあるわけじゃないのに強気外交」

「まあでも、よくよく考えるとうちが下手に出る必要ないんだけどね」

「それはあれだろ。うちの部署が他部署に比べて歴史が浅いってのもあるよ。だからいまだに部長職なんかには理解不能って感じみたいだし」

　経営者の息子むすこの前でそれをいう意図は殆ほとんどないのだろうが、つまり彼らはちゃんと類家を同どう僚りようとしてみてくれているのだろう。

「だからね、類家くんて威い圧あつ系にして癒いやし系というか」

　相反する二つの要素を口に出した井口に、馬堀も賛同する。

「空気読めないだけで、優しいところもあるしな。奢おごらされてるけど俺！」

「あ、無理に元気な様子を見せろってことじゃないぞ。根本的に解決してないのに、そんな風にしてほしいんじゃないから」

　そんな他愛たわいもないことを話しているうちに、注文した料理がぞくぞくと届き始める。男は魚料理だけだったが、紅一点の井口はお盆ぼんからはみ出る大きさのベーコン定食だ。両面こんがりと焼かれた厚さ三センチほどのショルダーベーコンは、食べきれるのかと思っていたが、井口の胃の中にひょいひょいと収まっていく。

　あおさの味み噌そ汁しるをすすりつつ特上海鮮丼を堪たん能のうしていると、馬堀が奢る発ほつ端たんになった事件を思い出した。

「そういえば、奥さんとは仲直りしたんですか？」

　ほっけ定食を食べていた馬堀が、ぐっと詰つまる。娘むすめの具合は大したことがなかったそうだが、喧けん嘩かと同じタイミングで出張に向かった細君との結末は聞いていなかった。

「まあなんとかな……。娘は可愛かわいいけど、結けつ婚こん生活ってほんと大変だぞー」

　独身者しかいない場所でそれを言われても困るわけだが、馬堀は箸はしで魚の身を解ほぐしながら、深々と溜ため息いきを吐つく。

「女の人もそうなんだろうけど、やっぱ兼けん業ぎようって大変だわ。でも専業主婦と娘を抱かかえるだけの財力は俺にはまだない……」

「え？　給きゆう与よは知らないですけど、馬堀さんだってそこそこ貰もらってるでしょ」

「でも養うまでには至らんのよ。二瓶さんくらいのポストだったら別なんだろうけどな」

「そういえば、馬堀さんと二瓶さんて同い年なんでしたっけ？」

　二人とも、今年で三十二歳になる。馬堀は「やめてー」と泣きまねをした。

「二瓶さんて、結婚しないんですかね」

　福桝の疑問に、少なくとも、今は類家と同居をしているのでしたくても出来ないだろうな、と心中で答える。

「あんなに仕事できるし、外見だってぱっと見モデルっぽいですよね。手前みそだけど、有名企き業ぎように勤めてるんだし、引く手あまたって感じですけど」

「……なんか、二瓶さんの友達が『昔から長続きしない』みたいなこと言ってましたよ」

　以前、二瓶の友人である松島にそんなことを聞き出した情報を晒さらしてみる。

　慣れた所作を思い出して、類家は行ぎよう儀ぎ悪く箸に歯を立てた。

「飽あきっぽいってことか？　しかし、まだまだ遊び足りないにしても、結構いい年だしなあ。機会さえあれば電でん撃げき結けつ婚こん、なんてありえそうだけど」

「ていうより、なんか、本人がしたくないって明言してるらしいですよ」

　福桝の疑問に答えたのはベーコンに夢中になっているとばかり思っていた井口だ。もぐもぐと口を動かしつつ、女性社員の間での噂うわさなどを織り交ぜつつ話してくれる。

「独身主義ってこと、ですか？」

　類家の問いに、井口は首を傾げる。

「前に飲みの席で、二瓶さんと付き合ったことがあるって噂の人の友達の同僚に、話を聞いたことがあるんだけど……」

「遠いな」

　曰いわく、二瓶は社内外の女性と付き合っていたことがあるらしい。だが、その誰だれもが結婚をにおわすと同時に先の科白せりふを言われ、破局にいたったらしい。

　その場で別れたものもいれば、暫しばらく付き合いが続いたものもいるらしいが。

「年ねん齢れいにもよりますけどー、やっぱ女としては結婚する気ないって人とは長くは付き合えないと思いますよー」

「うーん。そりゃどういうつもりで付き合ってんだってなるよなぁ」

「『そうは言ってるけど、あたしと付き合えばいずれ考えを変えてくれるかも！』ってはっちゃけちゃった人だと、長引かないように『考えは変わらないから』って二瓶さんのほうから別れちゃうらしいですよ。だから同棲もしないみたいです」

　というか、そこまで筒つつ抜ぬけになる女子の情じよう報ほう網もうが怖こわい。それでも見てくれや肩かた書がきのせいもあってか、彼にアプローチをする女性がまだ絶えていないというところが恐おそれ入る。

「でも、俺だってまだ結婚する気ないっすよ。それで振られたらちょっとやだなぁ」

「うわサイテー。もう福桝くんて二十六でしょ。子供でも出来なきゃ結婚するつもりないんだーサイテー」

　茶ちや化かしながらも少々本気で軽けい蔑べつを滲にじませる井口に、福桝はそこまで言ってないっす！　と反論している。

　類家は、二人の言い合いよりも二瓶の言ったという科白せりふが気に掛かかっていた。










　その週の土曜日、いつものように二瓶は午前中から家を空けていた。

　毎週毎週、どこへ行っているのかと流石さすがに気になるが、なんとなく訊きけずにいる。デートだ、と言われてしまったとき、自分がどんな顔をするのか、わからない。

　掃そう除じもしてしまったし、洗せん濯たくも終わった。サッシを開け放した状態で、床ゆかに転がりながら空を見上げる。

「いーい天気だなあ……」

　ゆっくりと流れる雲を目で追いながら、類家は息を吐く。遠くで子供の遊ぶ声が聞こえて、目を細めた。

　やることがない。

　今まで、二瓶と同居する前はどうして過ごしていただろうかと、考えを巡めぐらせる。恋こい人びとがいるときはどこかへ遊びに行ったり、一人のときでも買い物をしたり映画を観に行ったりと、色々していたように思うのだが、なにせやる気が起きない。

　そんなことよりも、今は答えのまだ出ていない二瓶とのことで頭が一いつ杯ぱいなのだ。嫌いやがらせではないというのなら答えは一つしか思いつかない。けれどあれからなにも言ってこない二瓶を見ていると、打ち出した回答は自分の願望なのではないかと思って打ち消してしまう。

　けれど、その「願望」の理由にどんな名前をつけていいのかわからないのだ。

　床でごろごろと寝ね返がえりをうつ。ふとソファの背せ凭もたれを見上げると、二瓶が脱ぬぎっぱなしで行ってしまったシャツがかかっていた。それを引っ張ると、顔の上にふわりと落ちる。

　──あ、二瓶さんの匂におい。

　二瓶は香こう水すいなどつけないが、何度も近くにいれば匂いくらいは覚える。

　──って、俺は乙女おとめか！　いや変態か！

　男のシャツを握にぎりしめて頭が沸わいたようなことを考えてしまうこの状じよう況きように身み悶もだえる。

「ああ、不毛だ……ここは健全に買い物にでも行くか」

　むくりと上体を起こし、類家は部屋着から外出着へと着き替がえた。

　いつもなら新宿か銀座に行くところだが、家の周囲を散策することにする。

　二瓶と同居してからこっち、まだ近所を見回ったことがない。食材を調達してくるのは二瓶の役目なので、食材や日用品を求めに出歩いたことすらなかった。駅へ行く途と中ちゆうに弁当屋やコンビニや飲食店があることを把は握あくしているくらいだ。

　とくに当てもなくふらふらと歩いて、一駅近く離はなれた場所にショッピングモールがあることを知った。

　──へー……知らなかった。

　ブランドのショップや飲食店、雑貨屋などが立ち並んでおり、休日ということもあって家族連れも多くみられる。

　制服姿の高校生の姿もあって、何故休日にまで制服なんだといつも疑問を覚える。二瓶もそうなのだが、私服に着替えない人間の気がしれない。いつまでもモードが切り替かわらずに落ち着かなくなる気がするのだ。

　──あーでもやっぱり、家族連れが多いなあ。

　先日二瓶が「結婚しない」と言っているという話題を聞いていたせいか、つい気になって見てしまう。

　自分より若そうな夫ふう婦ふや、一回り以上も違ちがうのに赤ん坊ぼうを連れた父親を見ると、どんなタイミングで結婚したっていいのでは、とも思ってしまう。

　──あ、なんかあの人二瓶さんに似てる。

　ふと、前方を歩く親子連れに目が行く。

　左側に上背のある父親、右側に淡あわい若草色のワンピースを着た母親、その二人の手を握るのは、小学生くらいの少女だ。

　父親のほうは、ベージュの麻あさのジャケットに、黒のチノパンという、二瓶が今日の朝着ていた服と同じものだ。

　──いや、よく似てるな……って、んん？

　ドッペルゲンガーレベルだ、と思ってから、もう一度目を凝こらして男を見てみる。

　服装どころか、横顔もそっくりだ。見れば見るほど、よく似ている。

　──……似てるんじゃなくて、あれ、本人じゃないか？

　手を繫つなぎ、妻子と笑っているのは、まさしく自分と同居している男に違いなかった。

「どういうこと……？」

　結けつ婚こんなんてするつもりはない、と言っていたらしい男とは思えぬほど、その横顔は優やさしい。

　そして、疑うべくもないほど、幸せそうな三人家族に見えた。娘むすめになにか言われたのか、長身を屈かがめて話を聞いている。それを微笑ほほえみながら眺ながめる母親。

　──二瓶さんが結婚しないって言ってるのって、これ？　このせい？　>>>♥

　もう既すでに、所帯を持っているから、ということなのだろうか。

　なんらかの理由で一いつ緒しよに住めないのか、もう既に離り婚こんを経験しているから、新しい家庭は持ちたくないということなのか。

　土曜日に毎回出かけている理由を目の当たりにし、立ち尽くす。

　──どうして秘密に……。

　そんなことを思いかけて、はっとする。秘密にするもなにも、二瓶は別に類家とは同居人以上の間あいだ柄がらにあるわけではない。

　言う必要がないのだ。

　そんな当然の事実に思い至って、類家は目の前が真っ暗になる気分だった。二瓶のことをぐるぐると考えていたのは類家の勝手で、別に恋人でもないのだから口を出す権利はない。

　──ていうか、大事な家族がいるのなら、どうして俺にあんなことしたんだよ。

　呆ぼう然ぜんとしていると、ふと二瓶がこちらを向いた。

　それなりに距きよ離りはあったが、はっきりと目が合う。

　二瓶は、ひどく驚おどろいた顔をしていた。だが、類家に向かって呼びかけようとはしない。

　──そりゃそうだ。家族と一緒にいるんだから。

　類家は踵きびすを返した。体をいいように扱あつかわれたときより、キスをされたときより、ショックだ。

　ぐるぐると色々なことを考えながら、類家は自宅に戻もどっていた。どんなルートを辿たどって来たのか、まったくもって覚えがない。

　ただ、こんなに相手のことで頭がいっぱいになるという経験は初めてだ。けれど思い返せば、ここ最近、類家は二瓶のことしか考えていない気がする。それは類家の勝手なのだけれど、どう責任取ってくれるんだよ、と八つ当たりじみた気持ちも湧いた。

　干していた布ふ団とんを取り込み、類家は自室へと戻る。午前中いっぱい干していた布団は、ふかふかで、優しく類家を包んでくれる。

「あ、そういえば昼……」

　ぼんやりとしていて食べ損そこねた。だが今更作る気もどこかで買ってくる気にもなれずに、類家はベッドの上で目を閉じる。二瓶はまだ、戻ってこない。

　現実逃とう避ひには寝ねるのが一番いい。










　どれくらいそうしていたのか、少々日が傾かたむきかけた頃ころに、ドアがノックされた。そこで初めて、自分がうとうととしていたことを自覚する。返事をせずにいると、再びドアが叩たたかれた。

「類家」

　呼ぶ声は二瓶のもので、ぼんやりとしていた意識が一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいした。

　──寝てるから、ほっといて。

　そのまま黙だまって二瓶が立ち去るのを待つ。だが、二瓶は類家の想おもいなど無視をして、ドアを開けた。

「類家」

　誤ご魔ま化かすように、目を閉じる。流石さすがに立ち去るかと思ったのに、二瓶が近づいてくる気配がした。このまま諦あきらめてくれないだろうか、と思っている類家の顔を覗のぞきこんでいるような気がする。

「起きてるだろ」

　断定的に言う二瓶が少しおかしい。類家がもし本当に寝ていたら、ちょっと滑こつ稽けいな一人芝しば居いだなと思う。ふっと笑って、類家は目を開けた。

「……なんですか？」

　思ったより近くにあった二瓶の顔が、複雑な表情を作る。揶揄からかわれたような気がしたのかもしれない。

「ちょっといいか？」

「……うーん……」

　曖あい昧まいな返事をしながら、類家は身を起こす。起きていたといっても微睡まどろんでいる状態だったせいか、少しふらりとした。

　二瓶は類家が起きたことで是ぜと判断したのか、ベッドの端はしに腰こしを下ろす。

　少し逡しゆん巡じゆんする様子を見せて、二瓶が視線を落とす。

「俺に両親がいないって話は、前にしたよな」

「え……？　あ、はい」

　思いもよらぬ切り出しに、類家は少々戸と惑まどいを覚えた。

　あの女性は、あの小さな女の子は誰だれなのか、というところから入るのかと思っていた。

「親が死んだのは十五の冬で。父親の実家に帰る途と中ちゆう、高速で事故に巻き込まれた」

　突とつ然ぜん告げられた凄せい惨さんな話に息を吞のむ。

　十二月の末、高速道路は雪で視界が悪かったという。それほど雪の降る地方ではなかったため、慣れぬ車がスリップし、後続の車が数台巻き込まれた。その中に、二瓶の両親がいたのだ。

「兄貴は就職して東京に出て来ていたし、俺は受験でついていかなかった。自損事故じゃなかったから金には困らなかったけど、未み婚こんで大学出たてなのに中学生を養う羽目になった兄貴は、修しゆ羅ら場ばだったろうな」

　自分よりもずっと。

　そんな風に語るけれど、まだ十代で親を亡なくした二瓶だって、相当に大変だったろうと思う。

「お兄さんが、いるんですか？」

　今まで互たがいの話など満足にはしてこなかったけれど、兄がいるとは思わなかった。二瓶が家で家族とやりとりをしている様子はなかったから。

　類家の言葉に、二瓶は首しゆ肯こうする。

「俺が高校を出る頃、兄貴はずっと付き合ってた彼女と結婚して、すぐに子供が生まれた」

「あれ、もしかして……」

「今日一緒にいたのは、兄貴の嫁よめと子供だ」

　類家が言う前に、二瓶が答える。

　二瓶が大学に入学した頃、二瓶の兄は恋こい人びとと籍せきを入れた。

　本当はそのタイミングで下宿をしようと思っていたのに、兄夫ふう婦ふに止められて、一緒に住むことになったのだそうだ。なにより不経済だ、というのと、生まれてくる子供のために少しでも手助けをしてほしいのだ、と兄あに嫁よめから申し出があった。

「でも本当は、自分が肉親と一緒にいたかったんだと思う。そして、そんな気持ちを兄貴と義姉ねえさんは知ってたんだ」

　迷めい惑わくでなければ、と頼たのまれる形で、二瓶は兄夫婦と同居をすることになった。

　親代わりに育ててくれた兄とその妻子は、家族のように接してくれた。いつか二瓶が一人でも大だい丈じよう夫ぶになるまで、一緒に暮らしていこうと思っていたのだと思う。

「紡つむぎが……姪めいが大きくなって、一人部屋が必要になるくらいの頃には、出て行こうと思ってたんだ」

　だが今日見かけた子供は、小学生くらいの年の頃に見えた。

「だから、大学のときに出て行こうと物件まで探した。でも、そうしたら『もう一人出来たからまだいてくれ』って二人で真顔で頼み込んできてな」

　居い候そうろうがいたほうが気も遣つかうし、楽なことよりも不便なことのほうが多いだろう。それでも二瓶の兄夫婦は、二瓶と同居することを選んだのだろう。だが、今彼らは一いつ緒しよに住んでいない。その答えを、二瓶は苦い声で呟つぶやく。

「二番目の子が腹にいるとき、兄貴が倒たおれた」

「え」

「……会社で倒れて、そのままだ。原因は、よくわからない。子供の頃から健康で、健けん診しんで引っかかったことなんて一度もないのに、心不全であっさり死んだ」

　重苦しい話題を少しでも軽減させようとしているのか、抑よく揚ようのない声で二瓶があっさりと言う。なんとなく想像はしていたけれど、発せられた言葉の重さに類家は絶句した。

　家族運がない、と二瓶が苦く笑しようする。

「あの、じゃあこの家って」

「そう。元々は兄夫婦と住んでいた家だ」

　名義は元々兄だったものを、類家が相続したらしい。

「本当は、義姉のものだったんだが、兄貴のこと思い出して辛つらいから、って引っ越こして行った。今は、土曜日に会って話をする程度だ。……まだ、気にかけてくれてるんだ」

「……そう、だったんですか」

　道理で、一人暮らしにしては広い家に住んでいると思った。

　二瓶はそれほどものが多いわけではない。一緒に暮らすようになってそれなりにものがあるように見えていたが、類家の分の持ち物がごっそりと抜ぬけたら、がらんとした部屋が出来るのは必至だろう。今いま更さら、そんなことに気が付いてしまった。

「俺に祖父母はいない。なんというか、短命な家系なのかもしれない。だから、兄貴が死んだとき、義姉にも籍を抜いて苗みよう字じを戻もどすのを進めた。まあ、余計なこと言うなって怒おこられたけど」

　二瓶はたぶん、本当に兄の妻子を思いやって言ったことなのかもしれない。

　けれど、きっと兄嫁は、二瓶の言葉に傷ついただろう。兄弟の事情をわかっていても、兄とのことをなかったことにしてくれと言われたら、傷つく。

　だけど、大事な人がいなくなっていく、と悩なやむ二瓶にどう言葉をかけたらいいのか、類家にはわからない。

「俺がちょっと人付き合いがうまくないのは、そういう理由だ。昔から兄貴や松島にもっと人に甘えろって言われてたが……なんだか誰かに頼たよって支えがなくなるのが、な」

　そういえば、松島もそんなことを言っていた。

　両親を早くに失くし、我が儘ままや寂さみしさなど口にできなかったのだろう。なんとなく二瓶が「可愛かわいくない」性格に出来上がった過程がわかって、その理由に胸がずきんと痛んでしまう。

「意外だろ？」

　自じ嘲ちようするような顔で、二瓶は薄うすく笑えんで見せる。

　それにはなんと答えていいか判然としなくて、類家は口を噤つぐんで頭かぶりを振ふった。

　二瓶のことを知りたい、話してほしいと思っていたけれど、聞いたところで自分は立ち竦すくんで俯うつむいているだけだ。

「……じゃあ、俺が思い出のある家に入ってきて、本当はすっごい迷惑だったでしょう？」

　天窓を掃そう除じしたときに、絵本が出てきたのは、きっとあの部屋が、以前二瓶の姪たちが使っていた部屋だったからだろう。

　そこを散々汚よごした過去を思い出すと、申し訳ないやら恥はずかしいやらで、言葉もない。

　だが二瓶は、ゆるゆると首を振った。

「いや、そうでもない」

「だって、社長命令で断れなかったからって」

「でも、俺は社長のお願いを聞くの、嫌いやじゃなかったしな」

　命令だなんていったけど、と二瓶は苦笑する。

「なんとなく、俺の父親と兄貴に似てるんだよ、社長って」

「……そう、なんですか？」

　顔や声が、どことなく似ているのだそうだ。同郷だ、と言われたうえに、父親とは釣つりという趣しゆ味みが同じで、背格好も似ているらしい。

「亡くなった頃ころの親父おやじよりも社長のほうが年とし嵩かさのせいか、もし今うちの親父が生きていたらこんな風だったのかな、とか思ったりしてな」

　父親を重ねて見ていたのに、やってきたのが似ても似つかない類家では、さぞや腹が立ったことだろう。

　そう思えば、最初からあたりがきつかったのも納なつ得とくできるような気がする。

　そう言うと、二瓶は「いや」と首を振った。

「別に、そんな風には思わなかったぞ」

「噓うそだ。すっごい感じ悪かったじゃないですか」

「そりゃお互い様だろ。まあでも、俺は負けん気強くて苛いじめ甲が斐いのあるタイプは好きな方だし、気にはしてなかったけどな」

　日報のごとく毎日毎日類家の写真を送っている様子を見ては、とてつもなく面めん倒どうくさそうだと思っていたが、二瓶はそれなりに楽しんでいたらしい。

「いい年こいて、ファザコンってどうなんだよって思うだろ」

「そんな風に思ったり、しません」

　亡なくなったときは十五歳だったのだ。まだ父親と接していたかっただろうし、その気持ちを引っ張ったってしょうがない。なにせ、類家など親おや離ばなれしているとも言い難がたいのだから。

「お前の方こそ、俺のこと相当嫌きらってたろ。弱み握にぎろうと部屋は漁あさるし。そんなにか、って結構傷ついたし、頭に血が昇のぼった」

「あれはだから、そういうつもりじゃ」

　そんなに嫌われてるならいっそ、と暴挙に出たのは悪かったと再び詫わびられる。

「……まあ、そういうわけで、俺の話は終わりだ」

「じゃあ俺からも少し、訊いていいですか」

　話を切り上げようとした二瓶を、類家は呼び止める。まさかそんなことを言われると思わなかったらしい二瓶は瞠どう目もくし、浮うかせかけていた腰こしを落とした。

「どうしてその話を、俺にしたんですか」

　問いに、二瓶は答えない。

　類家は、更に質問を重ねる。

「どうして俺に、思わせぶりな態度を取るんですか」

「類家」

「どうして、恋人を作る気も結けつ婚こんする気もないのに、俺に手を出したんですか」

　類家の問いかけに、二瓶は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。珍めずらしく戸と惑まどった表情を見せ、躊躇ためらいがちに口を開く。

「……悪かった」

「そんなこと言って欲しいわけじゃないんです」

　どうして、と重ねた科白せりふは、彼を追い詰めているのかもしれない。それでも類家は二瓶に質ただした。

「……大切な人を失くすことが、堪こたえた」

　恋こい人びとが出来ても、いつか失ってしまうのではないかと不ふ安あんに駆かられる。そう呟いて、二瓶は息を吐ついた。

「結婚して、子供が出来て……愛した人間がまたこの世から消えたらと思うと、その喪そう失しつ感かんを想像すると、耐たえ切れなくなる」

　でも、と二瓶は苦々しく言葉を重ねた。

「本当は一人で不安だから、誰だれかに一緒にいて欲しくなる。触ふれたくなる。でも人を信用することもできない……そんな男となんて幸せになれないだろう？」

　うぬぼれでなければ、二瓶は類家に好意を抱いだいてくれている。けれど最後の押しがないのは、今の事情からだろう。

　──それ、ちょっと狡ずるいよね。

　黙だまっておくことも出来ないで、手を出して、でも怖こわいから逃にげるなんて狡い。

　ちょっとだけ腹を立てたが、類家は二瓶の手を引いた。

「安心してください。俺んち、長ちよう寿じゆの家系なんです」

　両親も、今の年まで病気知らずの健康体だし、祖父母はおろか来年白はく寿じゆの曾そう祖そ父ふもいまだ矍かく鑠しやくとしている。親しん戚せきもほとんどが病気知らずだし、早死にしたケースもほぼない。

「俺も、病気ひとつしたことありませんし。それにほら、よく言うでしょ。憎にくまれっ子世にはばかるって」

　二瓶家が早そう逝せいの家系だったとして、負ける気がしない。

　なんなら撥はね飛ばすくらいの勢いだ。

　根こん拠きよもなにもないがそう胸を張ると、二瓶がぽかんとした。

「俺は頑がん丈じようだから、大だい丈じよう夫ぶです」

　父だって、経営者ともなればほうぼうから恨うらまれていることもあるだろう。その負のオーラを己おのれの運気に変えて会社の発展につなげるくらいするのではないだろうか。

　類家の血筋は、昔から運だけはいいのだ。

「ね？　だから、安心してください」

　ぎゅっと抱きつくと、呆あつ気けにとられていた二瓶がようやく表情を緩ゆるめた。

「……なんか知らんが、凄すごい説得力だ」

「でしょ？」　>>>♥

「でも一つだけ訂てい正せいしとく」

　なんですか、と言いかけた類家の肩かたを、二瓶が押す。

　不意を突つかれたせいで、類家は後方へと倒たおれた。その上に、二瓶が覆おおいかぶさってくる。

「憎まれっ子なんかじゃないぞ、お前」

「へっ？」

　至近距きよ離りで見下ろされながら、二瓶がやたらといい声で囁ささやいてくる。結構間の抜ぬけた科白だと思うのだが、その声にどぎまぎとして、類家は無意味に笑い声をあげてしまった。

　雰ふん囲い気きを壊こわしたことを咎とがめるように、二瓶は類家の頰に手を添そえる。

「……少なくとも、俺はお前のことを気に入ってるしな」

「気に入ってるって」

　口説くにしては、ちょっと微び妙みような表現だ。

　つい不満げな声を出した類家に、二瓶は笑って、先さき程ほどの言葉を訂正した。

「好きだ」










「あの……俺、普ふ通つうがいい、です」

「普通って……？」

　怪け訝げんそうに言いながらも、二瓶は手を緩めない。あの、あの、と言っている間に、全すべて剝はぎ取られてしまった。

「こ、この間みたいなのは……」

「この間って……ああ」

　見たこともないような器具を使われて、無む理り矢や理り快感を覚え込まされたような気がしていた。

　気持ちいいか悪いかで言ったら、確かによかった。けれど、あれはなんだか実験体にされているような、遊ばれているような、とにかく自分がちゃんと扱あつかわれていない感じがするので嫌いやだったのだ。そう訴うつたえると、二瓶は少々困った顔をした。

「そういえば、なんのフォローもしてなかったな」

「フォローって……」

「俺、別にＳＭの趣しゆ味みはないから」

「え!?」

　あれだけ人の体で遊んでおいて、そんな言い訳が通用すると思っているのだろうか。

　じっと不ふ審しんげな目を向けると、二瓶は「本当だって」と苦く笑しようする。

「それって、あれですか。自分よりもっとコアな性せい癖へきの人がいるから、自分はまだまだ甘いとかいうアレですか」

　造ぞう詣けいが浅かろうと深かろうと、まったく事情に明るくないほうにしてみれば十分同じ人種である。だがそういうことでもないらしく、二瓶は手を振ふって否定する。

「いや、そういうことでもなくて」

「じゃああのＳＭグッズはどう説明つけるつもりなんですか」

　騙だまされるものか、と類家は歯を剝く。

　二瓶は、どうしたものかという顔をして頭を搔かき、「断だん捨しや離り」と呟つぶやいた。

「だんしゃり？　ってなんですか？」

「あれはいらないものを入れる箱だったんだよ」

　そういえば、別に最近引っ越こしてきたというわけでもないだろうに、二瓶の自室であのダンボール箱は浮ういた存在であった。

「でも買ったのは二瓶さんでしょ？」

「……じゃなくて、あれは、結けつ婚こん式の二次会でもらったんだよ」

「……どんなハードな二次会だったんですか」

　乱交的なあれか、と二瓶の交友関係を心から心配していると、額を軽く叩たたかれた。

「どうしてそういう方向に行くんだよ。そうじゃなくて、あれは二次会のビンゴゲームの悪ふざけ景品」

　新しん郎ろう新婦に当てるはずだったのに、独り者の二瓶が運悪く引き当ててしまったのだそうだ。せめて妻帯者ならネタになったのに空気を読め、と理り不ふ尽じんに責められたらしい。

　因ちなみに、新郎新婦には裸はだかエプロングッズが当たったそうだ。

「でも、じゃあなんで開封してあったんですか」

「包装ごと捨てられないだろ。紙箱とかビニール袋ぶくろはもうとっくにゴミに出してるって」

　若じやつ干かん納なつ得とくいかないこともあったが、突き詰つめてみれば、特に誤解を生じるようなこともないらしい。

「あと、松島さんからもらったって……」

「ああ。なんかあったな。あんな風になるんだな」

　己の痴ち態たいを思い返し、恐おそらく同様の光景を思い出しているであろう二瓶を叩く。だが、あんなものを、友達同士でやりとりをするものだろうか。

「どういうシチュエーションでもらったんですか、あれ」

「さあ。いいらしいぞ、っていう話でもらったんだが、あのときまでちゃんと見てなかったんだよな。よくよく考えたら、あいつどこで使ってるんだろうな。あれ」

　二瓶が笑いながら言うのに、類家はなにか感じるところがあって、背筋を伸のばす。

　──あれー……？　もしかして、松島さん……？

　確信はないし、二瓶もその可能性にはまったく考えが及およんでいないらしい。

　だがなんとなく、以前会話をしたときに、微かすかに含ふくまれた棘とげのある言葉に理由がつくような気がしてしまう。だが藪やぶをつつくことはないし、松島本人がなにも言わないのだからと心の中にしまっておくことにした。

　考えこんでしまった類家に、二瓶は首を傾かしげる。

「……なんだよ。そんなに期待しているなら使ってやろうか？」

「き、期待なんてしてません！」

　拘こう束そく具や麻あさ縄なわや猿さる轡ぐつわなどもだが、あんなものを再び使われたらたまったものではない。元々ＳＭ方面の趣味はないのだが、やられかけてみて自分にはそれをする素養が全くないのだと思い知った。だが仕し掛かけた二瓶はそうでもなかったらしく、意地悪げに唇くちびるを歪ゆがませる。

「そうか？　結構楽しんでただろ、お前も」

「だ、誰だれがーっ！」

　馬ば鹿かじゃないのか！　と怒ど鳴なると、二瓶は楽しそうに声を上げて笑った。

　むっとして、類家は二瓶に抱だきつく。類家の行動は二瓶にとっては突とつ飛ぴだったらしく、目を丸くしていたので溜りゆう飲いんが下がった。

「だってあんなの使ったら、こんな風に触さわれないし」

　好きな人に触ふれることができないのは、類家も嫌だ。

　そう訴えると、二瓶は表情を変えないまま、眼め元もとを赤くする。いつも割と冷静な男を動どう揺ようさせたことを悟さとり、類家は嬉うれしくなってしまう。

「相変わらず、可愛かわいくないやつだな」

「えっ」

　気持ちを確かめ合った相手に言われる言葉とは思えなくて、またしても自分の勘かん違ちがいだったかとどきりとする。二瓶はそれもすべてわかったような顔をして、類家の唇に指で触れた。

「ん……っ」

「負けん気強いくせに、そういう不安げな顔するのが狡ずるい」

　そう嘯うそぶいて、二瓶は自分の口で類家の口を塞ふさぐ。

　どうして責められているかわからなくて、類家はただただ戸と惑まどったままその唇に応こたえた。

「んん……」

　先さき程ほどの言葉がひっかかって、うまく反応を返すことが出来ない。

　まるでキスに慣れていないように、舌がぎこちなく動く。その先せん端たんを甘あま嚙がみされて、類家は背筋を震ふるわせた。

「っ……」

「そういう顔するのやめろ。もっと泣かせたくなる」

　そういう顔ってどういう顔だろう。

　いつの間にか涙なみだぐんでいた目で二瓶を見ると、目め尻じりに唇が落ちてきた。優やさしく、慰い撫ぶするような接せつ触しよくは、二瓶の乱暴な言葉とは正反対だ。

　ちぐはぐな行動に困こん惑わくしながらも、類家は二瓶を見つめる。

「俺はな、基本的に底意地が悪いんだ」

　ひねくれものだしな、と二瓶が笑う。

「好きな相手には割とちょっかいを出したくなるタイプなんだ。どうでもいいやつには優しくしてやるけど」

「なにそれ……」

「それは仕事でも同じだ。見込みのあるやつには厳しくするけど、どうにもならんやつには最初から期待はしない。鍛きたえるだけこちらの時間の無む駄だだからな」

　しれっと言う二瓶に、類家は普ふ段だんの仕事ぶりを反はん芻すうする。確かに、二瓶は最初から当たりが強かった。けれどそれは仕事上当然であるようにも思えたし、なにより彼が部内の人間に優しいだけのときなどほとんどない。

　なるほど、と納なつ得とくしかけたが、やはり優しくしてほしい。

「まあ、生意気なやつの鼻っ柱は笑ってへし折ってやるけどな」

「……やっぱり俺にはムカついてたんじゃないですか」

「いや、そんなことないぞ。無む闇やみに鼻っ柱が強いわけじゃないし、それにお前は好みのタイプだったからな」

　そういう相手が、泣いたり喚わめいたり怖こわがったりするのを見るのが楽しい。

　そう言いながら、二瓶は今までにないくらいのいい笑え顔がおを見せる。ＳＭの趣味はないなどと言っていたが、この男はＳなのではないだろうか、と類家は笑い返しながら戦せん々せん恐きよう々きようとする。

　そんなことを言おうものなら「じゃあ」と酷ひどい目にあわされそうなので、口には出さなかった。バカ坊ぼんなどと言われていたが、それなりに学習能力はあるのだ。










　シャワーを済ませて戻もどってきた二瓶は、類家の姿を見て怪け訝げんそうな顔をした。

　言いたいことはなんとなくわかっていたが、知らないふりをして「お帰りなさい」などと笑いかけてみる。二瓶は指で顎あごを擦こすり、考えるような仕し種ぐさをしてから、目を眇すがめた。

「エアコンもっと弱くするか？」

「え、別に平気です」

「……じゃあ、なんでそんなに寝ねる態勢なんだ？」

　二瓶の指し摘てき通り、類家は二瓶のベッドの上ですっぽりと掛かけ布ぶ団とんに収まっている。

　しかも、上にＴシャツまで着ているのだ。

　一応腰こしにタオルを巻いている二瓶は、つかつかと歩み寄って、掛け布団を勢いよく剝いだ。

「ちょっ……」

「──おいこれからすることわかってんのか、お前」

　それは、勿もち論ろんだ。あの流れでじゃあ寝ましょう、などというのはおかしい。

　それならばせめてタオルを巻いているくらいで待つものだろう。だが、類家はこのまま就しゆう寝しんしてもおかしくない恰かつ好こうをしている。

　問いには答えず、剝はがされた掛け布団を引き寄せようとすると、阻はばむように手を摑まれた。

「おい、類家」

「あの、じゃあせめて電気消してください」

「……はあ？」

「それか、布団の中で」

「このクソ暑いのになに言ってんだ。……類家？」

　叱しつ責せきするような声こわ音ねで言われて、類家は顔を赤くする。それでも答えずにいると、二瓶はベッドに乗り上げて、類家に伸のし掛かった。

「まあ、服着たまましたいっていうなら、俺は構わないぞ」

「え……ぅあっ」

　下着越ごしに下か肢しを撫なでられて、類家は声を上げてしまう。二瓶の手は巧たくみに、類家のものを追い詰つめていく。

「あ、あっ」

　腹に押し付けるように揉もみしだきながら、二瓶はシャツ越しに類家の胸の突とつ起きに嚙かみついてきた。

「いっ……！」

　堪たまらずに身を捩よじるが、二瓶は布の上から肉芽を舐なめたり吸ったりして来る。

「……せっかく着き替がえたのに、もう汚よごれたぞ？」

　胸の部分の布が、二瓶の唾だ液えきで色が濃こくなっている。

　けれど二瓶が言っているのはそこだけではなくて、先程からずっと愛あい撫ぶされている下肢が、下着を濡ぬらしてしまっていたのだ。

　久しぶりに他人の手で与あたえられる刺し激げきに、体が抗あらがいきれていないらしい。

「いやだ……っ、待って、二瓶さん」

「仕方ないだろ。お前が脱ぬがないんだから」

　すぐに洗せん濯たくだな、と笑いながら、二瓶は類家を責め立ててくる。流石さすがに何人も恋こい人びとがいただけのことはある、とでも言おうか、よどみなく動く手指に類家はあっさりと陥かん落らくさせられた。

「や……ぁ……」　>>>♥

　びくびくと、覚えのある感覚が広がる。このままでは本当に、下着をつけたまま暴発してしまいそうだった。

　腰が無意識にずり上がって逃にげるのに、二瓶は体重をかけてそれを押さえつけてくる。

　もう駄だ目めだ、と類家はシーツを握にぎって頭かぶりを振ふった。

「はな、離はなしてください……っ、もう」

「なんだ？　下着つけたまましたいんじゃなかったのか？」

　ぐ、と臀でん部ぶに押し付けられた固いものに、類家はびくんと体を跳はねさせた。

　出したら終わりのような気がしていたが、このままでは汚れた下着を穿はいたまま、どこまでされるのか、させられるのかわからない。

　いっぱいいっぱいになりながらも、類家は肚はらを決める。

「……っ、だから、体見られたくないんですって！」

　断腸の思いでそう叫さけぶと、二瓶は「ああ」と合が点てんがいったように手の動きを止めた。

　どうやらフェイントではなかったようで、ほっと息を吐つく。だが爆ばく発はつ寸前だった下肢は、既すでに先走りで湿しめっていた。

　どっちみち、穿き替かえたばかりのそれはすぐに洗濯をしなければならないらしい。

「なに、お前陰いん毛もう薄うすいのそんなに気にしてんのか」

「だーっ！　デリカシー！　二瓶さんにはデリカシーが足りない！　前から思ってたけど、二瓶さんてデリカシーが足りないよね！」

　コンプレックスのない人には、類家の気持ちなどわからないのだ。だから、この年になって泣くほど嫌いやがったことなどすっかり忘れている。

「いや、あのときのお前が可愛かわいかったことは覚えてるけど」

「な、なんでそういうことを……！」

「まあ、そこで落ちたようなもんだし」

　うまそうだった、と恥はずかしいことを言われて、類家は顔を赤くする。男にそんなことを言うのもどうかと思うし、それを男に言われてこんなに恥じ入る自分もどうかと思った。

「な、な」

「わかった、見ないようにするから。それならいいんだろ」

　ひとまず、見ないと言ってくれたのでほっとする。別に誰だれかと肌はだを合わせるのは初めてではなかったが、全ぜん裸らを見せたことは殆ほとんどないのだ。しかも姑こ息そくなことに、今まで類家は相手の女性を気き遣づかうふりをして電気を消したりしていた。

　自分でも小さなことを気にしているとは思うのだ。けれど、思春期の頃ころから培つちかわれたコンプレックスは、もはやどうにも払ふつ拭しよくできそうにない。

　意見を聞いてくれたことが嬉うれしくて二瓶の首元に腕うでを回すと、彼はやれやれといった様子で嘆たん息そくした。

「狡ずるいぞ。そういう風に甘えるのは」

「……甘えてるっていうか」

　二瓶は苦く笑しようしてベッドを降り、電気を消してくれた。サイドボードの間接照明を点つけられて、微かすかに身を竦すくませる。

「それくらいは我が慢まんしてくれ」

　どこになにがあるかわからん、と言われて、類家はしぶしぶ頷うなずいた。薄うす明あかりの中、類家は二瓶によって衣服を剝ぎ取られる。

　唇くちびるを合わせたまま、二瓶の指が類家の下部に触ふれた。自室から持ってきたらしいジェルが、類家の下肢を濡らす。

「ん、……ぅ」

　ジェルでぬめった指が、体の中に差し込まれる気配がした。

　びくんと体を竦ませると、宥なだめるように口の中に入っていた舌が優やさしく舌を搦からめ捕とっていく。

「ふ、ぅ」

　もうそこに感じる場所があるのは、知ってしまっていた。

　なにがどうなっていたかわからないが、自分はなにかのグリップのような、割に原始的に見える器具で身も世もなく乱れてしまったのだ。

「……っひ」

　ぐり、と二瓶の指が、覚えのある場所に当たる。不意を突つかれたせいか、自分でも驚おどろくほど腰が跳ねた。

「あ、あ」

「筋がいい」

　褒ほめているのか揶揄からかっているのか判然としない口調で、二瓶が笑う。必死に息いき継つぎをしている類家の中を指が行き来し、途と中ちゆうで何度かどろりとしたものを塗ぬり込められた。

　それは最初冷たいのに、ほどなくすると体温よりあたたかくなる。

　そうこうしているうちに、指が増やされ、その場所が広げられていくのがわかった。

「や……な、なに……」

　前とは全然違ちがう。

　あれは道具だったから当然かもしれないが、こんな複雑な動きはしなかった。あのときは、とにかく自分の体液を内側から強ごう引いんに押し出されるような感覚に近かった。

　二瓶の指は、感じる部分だけを擦こするのではなく、出口だか入口だかわからないところにも触れ、二瓶は傷つけない加減で拡張させていっているのだ。

　この交わりの到とう達たつ点を考えればそれが当然なのだが、あまりの羞しゆう恥ちにふるふると体が震ふるえた。

「ぅ……く……」

「どうした？　苦しいか？」

　優しい声音に、ますます背筋がぞくぞくした。恋人になったからかもしれないが、いつも意地悪だった二瓶がこんな風に労いたわるような言葉をかけてくるなんて、それだけでむず痒がゆい気分になる。早く終われ、と心中で願っていると、不意に指が引き抜ぬかれた。ぬちゅ、と濡れた音がしたのが恥ずかしくて視線を逸そらすと、二瓶が上から声をかけてくる。

「おい」

　口を開けば変な声を上げてしまいそうで、類家は必死に頭を振る。ただ、恥ずかしくてしょうがないだけなので、放ほうっておいてほしい。

「痛いか？　類家」

「……痛くない、です……っ」

　答えなければ進まないのだろうかと、類家は必死に口を開いた。本当か、と覗のぞき込まれて、ひく、と喉のどを鳴らしてしまう。こんな反応をする自分を恥じ入って、類家は顔を隠かくした。

「？　どうした」

　怪け訝げんな声が返ってきて、類家は自棄やけになる。

「……恥はずか、しい。です……」

　ああ言ってしまった、と穴があったら入りたい気分に襲おそわれた。己おのれの意思と裏腹に浅くなった呼吸が、ひどく耳についた。

「……お前な……」

　上からひどく苦々しい声が落ちて、類家ははっとして手を外す。鬱うつ陶とうしいと思われたろうかと不安になって見上げると、二瓶が「くそ」と悪態を吐いた。

「なに……えっ」

　戸と惑まどう類家の体を、二瓶は強引にうつぶせにさせる。枕まくらを差し出され、なんだろうと疑問に思いながらも、類家は柔やわらかな枕に抱だきつく。それを待つか待たないかのうちに、二瓶に腰こしを摑まれて引っ張り上げられた。

「う、わっ」

　シーツについた膝ひざを、二瓶が後ろから強引に開く。太ふと腿ももを付け根に向かってなぞられて、類家は目を回しそうになった。

「え、あの」

　あたふたとする類家になんのフォローもせず、二瓶が先さき程ほどまで弄いじっていた場所に指をかけた。ぐっと横に広げられた箇か所しよに熱いものが当たる感かん触しよくがして、つい力を入れてしまう。

　背後から、「おい」とやけに切せつ羽ぱ詰つまった声がかけられた。

「入れる前から締しめるな」

「だ、だって」

　そう言われても、突つつかれては体もうまく動かない。背後から溜ため息いきが降ってきて、二瓶の指が類家の尻しりに掛かかる。

「わっ……」

「力抜ぬけ」

　捲めくるように広げられたところに、指が入れられる感触がした。そうして少し緩ゆるめられた場所に、指よりも大きな熱量のものがもぐりこんでくる。

「あっ、あ……！」

「だから、力を抜けと言ってるだろ」

　押し広げられるような感触に、意図せず背筋が震える。二瓶のものが入ってくると、そこから波は紋もんのように、しびれが背筋を伝った。

「類家」

　重なった男の手が、類家の腹に回される。

「えっ……あ！」

　繫つながったまま腹を押されると、どうしても中に入った男のものを意識させられる。そうすると、自分のどの部分が感じるのかも思い出してしまい、体が反射的に逃にげてしまった。

　二瓶は心を読む力でもあるのだろうか。そう思うくらい、二瓶は類家が逸らそうとした部分を探さぐり当てて擦ってくる。

「や……ぁ、も……そこやだ……っ」

　いやだ、と言いながら、自分のものとは思えないくらい甘い声が漏もれる。まるで請こうているようなその声は、きっと二瓶にとっても同じように聞こえているだろう。

　類家の知っている部分も、知らなかった部分も、二瓶はゆっくりと探し当てて行った。

　渡わたされていた枕に必死に歯を立て、これ以上声を出さぬように堪こらえる。

「ふ、ぅー……っ」

「馬ば鹿か、酸欠になるぞ」

「あぁ……っ」

　そんな親切ごかしを口にして、二瓶は類家から枕を奪うばい取る。

　類家はシーツに手をつき、頭かぶりを振ふった。

「も、やだ」

「……そんなに嫌いやだって言うなよ。傷つくだろ？」

　科白せりふとは裏腹な楽しげな声を出して、二瓶の手が類家のものに触れた。

「ひ……」

　兆きざして、たらたらと体液を零こぼしていたそこに、無骨な指が絡む。男であれば無条件に感じる場所と、中を同時に責め立てられて、類家は悲鳴をあげた。

「あ、ぁ……っ」

　ぐちゃぐちゃの類家のものを擦りながら、薄うすい体毛を撫なでさすってくる。快感に半分飛んでいた意識が、無む理り矢や理り引き戻もどされる気持ちだった。

　恥はずかしさに、類家は首を振って嫌がる。

「や、やめ」

「ん？　なにが？」

　少し指に引っかかるそれは、まるで思春期の子供のような淡あわさをしていて、類家は恥じ入る。

　いっそ快楽に集中したいのに、気が散ってもどかしさが増す。それなのに、意識が飛ぶほどの気持ちよさは薄まらない。

　頭がおかしくなりそうだった。

「やめ、やめてくださ……」

　どっちかを止やめて欲しい。泣きながら訴うつたえたのに、二瓶は首元にふっと息を吹ふきかけて笑った。

「なんで？　可愛かわいいやつだな」

「や……っ」

　羞恥と快感に耐たえ切れず、類家は二瓶の掌てのひらに熱を吐はき出してしまう。情けなくも嗚お咽えつを零してしまうのは、恥ずかしさからか、あまりに強きよう烈れつな快感からか、判然としない。

　まだ固い二瓶のものを締め付けながら、腰が断続的に跳はねる。

「類家」

「は、ぁ」

　長引く絶頂に震ふるえる腹を、二瓶が抱く。抵てい抗こうする力も湧わかないまま、類家は二瓶に抱き起こされた。

「う、あ……ぁっ」

　まだ繫がったまま、二瓶は類家を膝に抱き上げる。己の重さで、更さらに深い場所に二瓶を受け入れる形になり、類家は前方へ手をついた。

「ひ、ぅ」

　後ろから両りよう腕うでを摑まれ、引き寄せられる。

　完全に裸ら体たいを晒さらす状態になって、類家は頭を振った。

「やだ、や」

「俺からは見えてないけど？」

　それでも、外気に裸はだかを晒すのは嫌なのだ。いやいやと首を振っても、二瓶は許してはくれない。下から突つき上げられて、類家はのけぞった。

「あっ、あっ、あっ」

　揺ゆさぶられるのに合わせて、声が漏れる。　>>>♥

　堪えたいのに、力が入らずに情けない喘あえぎ声を漏らす羽目になった。一度達したせいか、二瓶を受け入れている場所は痺しびれていて、先程よりもずっと感じているのに、なかなか二度目の絶頂は迎むかえられない。気持ちいいのに吐きだせなくて、頭が真っ白になる。

「も、やめ……、出来ない、限界、です……っ」

　もどかしく腰を動かすと、再び両腕を後ろに引っ張られる。

「結構、乱暴にされるの好きだろ？」

「なん、で……？　そんなこと、ない……っ」

　なにを根こん拠きよに言われているかわからなくて、類家は快感で蕩とろけた頭をゆるゆると振った。

「そうなのか？　さっきから凄すごいぞ」

　なにが、などと訊きく余よ裕ゆうはない。

　ただ、意地悪な声こわ音ねに、背骨を擽くすぐられているような感覚がした。

　強く下から突き上げられて、類家は鳴き声を上げる。

「あ、あ……！」

「類家……っ」

　一ひと際きわ深い部分を突かれた瞬しゆん間かん、類家は二度目の絶頂を迎えた。同時にもっと奥の部分に熱い奔ほん流りゆうを感じ、二瓶も達したのだと知る。

　熱い、となんとか訴えて、類家は瞼まぶたを閉じた。










　聞き覚えのある機械音で、類家は目を覚ました。

　ゆっくりと瞼を開けると、眼前に携けい帯たい電でん話わを構えた二瓶がいる。目が合うと、彼は「おはよう」と笑いかけてきた。

　一体なぜ起き掛がけに二瓶の顔がこんなに間近にあるのだろう、と思い、すぐに昨晩のことが蘇よみがえってきた。

　限界ギリギリまで目を見開き、ベッドの端はしまで逃げる。逃げすぎて落ちそうになった体を、二瓶が支えてくれた。

「……危ないな」

「お、おはようござい、ます……」

　上司である同居人と、ついに最後まで致いたしてしまった。

　見み渡わたすとそこは、昨晩乱れた自室ではなく、二瓶の部屋のようだ。落ち着いた色合いのカバーには見覚えがあるし、なによりシーツからは二瓶の匂においがする。

　それがわかるほど、類家は二瓶の体を知った。

　意識すると急に恥ずかしくなって、頰ほおが熱を持つ。二瓶は、なにもかも見通したような目をして、類家を眺ながめていた。

「あの……俺昨日……」

　少なくとも、自分で移動した記き憶おくはない。おまけに、あれだけ汗あせや体液でべたべただった体も、すっかり綺き麗れいにされていた。

　二瓶は目を細めながら、もう一度携帯電話のシャッターを切る。

「流石さすがに、意識のない成人男子を運ぶのは骨が折れた」

「す、すいません……！」

「いや、元はと言えば俺のせいだしな」

　しれっと返されて、類家は言葉もなくシーツにもぐりこむ。二瓶は「どこ行くんだよ」と笑いながら、シーツを捲まくった。

　日曜日でよかった、などと言う二瓶に、類家は眉まゆを寄せる。休日だからといって、ここまで抱だきつぶされるとは思わなかった。

「今日はこれから、いつものように社長に朝食のメールを送るんだけど……立てるか？」

「ええと……」

　言われて、ベッドから身を起こそうとするが、すぐべちゃりと潰つぶれてしまった。思った以上に、腰こしが立たないことに気がつく。

　どうしよう、と呆ぼう然ぜんとしていると、二瓶が類家の頰に手を伸のばしてきた。愛あい撫ぶするように顔の輪りん郭かくを指でなぞられて、喉のどが震えた。

　なんとなく昨晩の情事の痕こん跡せきを垣かい間ま見みてしまった気がして、類家は頰ほおを染める。

「無理するなよ。持ってきてやるから」

「……でもベッドでなんて」

「外国の朝食みたいでいいだろ」

　そう言いながら、二瓶は類家の頰にキスをする。

　行ぎよう儀ぎが悪いと怒おこられるか、体調が悪いのかと心配されるかもしれない。言い訳は二瓶に考えて貰もらおう。

　そう思いながら、類家は二瓶の匂いのするベッドに体を埋うずめた。そうしているうちに、類家は本当に朝食を用意して持ってきてくれた。食べているところを写真に撮とられる。

　もそもそと食事をしていると、なあ、と声をかけられる。

「ところで、お前一年は実家に帰れないんだろ？　そのあとどうするつもりだ？」

「あー……本当は、ある程度金が貯たまったらお暇いとましようと思ってたんです」

　実家には帰れなくとも、二瓶の家に一年いなければいけないということではなかったからだ。

　そう言うと、二瓶はふうん、と相あい槌づちを打って類家を眺める。

　ベッドに乗り上げて脚あしを組み、じっと見つめる二瓶に、類家はどぎまぎとしてしまった。

「あの……？」

「……築年数は浅くない」

「はい？」

「お前の実家に比べればグレードはえらく落ちるだろうが、それなりの広さはあるし綺麗だ。家賃は管理費のみだし、日当たり良好。バストイレ別。ペットも飼える。ゴミ捨て場は敷しき地ち内で、二十四時間投とう棄き可能」

「二瓶さん？」

「……このままここに住まないか、と訊いてるんだが？」

　畳たたみかけられた二瓶の科白せりふに、類家は手に持っていたバターロールを落としてしまった。二瓶はそれを拾い上げて、皿に戻もどす。

　──だって、同居しないって。結けつ婚こんしないって……一いつ緒しよにいるのが不安になるからって。そう言った。

　呆然と見つめる類家に、いたずらっぽく二瓶が笑う。

「返事はいつでもいい。だが更こう新しんするときまでに鍵かぎを返されなかったら、同意したとみなすからな」

　答えなんて決まっているけれど、類家はあまりに驚おどろいて言葉を返せなかった。類家はもどかしく思いながらも手を伸ばして二瓶に抱きつく。

「早そう逝せいの呪のろいに打ち勝つ位の長ちよう寿じゆの家系なんだろ」

「……まかせて下さい。幸せにしますから」

　何度も頷うなずくと、二瓶は笑って強く抱き返してくれた。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。栗城偲と申します。

　作中の土下座話は私自身の実体験だったりします。書体ではなく「チェックボックスの形が気に食わない」という理由でしたが（相手方指定のソフトウェアの仕様で変えようがない）、親位の年ねん齢れいの男性に笑顔で「土下座してもいいよ。許さないけど」と言われました（笑）。未いまだに都内某ぼう所しよにいくとそのときの恐きよう怖ふを思い出します。サラリーを頂くのは本当に大変なことです……。

　ちょっとだけ内容の話を。脇わき役やくの松島は最初はただの冴さえないにーちゃんでしたが、担当さんのアドバイスで意味深なキャラになりました。松島は学生時代にひっそりと失しつ恋れんをしている……んだと思われます。

　最後になりましたが、イラストの南月ゆう先生、そして拙せつ著ちよをお手にとっていただいた皆みな様さまに、心より御お礼れい申し上げます。ありがとうございました。またお目に掛かかれますように。
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